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※連携可否はお使いの勤怠システムの内容に
よります。詳細はお問い合わせください。

拘束時間・時間外労働
ダッシュボード

2024年問題対策に使える！
デジタコで時間管理を徹底サポート

8899,,880000円オンライン直販
本 体 価 格

ドライブレコーダー標準搭載
クラウド型デジタコ C500

（税別）
簡易脱着構造

特特許許取取得得
特許7191430号

トラック協会
助成対象機器

⼀部助成未実施の協会があります。
詳細は所属の都道府県トラック
協会にお問い合わせください。

※契約事務手数料、取付費用、月額サービス料が別途発生します。詳細はお問い合わせください。

0120-331-577

改善基準告示超過表乗務員労働実績表 デジタコデータ連携

（営業時間：平日9:00-18:00）

業界
最安値

勤勤怠怠シシスステテムム等等へへデデジジタタココデデーータタをを連連携携

勤勤怠怠シシスステテムム
AAPPII

〒683-0853 鳥取県米子市両三柳5056

contact@octlink.jp
https://octlink.jp/

拘束時間超過事前予測
6月度（2023/06/01～2023/06/30）のデータを表示

ドライバーA 201103 250:43 330:32

ドライバーB 201424 230:21                       320:16

ドライバーC 201787 226:03                       293;04

ドライバーD 200382 200:14                       263:47

ドライバーE 280126 193:54                       251:30

ドライバー ドライバーID 現在の拘束時間 予測拘束時間

デジタコは各種助成金・補助金対象機器です！申請サポートも承っておりますのでお気軽にご相談ください！

※当社調べ
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全
体
会
議
で
は
冒
頭
︑
開
催

地
を
代
表
し
て
工
藤
北
海
道
ト

協
会
長
が
︑﹁﹃
２
０
２
４
年
問

題
﹄
を
は
じ
め
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変

厳
し
い
が
︑
力
を
合
わ
せ
て
課

題
克
服
に
取
り
組
み
︑
現
状
を

打
破
し
︑
さ
ら
に
大
き
く
前
進

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
そ
の
後
︑
主
催
者

を
代
表
し
て
坂
本
全
ト
協
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
た（
詳
細
別
掲
）︒

　

全
体
会
議
を
一
時
中
断
し
て

開
か
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑

﹁
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
進
化
﹃
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
挑
戦
﹄﹂
を

智
保
代
表
取
締
役
会
長
が
﹁
地

域
密
着
経
営
~
道
内
産
品
を
生

か
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
戦
略
の
展

開
~
﹂
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行

っ
た
（
９
面
に
詳
細
）︒

　

再
開
後
の
全
体
会
議
で
は
︑

﹁
商
慣
行
の
見
直
し
及
び
長
時

間
労
働
の
是
正
と
取
引
環
境
の

テ
ー
マ
に
︑
行
政
・
マ

ス
コ
ミ
・
経
済
団
体
・

有
識
者
・
消
費
者
団
体

・
事
業
者
の
各
代
表
が
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
お
け
る
課
題
や
︑
課

題
を
ど
う
乗
り
越
え
て

い
く
の
か
な
ど
に
つ
い

て
︑
熱
い
議
論
を
展
開

し
た
（
４
~
７
面
に
詳

細
）︒

　

続
く
記
念
講
演
会
で

は
︑
㈱
セ
コ
マ
の
丸
谷

改
善
に
よ
る
﹃
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹄
の
解
決
﹂
や
﹁﹃
ト

ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹄
と
の
連
携
﹂︑

﹁﹃
標
準
的
な
運
賃
﹄
の
活
用

と
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
る

価
格
転
嫁
の
実
現
﹂
な
ど
８
項

　

去
る
９
月
28
日
に
岸
田
文
雄
内

閣
総
理
大
臣
が
︑
現
役
の
総
理
大

臣
と
し
て
初
め
て
物
流
現
場
を
視

察
し
︑
経
営
者
や
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
と
車
座
に
な
っ
て
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
︒
ま
た
︑
６
月

に
政
府
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
続
き
︑
緊
急
的

に
取
り
組
む
対
策
と
し
て
﹁
物
流

革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
が
今
週

中
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
一
連
の
政

府
に
よ
る
動
き
は
︑
会
員
事
業
者

の
皆
様
方
の
お
力
添
え
あ
っ
て
の

も
の
で
あ
り
︑
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
た
い
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂﹁
荷
主
対

策
の
深
度
化
﹂
に
関
し
て
は
︑
時

限
措
置
を
﹁
当
分
の
間
﹂
延
長
す

る
︑﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
﹂
が
成

立
し
た
︒
こ
れ
も
ま
た
︑
日
頃
か

ら
の
会
員
事
業
者
の
皆
様
の
お
力

添
え
の
お
か
げ
で
あ
る
︒﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
に
つ
い
て
は
︑
現
在

国
土
交
通
省
﹁
標
準
的
な
運
賃

・
標
準
運
送
約
款
の
見
直
し
に
向

け
た
検
討
会
﹂
に
お
い
て
議
論
が

進
め
ら
れ
て
お
り
︑
荷
主
企
業
等

に
適
正
に
転
嫁
で
き
る
よ
う
︑﹁
標

準
運
送
約
款
﹂
お
よ
び
﹁
標
準

的
な
運
賃
﹂
が
改
正
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
︒
ま
た
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
に
関
し
て
も
︑
算
出
方
法
等

を
新
た
に
告
示
と
し
て
定
め
て
い

た
だ
い
た
︒
政
府
で
は
︑
賃
上
げ

原
資
確
保
の
た
め
の
適
正
な
運
賃

の
収
受
な
ど
に
向
け
て
︑
次
期
通

常
国
会
で
の
法
制
化
を
目
指
し
て

い
る
︒

　

一
方
で
︑
燃
料
価
格
高
騰
対
策

に
つ
い
て
も
︑﹁
燃
料
油
価
格
激

変
緩
和
対
策
事
業
﹂
が
今
年
12

月
ま
で
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒
今
後
も
燃
料
価
格
が
高
騰
し

た
場
合
に
は
︑
さ
ら
な
る
期
限
延

長
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
︑
積
極

的
な
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂︑﹁
燃
料
価

格
の
高
騰
分
﹂
は
︑
皆
様
方
が
積

極
的
に
荷
主
と
交
渉
し
︑
荷
主
か

ら
し
っ
か
り
と
収
受
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒
荷
主
が
交
渉
に
応
じ

な
い
な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
︑
７

月
に
発
足
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
﹂
に
対
し
︑
積
極
的
に
情
報
提

供
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
︒

　

平
成
30
年
に
︑
北
海
道
は
北
海

道
開
拓
使
が
置
か
れ
て
か
ら
１
５

０
年
を
迎
え
た
︒
多
く
の
方
々
の

苦
労
に
よ
っ
て
︑
現
在
の
北
海
道

が
あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
も
︑

会
員
事
業
者
の
皆
様
方
の
お
か
げ

で
︑
よ
う
や
く
灯
が
と
も
り
つ
つ

あ
る
︒
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
ミ
ス
・

ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
﹁
少
年
よ
大
志

を
抱
け
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑
将
来

に
対
し
て
野
心
を
抱
き
︑
目
標
を

追
求
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
表
し

て
い
る
︒
我
々
も
︑﹁﹃
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
﹄
の
解
決
﹂
と
﹁
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
環
境

改
善
﹂と
い
う
大
き
な
夢
を
抱
き
︑

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
荷
主
に

体
当
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
︒
今
こ
そ
︑
業
界
の
さ
ら

な
る
健
全
化
に
向
け
た
激
し
い
戦

い
の
始
ま
り
で
あ
り
︑
業
界
の
さ

ら
な
る
大
進
化
へ
の
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
︒
今
大
会
を
︑
業
界
の
さ
ら

な
る
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
大
会
に
し
て
ま
い
り
た
い
︒

旭
川
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
湯

野
信
一
会
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
︒

目
の
大
会
決
議
を
︑

北
海
道
ト
協
青
年
部

連
絡
協
議
会
の
比
良

友
彦
会
長
が
読
み
上

げ
︑
満
場
の
拍
手
を

も
っ
て
採
択
さ
れ
た

（
８
面
に
全
文
）︒

　

そ
の
後
︑
国
土
交

通
省
の
鶴
田
浩
久
物

流
・
自
動
車
局
長
︑

秋
元
克
広
札
幌
市
長

が
祝
辞
を
述
べ
た

（
８
面
に
詳
細
）︒

　

な
お
︑
来
年
の
第

29
回
大
会
は
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
開
催
と

な
る
こ
と
か
ら
︑
九

州
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

馬
渡
雅
敏
会
長
（
佐

賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
長
）
が
﹁
来
年
は

熊
本
県
熊
本
市
で
の

開
催
と
な
る
︒
多
数

の
ご
参
加
を
い
た
だ

く
よ
う
︑
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
る
﹂

と
招
聘
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
︒

　

最
後
に
︑
十
勝
地

区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

沢
本
一
輝
会
長
の
音

頭
に
よ
り
︑
全
員
で

力
強
く
﹁
ガ
ン
バ
ロ

ー
コ
ー
ル
﹂を
行
い
︑

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
４
日
、
北
海

道
札
幌
市
の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
﹁
第
28
回

全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
﹂
を
開
催
し

た
。

　

今
大
会
は
、
北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
工
藤

修
二
会
長
）
と
、札
幌
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
松

橋
謙
一
会
長
）
を
は
じ
め
と
し
た
道
内
７
地
区

の
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
準
備
を
進
め
、
全
国
か
ら

１
２
５
０
人
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
出

席
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
坂
本
克
己

全
ト
協
会
長
は
、﹁﹃
２
０
２
４
年
問
題
﹄
解
決

に
向
け
て
、
業
界
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
荷
主
に

体
当
た
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本

日
が
業
界
の
さ
ら
な
る
大
進
化
に
向
け
て
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今
大
会
を
業
界
の
飛
躍
の

き
っ
か
け
と
な
る
場
に
し
て
ま
い
り
た
い
﹂と
、

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
解
決
に
向
け
て
一
致
団

結
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
全
国
か
ら
の

参
加
者
に
対
し
て
強
く
訴
え
た
。十勝地区トラック協会 沢本一輝会長の音頭により

全員で力強くガンバローコール

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

今大会で初めて行われたシンポジウム

坂本　克己　全ト協会長

「業界のさらなる大進化」に向けた戦いの始まりだ!!
今こそ果敢に立ち向かおう！
第28回全国トラック運送事業者大会

北
海
道
札
幌
市
に
１
２
５
０
人
が
集
結

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館
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https://jta.or.jp
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　あなたは、西日のまぶしい片側１車線道路を走行しています。
自車の前方には電動キックボードが走行しています。また、そ
の前には駐車車両が見えます。この場面にはどのような危険が
ありますか。また、危険を避けるためにはどのような運転をす
ればよいでしょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 161回〕「駐車車両がある夕方の道路」

（解説・11面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』9月1日号掲載の「まちがいさ
がし」の正解は、下記の30か所でした。正解者
の中から抽選で20名様に記念品をプレゼントし
ます。なお、当選者の発表は賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。多数のご応募あり
がとうございました。

種
︑
数
量
︑
タ
ン
ク
の
在
庫

量
︑
給
油
口
と
ホ
ー
ス
の
結

合
（
緊
結
）
状
況
等
を
確
認

し
︑
静
電
気
に
よ
る
災
害
等

を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
な

が
ら
行
う
必
要
が
あ
る
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
双
方
の
危
険

物
取
扱
者
が
立
会
い
︑
相
互

確
認
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る

事
故
が
発
生
し
て
い
る
︒

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
︑

相
互
立
会
い
の
重
要
性
を
認

識
し
︑
危
険
物
取
扱
所
等
に

お
け
る
相
互
立
会
い
の
確
実

な
実
施
を
推
進
す
る
た
め
︑

啓
発
チ
ラ
シ
（
写
真
）
等
の

作
成
や
配
布
な
ど
を
通
じ

て
︑
相
互
立
会
い
へ
の
理
解

・
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
く
︒

交
通
安
全
フ
ェ
ア
開
催

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
甲
斐
切
稔
会
長
）
は
10
月

７
日
︑﹁
楽
し
く
学
ぼ
う 

交

通
ル
ー
ル
~
楽
し
く
体
験
し

よ
う
交
通
ル
ー
ル
~
﹂
を
テ

ー
マ
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
の
日
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
︑﹁
第
８
回
滋

賀
県
交
通
安
全
フ
ェ
ア
﹂
を

開
催
し
た
︒
同
イ
ベ
ン
ト
は
︑

県
民
参
加
型
で
交
通
安
全
に

関
す
る
各
種
体
験
や
交
通
ル

「
危
険
物
荷
卸
し
時
相
互
立

会
い
推
進
全
国
一
斉
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施

11
月
１
日
~
14
日

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
タ

ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ
ス

部
会
（
堀
田
正
二
部
会
長
）

は
︑
11
月
１
日
㈬
~
14
日
㈫

の
期
間
︑
石
油
連
盟
︑
全
国

石
油
商
業
組
合
連
合
会
と
共

催
で
﹁
危
険
物
荷
卸
し
時
相

互
立
会
い
推
進
全
国
一
斉
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
を
実
施
す
る
︒

　

給
油
取
扱
所
等
に
お
け
る

危
険
物
の
荷
卸
し
に
際
し
て

は
︑
誤
注
入
に
よ
る
混
油
や

漏
油
等
の
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
︑
消
防
法
令
に
基
づ

き
︑
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
輸
送
側
と
給
油
取
扱
所
等

の
双
方
の
危
険
物
取
扱
者

が
︑
危
険
物
の
注
入
口
︑
油

ト
イ
レ
の
使
用
を
中
止

奈
良
・
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

奈
良
・
針
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
断
水

の
た
め
︑
10
月
27
日
㈮
17
時
~

30
日
㈪
９
時
の
間
︑
ト
イ
レ
が

使
用
中
止
と
な
る
︒

　

な
お
︑
隣
接
す
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
マ
ー
ト
針
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
店
で
も
︑
28
日
㈯
９
時
~

18
時
の
間
︑
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
な
く
な
る
︒

福
祉
施
設
を
一
時
休
業

彦
根
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

彦
根
Ｔ
Ｓ
で
は
︑
新
店
舗
開

店
準
備
の
た
め
︑
次
の
通
り
福

祉
施
設
を
休
業
す
る
︒
な
お
︑

新
店
舗
は
12
月
２
日
㈯
か
ら
営

業
開
始
予
定
で
︑
営
業
時
間
等

に
つ
い
て
は
追
っ
て
案
内
す
る
︒

▼
食
堂
・
休
憩
室
・
浴
室
・
コ

イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
・
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
:
10
月
31
日
㈫
21
時
営

業
終
了
︑
11
月
１
日
㈬
~
12
月

１
日
㈮
休
業

▼
宿
泊
:
10
月
30
日
㈪
営
業

終
了
︑
10
月
31
日
㈫
~
12
月
１

日
㈮
休
業

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

10
月
は
﹁
年
次
有
給
休

暇
取
得
促
進
期
間
﹂

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
年
次

有
給
休
暇
（
年
休
）
を
取
得

し
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進

す
る
た
め
︑毎
年
10
月
を﹁
年

次
有
給
休
暇
取
得
促
進
期

間
﹂（
写
真
）
と
し
て
︑
集

中
的
な
広
報
を
行
っ
て
い
る
︒

　
﹁
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
﹂

（
令
和
３
年
７
月
30
日
閣
議

決
定
）
な
ど
に
よ
り
︑
７
年

ま
で
に
年
休
取
得
率
を
70
％

と
す
る
こ
と
が
政
府
の
目
標

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
︒

一
方
︑
３
年
の
年
休
取
得
率

は
58
・
３
％
と
過
去
最
高
と

な
っ
た
も
の
の
︑
目
標
に
は

届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
︒

　

労
働
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
の
た

め
に
は
︑
企
業
等
が
自
社
の

状
況
や
課
題
を
踏
ま
え
︑
年

休
を
取
得
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

厚
労
省
で
は
各
企
業
等
に
お

け
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
︑
同
期
間
の
実
施
を
通

じ
︑
年
休
の
取
得
促
進
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て

い
く
︒

 

﹁
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
﹂へ

の
理
解
を11月

10
日
〜
16
日
は

「
啓
発
週
間
」

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
毎
年

11
月
10
日
~
16
日
を
﹁
ア
ル

コ
ー
ル
関
連
問
題
啓
発
週

間
﹂
と
定
め
︑
ア
ル
コ
ー
ル

と
の
適
切
な
付
き
合
い
方
や

不
適
切
な
飲
酒
の
防
止
等
に

関
す
る
啓
発
事
業
等
を
実
施

す
る
︒

　

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
は

本
人
の
健
康
の
問
題
の
み
な

ら
ず
︑
家
族
へ
の
深
刻
な
影

響
や
︑
飲
酒
運
転
な
ど
重
大

な
社
会
問
題
を
生
じ
さ
せ
る

危
険
性
の
高
い
︑
誰
も
が
関

わ
り
の
あ
る
問
題
で
あ
る
︒

同
週
間
で
は
︑
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
問
題
啓
発
ポ
ス
タ
ー

（
写
真
）
の
作
成
・
配
布
な

ど
の
広
報
啓
発
活
動
や
︑
様

々
な
主
体
に
よ
る
啓
発
事
業

等
を
通
じ
て
︑
国
民
自
ら
が

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問
題
に
関

す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
︑

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
の
予

防
に
関
す
る
意
識
の
定
着
化

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒

ー
ル
の
周
知
等
を
通
じ
て
︑

交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
図

る
も
の
︒
会
場
で
は
︑
幅
広

い
年
齢
層
が
参
加
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
た
︒

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
︑
甲
斐
切

会
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
︒
引
き
続
き
︑
優
良

事
業
所
・
運
転
者
や
︑
ベ
ス

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
事
業
用
自
動
車
無
事
故
・

無
違
反
運
動
の
達
成
者
な
ど

へ
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
た
︒

こ
の
後
も
︑
滋
賀
県
警
察
本

部
音
楽
隊
の
演
奏
︑
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
︑
王
様
戦
隊
キ
ン
グ

オ
ー
ジ
ャ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ

ー
︑
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

続
い
た
︒

　

な
お
︑
会
場
で
は
交
通
安

全
教
室
︑
交
通
安
全
体
験
コ

ー
ナ
ー
（
運
転
適
性
診
断

等
）︑ト
ラ
ッ
ク
︑パ
ト
カ
ー
︑

白
バ
イ
な
ど
の
車
両
展
示
︑

縁
日
屋
台
の
飲
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
︑
盛
況
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
︒

「
物
流
２
０
２
４
年
問
題
」　

　
　
　
　
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
赤
上
信
弥
会
長
）
は
10
月

11
日
︑﹁﹃
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
﹄
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

を
開
き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
や
荷
主
︑
消
費
者
な
ど

約
６
０
０
人
が
参
加
し
た
︒

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
︑
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
︑
赤
上
会
長
︑
猿
田
和
三

秋
田
県
副
知
事
︑
Ｊ
Ａ
全
農

あ
き
た
園
芸
畜
産
部
の
吉
田

良
部
長
︑
秋
田
県
立
大
大
学

院
１
年
の
菅
原
渓
さ
ん
が
登

壇
︑
秋
田
魁
新
報
社
の
松
川

敦
志
報
道
セ
ン
タ
ー
長
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
︒

赤
上
会
長
は
︑
７
月
に
県
ト

協
が
実
施
し
た
荷
主
企
業
９

５
５
社
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
で
︑
労

働
環
境
改
善
の
た
め
の
輸
送

費
値
上
げ
に
つ
い
て
﹁
理
解

で
き
る
﹂
が
67
・
８
％
︑﹁
理

解
で
き
る
が
対
応
で
き
な
い
﹂

が
24
％
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
︒

﹁
問
題
解
決
に
向
け
荷
主
企

業
と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
話
し

合
い
た
い
﹂と
語
っ
た
︒ま
た
︑

荷
主
の
立
場
か
ら
吉
田
部
長

が
︑﹁
消
費
者
も
含
め
て
価

格
転
嫁
の
議
論
は
必
要
﹂
と

語
り
︑
菅
原
さ
ん
は
消
費
者

の
立
場
か
ら
︑﹁
消
費
者
も

物
流
業
界
に
つ
い
て
調
べ
︑

買
い
物
の
時
に
意
識
し
て
み

る
こ
と
が
大
事
﹂と
述
べ
た
︒

　

な
お
︑
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
先
立
ち
︑
経
済
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
須
田
慎
一
郎
氏
が

基
調
講
演
を
行
っ
た
︒

　東京都市圏交通計画協議会では、国の一般統計調査として、「第６回東京都市
圏物資流動調査」を実施致します。
　本調査は、東京都市圏内で発生する「物」の動きを捉えることを目的としてお
り、都市交通の観点から総合的な物流対策の検討を行う際の基礎資料となります。
　調査は 10年ごとに実施しており、今回で６回目を迎えます。
　調査対象として選定された事業所様におかれましては、是非ご協力頂きますよ
うよろしくお願い申し上げます。

　・調査期間：令和 5年 10月～ 11月（調査票は 10月 10日より順次発送）
　・調査対象：�東京都市圏（東京都〔島しょ部を除く〕、神奈川県、埼玉県、千葉県、

茨城県）の「物」の搬出入がある特定業種の事業所
のうち、統計的に抽出された約 8.6 万件

　＊�詳細については、同協議会ホームページ（二次元コード）を　
ご参照ください。

「第6回東京都市圏物資流動調査」にご協力ください

２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
10

月
11
日
、
あ
き
た
芸
術
劇
場
）

開
会
宣
言
を
行
う
甲
斐
切
滋
賀
県
ト

協
会
長
（
10
月
７
日
、
竜
王
町
総
合

運
動
公
園
）

（
10
月
20
日
〜
31
日
）

▽
10
月
21
〜
23
日

・
第
55
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

相談窓口
厚生労働省・内閣府・法務省・国税庁・文部科学省・警察庁・国土交通省・こども家庭庁

11月10日～16日

暴力・DV
・虐待

飲酒運転

健康障害

妊婦の飲酒

アルコー
ル

依存症

20歳未
満の飲

酒

 年次有給休暇 を上手に活用し働き方・休み方を見直しましょう
●「年次有給休暇の計画的付与制度」を導入しましょう。
●年次有給休暇付与計画表による個人別付与方式を活用すれば休暇の分散化にもつながります。

●働き方・休み方改善ポータルサイト　https://work-holiday.mhlw.go.jp/

年次有給休暇取得促進特設サイト

厚生労働省 都道府県労働局 労働基準監督署

年休取得促進
特設サイト▶

10月は「年次有給休暇
 取得促進期間」です。
10月は「年次有給休暇
 取得促進期間」です。

秋
の
休
暇
を
楽
し
ん
で

心
に
残
る
思
い
出
を
。

秋
の
休
暇
を
楽
し
ん
で

心
に
残
る
思
い
出
を
。
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（10月1日号）

A B C D E
コ ウ ラ ク チ

答え合わせ

～緊急自動車編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�電気事業、ガス事業その他の公益事業において、危険防止のための応
急作業に使用する自動車は緊急自動車には当たらない。（ ○・× ）

❷	�緊急自動車は、赤信号の交差点を通過できるが、その場合は他の交通
に注意して徐行しなければならない。（ ○・× ）

❸	�交差点やその付近で緊急自動車が近づいてきたときは、交差点を避け
て右側に寄り一時停止して進路を譲らなければならない。（ ○・× ）

❹	�一方通行路において緊急自動車が近づいてきたときは、道路の必ず左
側に寄って進路を譲らなければならない。（ ○・× ）

❺	�交差点やその付近以外で緊急自動車が近づいてきたときは、道路の左
側に寄り一時停止して進路を譲らなければならない（ ○・× ）

（解答は11面）

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

労
働
時
間
短
縮
の
た
め
に
は
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
の
増
員
が
必
要
で
あ

る
︒
こ
れ
ま
で
運
ん
で
い
た
荷
物

を
︑
現
在
の
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で

は
運
べ
な
く
な
る
か
ら
だ
︒
だ
が
︑

﹁
固
定
費
は
増
え
て
も
︑
従
来
か

ら
働
い
て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃

金
を
減
ら
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
﹂︒
こ
れ
が
多
く
の
事
業
者
が
直

面
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
︒
そ
れ

を
解
決
す
る
に
は
原
資
の
確
保
が

必
要
で
︑
荷
主
や
元
請
事
業
者
に

運
賃
値
上
げ
を
交
渉
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
︒

　

し
か
し
︑
必
ず
し
も
シ
ナ
リ
オ

通
り
に
は
進
ま
な
い
︒
ま
ず
ド
ラ

イ
バ
ー
の
増
員
だ
が
︑
多
く
の
事

業
者
は
︑﹁
い
く
ら
募
集
を
し
て

も
応
募
者
が
こ
な
い
﹂
の
が
現
状

だ
︒
ま
た
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
を
採
用

で
き
て
も
人
件
費
が
増
え
る
︒
そ

れ
で
も
︑﹁
荷
主
が
す
ん
な
り
と

運
賃
値
上
げ
に
応
じ
て

く
れ
る
と
は
限
ら
な
い
﹂︒

　

こ
れ
ら
の
制
約
要
件

が
あ
る
な
か
で
︑
一
番

良
い
労
働
時
間
短
縮
の

方
法
は
待
機
時
間
の
短

縮
で
あ
る
︒
待
機
時
間

は
全
く
ム
ダ
な
時
間

で
︑
待
機
時
間
を
な
く

す
こ
と
は
﹁
荷
主
︑
事

業
者
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹃
三
方

よ
し
﹄
で
あ
る
﹂︒
し
か
し
︑
こ

の
待
機
時
間
の
短
縮
は
︑
発
着

荷
主
と
事
業
者
が
協
力
し
な
い

と
解
決
で
き
な
い
問
題
な
の
で
︑

前
向
き
な
荷
主
と
事
業
者
は
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
︒

　

も
う
一
つ
︑
最

近
︑
増
え
て
き

た
の
が
高
速
料

金
の
支
払
い
を

請
求
す
る
事
業

者
の
動
き
で
あ

る
︒
こ
れ
ま
で

も
長
距
離
輸
送

な
ら
当
然
︑
高

速
料
金
を
請
求

し
て
い
た
は
ず

だ
︒
近
距
離
で

は
高
速
道
路
を

利
用
す
る
必
要

性
は
少
な
か
っ

た
︒
だ
が
︑
最

近
は
︑﹁
日
帰
り

の
中
距
離
輸
送

や
短
距
離
輸
送
で
も
︑
高
速
料

金
の
請
求
を
要
請
す
る
事
業
者

が
増
え
て
き
た
﹂︒

　

例
え
ば
中
距
離
輸
送
で
︑﹁
こ

れ
ま
で
は
往
路
だ
け
高
速
利
用

で
︑
復
路
は
空
車
で
一
般
道
を

使
っ
て
帰
っ
て
き
て
い
た
︒
だ

が
︑
空
車
で
も
復
路
を
高
速
利
用

に
す
れ
ば
年
間
残
業
時
間
や
改
善

基
準
告
示
を
ク
リ
ア
で
き
る
の

で
︑
荷
主
に
高
速
料
金
の
支
払
い

を
交
渉
し
て
実
現
し
た
﹂
と
い
う

事
業
者
が
い
る
︒
あ
る
い
は
︑
輸

送
距
離
は
短
い
が
﹁
納
品
先
が
都

内
な
の
で
︑
首
都
高
を
利
用
し
て

時
間
を
短
縮
す
る
た
め
︑
首
都
高

の
料
金
を
収
受
す
る
よ
う
に
し

た
﹂
と
い
う
北
関
東
の
事
業
者
も

い
る
︒
ま
た
は
﹁
近
距
離
で
１
日

２
回
転
す
る
仕
事
だ
が
︑
高
速
利

用
に
し
て
残
業
時
間
を
短
縮
で
き

た
﹂
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
︒
こ

の
よ
う
に
︑
最
近
は
高
速
料
金
を

収
受
し
て
高
速
を
利
用
す
る
こ
と

で
９
６
０
時
間
を
ク
リ
ア
し
た
と

い
う
事
業
者
が
出
て
き
た
︒

　

高
速
利
用
だ
け
で
２
０
２
４
年

問
題
に
対
応
で
き
る
の
な
ら
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
の
増
員
で
運
賃
値
上
げ

を
求
め
ら
れ
る
よ
り
は
安
く
済

む
﹂
と
い
う
荷
主
の
打
算
も
相
ま

っ
て
︑
高
速
料
金
の
支
払
い
に
応

じ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
︒

　

だ
が
︑
こ
れ
ら
の
事
業
者
に
共

通
す
る
の
は
︑
現
状
の
所
要
時
間

と
高
速
利
用
で
短
縮
で
き
る
時
間

の
デ
ー
タ
を
基
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
︑
荷
主
と
交
渉
し
て
い

る
こ
と
だ
︒

第
327
回

労働時間短縮へ高速料金の請求増加

　
　
　
　

︻
解
説
︼
近
年
︑
国
民
の
権
利
意
識
の

向
上
︑
経
済
の
複
雑
化
に
伴
う
労
働
形

態
の
多
様
化
等
の
影
響
に
よ
り
︑
労
使

間
に
お
け
る
解
雇
や
配
置
転
換
︑
賃
金

の
引
下
げ
等
の
個
別
的
な
労
働
条
件
に

関
す
る
紛
争
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒

こ
の
た
め
︑
最
近
で
は
︑
あ
っ
せ
ん
︑

調
停
︑
審
判
な
ど
様
々
な
紛
争
解
決
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
そ
こ
で
︑

こ
れ
ら
の
諸
制
度
を
簡
単
に
紹
介
し
な

が
ら
︑
併
せ
て
応
諾
義
務
の
有
無
等
に

　
先
日
同
業
者
か
ら
、「
労
働
者
の

雇
止
め
を
巡
る
紛
争
で
地
方
労
働
局

の
紛
争
調
整
委
員
会
か
ら
あ
っ
せ
ん

開
始
の
通
知
を
受
け
た
」
と
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ

な
紛
争
解
決
制
度
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
こ
う
し
た
制
度
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
な
ど
に
は
必
ず
応
じ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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紛争解決のあっせ
ん等に応じる必要

はあるか
つ
い
て
も
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
︑
都

道
府
県
労
働
局
に
は
︑﹁
個
別
労
働
関

係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
﹂

に
基
づ
き
︑﹁
紛
争
調
整
委
員
会
﹂
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
労
働
関
係
か
ら

生
じ
る
あ
ら
ゆ
る
紛
争
が
対
象
で
︑
あ

っ
せ
ん
申
請
は
労
使
ど
ち
ら
で
も
可
能

で
す
が
︑
実
際
に
は
大
半
が
労
働
者
か

ら
の
も
の
で
す
︒

　

委
員
会
は
︑
申
請
に
よ
り
︑
当
事
者

に
あ
っ
せ
ん
開
始
を
通
知
し
ま
す
が
︑

強
制
手
続
き
で
は
な
い
た
め
︑
あ
っ
せ

ん
を
望
ま
な
い
旨
の
申
し
出
を
す
れ
ば
︑

そ
の
ま
ま
打
ち
切
り
と
さ
れ
ま
す
︒
双

方
に
異
議
が
な
い
場
合
は
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
主
張
を
聴
い
た
上
で
あ
っ
せ
ん
案
を

提
示
し
︑
そ
れ
に
よ
り
合
意
が
成
立
す

れ
ば
︑
民
法
上
の
和
解
契
約
と
な
り
︑

受
諾
し
な
け
れ
ば
あ
っ
せ
ん
は
打
ち
切

り
と
な
り
ま
す
︒

　

都
道
府
県
労
働
局
で
は
ほ
か
に
も
︑

労
働
局
長
の
助
言
・
指
導
制
度
︑
雇

用
環
境
・
均
等
部
（
室
）
に
よ
る
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
︑
育
児
・
介
護

休
業
法
︑
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
労
働

法
等
に
基
づ
く
紛
争
解
決
援
助
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
︒
た
だ
︑
い
ず

れ
の
制
度
も
強
制
力
は
伴
い
ま
せ
ん
の

で
︑
応
諾
は
自
由
で
す
︒

　

次
に
︑
労
働
関
係
の
民
事
紛
争
を
迅

速
に
解
決
す
る
も
の
と
し
て
︑
労
働
審

判
法
に
基
づ
く
労
働
審
判
制
度
が
あ
り

ま
す
︒
こ
ち
ら
は
労
働
契
約
そ
の
他
の

労
働
関
係
事
項
︑
例
え
ば
解
雇
の
有
効

・
無
効
を
争
う
紛
争
︑
賃
金
・
退
職

金
の
支
払
い
を
求
め
る
紛
争
等
が
対
象

で
︑
裁
判
所
に
設
け
ら
れ
た
労
働
審
判

委
員
会
に
お
い
て
審
理
が
行
わ
れ
ま
す
︒

委
員
会
は
︑
裁
判
官
で
あ
る
労
働
審
判

官
１
名
と
︑
労
働
問
題
の
専
門
的
知
識

・
経
験
の
あ
る
労
働
審
判
員
２
名
で
構

成
さ
れ
︑
原
則
３
回
以
内
の
期
日
に
よ

る
審
理
で
終
了
し
ま
す
︒

　

労
働
審
判
官
は
︑
申
し
立
て
を
受
理

し
た
と
き
は
期
日
を
定
め
て
事
件
の
関

係
者
に
呼
び
出
し
を
か
け
ま
す
が
︑
あ

っ
せ
ん
の
ケ
ー
ス
と
異
な
り
︑
正
当
な

理
由
な
く
出
頭
し
な
い
と
き
は
５
万
円

以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま
す
︒
委
員

会
で
は
︑
審
理
途
中
や
終
盤
で
調
停
を

試
み
る
こ
と
に
し
て
お
り
︑
成
立
す
れ

ば
調
停
内
容
は
裁
判
上
の
和
解
と
同
一

の
効
力
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒

成
立
し
な
い
場
合
は
労
働
審
判
を
行
い

ま
す
︒
当
事
者
は
労
働
審
判
の
告
知
を

受
け
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
裁
判
所

に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き
︑
異
議
の

申
し
立
て
が
な
け
れ
ば
審
判
は
や
は
り

裁
判
上
の
和
解
と
同
一
の
効
果
を
有
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
異
議
の
申
し
立

て
が
あ
れ
ば
︑
審
判
は
そ
の
効
力
を
失

い
︑
訴
訟
手
続
に
移
行
し
ま
す
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
紛
争
の
実
情
に
即
し
た

迅
速
な
解
決
を
図
る
た
め
︑﹁
裁
判
外

紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
）﹂
に
基
づ
く
弁

護
士
︑
社
会
保
険
労
務
士
等
が
紛
争

解
決
に
当
た
る
制
度
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
︒
こ
れ
ら
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
は
︑

相
手
方
が
そ
れ
に
応
じ
る
意
思
が
あ
る

か
否
か
を
確
認
の
上
で
行
わ
れ
︑
強
制

力
を
伴
い
ま
せ
ん
の
で
︑
応
諾
は
自
由

で
す
︒

　

以
上
が
主
な
紛
争
解
決
制
度
で
す
が
︑

い
ず
れ
の
場
合
も
労
使
に
よ
る
十
分
な

話
し
合
い
と
理
解
が
必
要
な
こ
と
に
変

わ
り
は
な
く
︑
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え

て
︑
慎
重
に
応
諾
の
判
断
を
す
べ
き
で

し
ょ
う
︒

Ａ�

大
半
は
応
諾
自
由
だ
が
、

労
働
審
判
は
拒
否
に
過
料

　

政
府
は
10
月
６
日
︑
第
３

回
﹁
我
が
国
の
物
流
の
革
新

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
﹂

を
開
催
し
︑﹁
物
流
革
新
緊

急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
を
取
り
ま

と
め
た
︒
政
府
で
は
︑
今
年

６
月
に
﹁
物
流
革
新
に
向
け

た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
を
策

定
し
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

解
決
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
き
た
︒
そ
う
し
た

中
︑
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大

臣
は
９
月
28
日
︑
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
浅
井
隆
副
会

長
が
社
長
を
務
め
る
㈱
浅
井

を
訪
れ
︑
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
取
り
組
み
や
課

題
に
つ
い
て
話
を
聞
く
車
座

対
話
を
実
施
（
10
月
１
日
号

に
て
既
報
）︒
聴
取
し
た
内

容
も
踏
ま
え
た
上
で
︑
緊
急

的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
を

具
体
化
す
る
よ
う
政
府
に
指

示
し
て
い
た
︒

　

緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
︑

２
０
２
４
年
が
迫
る
中
︑
賃

上
げ
や
人
材
確
保
な
ど
︑
早

期
に
具
体
的
な
成
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
可
及
的
速
や
か
に

各
種
施
策
に
着
手
す
る
と
と

も
に
︑
２
０
３
０
年
度
の
輸

送
力
不
足
の
解
消
に
向
け
︑

可
能
な
施
策
の
前
倒
し
を
図

る
べ
く
︑
緊
急
的
に
取
り
組

む
内
容
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
︒

　

緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
内
容

は
︑
別
掲
の
通
り
︒
①
物
流

の
効
率
化
︑
②
荷
主
・
消
費

者
の
行
動
変
容
︑
③
商
慣
行

の
見
直
し
︱
︱
の
３
本
柱
で

構
成
さ
れ
て
お
り
︑
①
で
は

﹁
即
効
性
の
あ
る
設
備
投
資

・
物
流
Ｄ
Ｘ
の
推
進
﹂や﹁
モ

ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
推
進
﹂︑﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
の
労
働
負
担

の
軽
減
︑
担
い
手
の
多
様
化

の
推
進
﹂
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
︒
ま
た
︑
③
で
は
﹁
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
荷
主
・

元
請
事
業
者
の
監
視
体
制
の

強
化
﹂
を
盛
り
込
む
と
と
も

に
︑﹁
集
中
監
視
月
間
﹂（
11

~
12
月
）
を
創
設
し
︑
荷
主

に
よ
る
違
反
原
因
行
為
の
調

査
を
踏
ま
え
た
﹁
要
請
﹂
等

を
集
中
実
施
し
て
い
く
︒
ま

た
︑﹁
現
下
の
物
価
動
向
の

反
映
や
荷
待
ち
・
荷
役
の
対

価
等
の
加
算
に
よ
る
﹃
標
準

的
な
運
賃
﹄
の
引
き
上
げ
﹂

（
年
内
に
対
応
予
定
）
や
︑

﹁
適
正
な
運
賃
の
収
受
︑
賃

上
げ
等
に
向
け
︑
次
期
通
常

国
会
で
の
法
制
化
の
推
進
﹂

も
盛
り
込
ん
だ
︒

　

関
係
閣
僚
会
議
で
︑
岸
田

総
理
は
関
係
大
臣
に
対
し
て
︑

﹁
11
月
か
ら
の
集
中
監
視
月

間
で
集
中
的
な
取
り
組
み
を

行
う
と
と
も
に
︑﹃
物
流
２
０

２
４
年
問
題
﹄
と
い
う
変
化

を
力
に
変
え
︑
我
が
国
の
物

送
事
業
者
に
対
す
る
行
政
処

分
等
の
基
準
に
つ
い
て
﹂
と

﹁
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
者

に
対
し
行
政
処
分
等
を
行
う

べ
き
違
反
行
為
及
び
日
車
数

等
に
つ
い
て
﹂
を
一
部
改
正

し
︑
10
月
１
日
か
ら
施
行
し

た
︒

　

主
な
改
正
内
容
は
以
下
の

通
り
︒

①
特
定
自
動
運
行
保
安
員
に

対
す
る
処
分
の
追
加

　

必
要
な
員
数
の
特
定
自
動

運
行
保
安
員
の
確
保
違
反

や
︑
特
定
自
動
運
行
保
安
員

の
乗
務
等
義
務
違
反
︑
特
定

自
動
運
行
貨
物
運
送
の
た
め

の
体
制
の
整
備
違
反
︑
特
定

自
動
運
行
保
安
員
に
対
す
る

指
導
監
督
義
務
違
反
︑
特
定

自
動
運
行
保
安
員
に
対
す
る

指
導
及
び
監
督
に
係
る
記
録

の
作
成
・
保
存
に
関
す
る
違

反
に
対
し
︑
処
分
を
追
加

②
ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
の
折

損
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
脱

落
ま
た
は
そ
れ
ら
に
類
す
る

事
象
に
起
因
す
る
車
輪
脱
落

事
故
が
発
生
し
た
場
合
（
大

型
車
で
︑
か
つ
適
切
な
管
理

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
に

限
る
）
に
つ
い
て
︑
処
分
を

追
加

　

な
お
︑
②
に
関
す
る
詳
細

は
︑
11
面
を
参
照
の
こ
と
︒

 

整
備
管
理
規
程
（
例
）
を

一
部
見
直
し

大
型
車
に
よ
る
車
輪
脱
落

事
故
多
発
を
受
け
て

　

国
土
交
通
省
は
︑通
達﹁
道

路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴

う
整
備
管
理
者
制
度
の
運
用

に
つ
い
て
﹂（
平
成
15
年
自
動

車
交
通
局
長
通
達
︹
国
自
整

第
２
１
６
号
︺）
を
一
部
改
正

し
た
こ
と
に
伴
い
︑
整
備
管

理
規
程
（
例
）
を
見
直
し
︑

公
表
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
近
年
大
型

車
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が

多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
︑

整
備
管
理
者
の
業
務
・
役
割

の
明
確
化
な
ど
の
改
正
を
実

施
（
詳
細
11
面
）︒
そ
れ
に

合
わ
せ
︑
整
備
管
理
規
程

（
例
）
で
は
整
備
管
理
者
の

職
務
に
つ
い
て
明
記
し
た
ほ

か
︑
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事

故
防
止
措
置
に
関
す
る
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
た
︒

　

整
備
管
理
規
程（
例
）は
︑

国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ﹁
自

動
車
総
合
安

全
情
報
﹂（
二

流
の
革
新
に
向
け
て
︑
政
府

一
丸
と
な
っ
て
︑
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
﹂

と
︑﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
解
決
へ
の
強
い
意
志
を

示
し
た
︒

﹁
大
型
車
に
よ
る
車
輪

脱
落
事
故
﹂
等
に
関
し

て
処
分
を
追
加

特
定
自
動
運
行
保
安
員
に

対
す
る
処
分
も

　

国
土
交
通
省
は
９
月
29

日
︑
通
達
﹁
貨
物
自
動
車
運

11
～
12
月
を
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン　

　
　
　
　
「
集
中
監
視
月
間
」
に

「
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
取
り
ま
と
め

11
月
は
﹁
下
請
取
引

適
正
化
推
進
月
間
﹂

オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

な
ど
を
開
催

　

中
小
企
業
庁
と
公
正
取
引

委
員
会
で
は
︑
毎
年
11
月
を

﹁
下
請
取
引
適
正
化
推
進
月

間
﹂（
写
真
）
と
定
め
︑
下

請
代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法

（
下
請
法
）
の
普
及
・
啓
発

事
業
を
集
中
的
に
行
っ
て
い

る
︒

　

中
企
庁
と
公
取
委
で
は
︑

下
請
法
の
迅
速
か
つ
的
確
な

運
用
と
違
反
行
為
の
未
然
防

止
︑
下
請
中
小
企
業
振
興
法

（
下
請
振
興
法
）
に
基
づ
く

振
興
基
準
の
遵
守
を
指
導
す

る
こ
と
等
を
通
じ
︑
下
請
取

引
適
正
化
の

推
進
を
図
っ

て
い
る
︒

　

同
月
間
で

は
︑﹁
下
請
取
引
適
正
化
推

進
講
習
会
﹂︑﹁
適
正
取
引
講

習
会
﹂
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
さ

れ
る
ほ
か
︑
下
請
法
に
関
す

る
考
え
方
等
を
分
か
り
や
す

く
示
し
た
動

画
の
配
信
な

ど
も
行
っ
て

い
る
（
二
次

元
コ
ー
ド
②
）︒

　

ま
た
︑
公
取
委
で
は
︑
取

引
先
か
ら
不
当
な
し
わ
寄
せ

を
受
け
や
す
い
中
小
事
業
者

等
か
ら
下
請
法
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
る
﹁
不
当
な

し
わ
寄
せ
に
関
す
る
下
請
相

談
窓
口
﹂（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
０
６
０
・
１
１

０
）
を
設
置
す
る
︒
受
付
時

間
は
10
時
~
17
時
（
土
日
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）︒

 

高
速
道
路
Ｓ
Ａ
に
﹁
短
時

間
限
定
駐
車
マ
ス
﹂
を
整

備より
確
実
な
「
休
憩
」
機
会

を
確
保
す
る
実
証
実
験

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
︑
中

日
本
高
速
道
路
㈱
︑
西
日
本

高
速
道
路
㈱
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

３
社
は
９
月
27
日
︑
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）
に
整
備
し
た
大
型
車
駐

車
マ
ス
の
一
部
を
﹁
短
時
間

限
定
駐
車
マ
ス
﹂
と
し
て
運

用
す
る
実
証
実
験
を
︑
今
秋

か
ら
順
次
開
始
す
る
と
発
表

し
た
︒

　

同
実
証
実
験
は
︑
長

時
間
駐
車
車
両
の
存
在

に
よ
り
︑
駐
車
が
で
き

ず
に
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
を
出

て
い
く
大
型
車
が
多
い

休
憩
施
設
に
︑
60
分
以

内
で
駐
車
が
可
能
な
短

時
間
限
定
駐
車
マ
ス
を

整
備
す
る
こ
と
で
︑
よ

り
多
く
の
車
両
が
確
実

に
駐
車
で
き
る
機
会
を

確
保
す
る
も
の
で
︑
休

憩
機
会
の
変
化
や
︑
周

辺
休
憩
施
設
を
含
め
た

混
雑
状
況
︑
効
果
的
な
整
備

位
置
な
ど
を
検
証
す
る
︒

　

同
実
証
実
験
予
定
箇
所

は
︑
全
国
11
の
休
憩
施
設

（
表
）︒
短
時
間
駐
車
マ
ス
の

位
置
は
︑
休
憩
施
設
内
に
看

板
を
設
置
し
て
案
内
す
る
ほ

か
︑
駐
車
マ
ス
に
は
路
面
表

示
を
施
す
︒

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
３
社
で
は
︑

短
時
間
限
定
駐
車
マ
ス
を
利

用
す
る
車
両
に
対
し
て
は
︑

休
憩
施
設
内
の
案
内
看
板
・

路
面
標
示
に
従
っ
て
駐
車
し
︑

駐
車
後
60
分
以
内
に
出
発
す

る
こ
と
の
ほ
か
︑
60
分
を
超

え
て
駐
車
す
る
車
両
に
対
し

て
は
短
時
間
限
定
駐
車
マ
ス

以
外
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
︒

大
手
宅
配
事
業
者
２
社

か
ら
意
見
を
聴
取

「
送
料
無
料
」
表
示

見
直
し
に
向
け
て

　

消
費
者
庁
は
10
月
６
日
︑

第
８
回
﹁﹃
送
料
無
料
﹄
表

示
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見

交
換
会
﹂
を
開
催
し
た
︒

　

同
意
見
交
換
会
は
︑
消
費

者
庁
に
お
い
て
︑﹁
送
料
無

料
﹂
表
示
に
関
す
る
実
態
や

見
直
し
に
よ
る
影
響
等
を
把

握
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い

る
も
の
︒
今
回
は
︑
大
手
宅

配
事
業
者
か
ら
の
意
見
聴
取

を
行
っ
た
︒

　

意
見
交
換
会
で
は
︑
ま
ず

ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
の
中
西
優
執

行
役
員
Ｅ
Ｃ
ア
カ
ウ
ン
ト
営

業
部
長
が
説
明
︒﹁
ｅ
コ
マ

ー
ス
の
荷
物
輸
送
の
効
率
化

に
向
け
て
︑
ま
た
購
入
者
の

購
入
体
験
を
よ
り
良
く
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
︑
物
流
事

業
者
・
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業
者

・
消
費
者
が
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
︒
当
社
と

し
て
も
︑
ｅ
コ
マ
ー
ス
事
業

者
や
消
費
者
と
協
力
し
な
が

ら
︑
さ
ら
な
る
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒
続
い
て
︑
佐
川

急
便
㈱
の
西
井
茂
輸
送
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
部
長
と
川
村
博
之

経
営
企
画
部
担
当
部
長
が
︑

同
社
の
事
業
概
要
や
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
先
と
の
取
り
組
み
︑

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
解
決

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
︒

　

消
費
者
庁
は
︑
こ
れ
ま
で

に
聴
取
し
た
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
︑﹁
送
料
無
料
﹂
表

示
の
見
直
し
に
向
け
た
対
応

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
︒

表　短時間限定駐車マスの実証実験予定箇所（上下別 11か所）
高速道路名 休憩施設名 上下別 マス数

東北自動車道

蓮田SA 上り 15マス
上河内SA 上り 5マス
安達太良SA 下り 5マス
国見SA 下り 5マス

東名高速道路 足柄SA 上り 39マス

山陽自動車道

福山SA 下り 5マス
吉備SA 上り 5マス

龍野西SA
上り 10マス
下り 12マス

中国自動車道 美東SA 下り 5マス
九州自動車道 古賀SA 下り 5マス

（SA=サービスエリア）

次
元
コ
ー
ド
）
で
公
開
さ
れ

て
い
る
︒

 

自
動
化
機
器
・
シ
ス
テ
ム
等

へ
の
補
助
を
実
施

申
請
受
付
期
間
は

10
月
31
日
ま
で

　

国
土
交
通
省
は
10
月
３

日
︑
令
和
５
年
度
﹁
新
技
術

を
用
い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
輸
送
効
率
化
推
進

事
業
﹂
の
下
期
公
募
を
開
始

し
た
︒

　

同
補
助
事
業
は
︑
発
荷
主

・
輸
送
事
業
者
・
着
荷
主
等

が
連
携
計
画
を
策
定
し
︑
Ａ

Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
新
技
術
の

導
入
に
よ
り
︑
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化
を
図

る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も

の
（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
連

携
事
業
）︒
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
物
流
効
率
化
・
省

エ
ネ
化
を
達
成
す
る
た
め
の

実
証
事
業
を
対
象
に
︑
自
動

化
機
器
・
シ
ス
テ
ム
等
の
導

入
を
支
援
す
る
︒

　

申
請
受
付
期
間
は
︑
10
月

31
日
㈫
ま
で
︒
詳
細
は
︑
同

補
助
事
業
執
行
団
体
の
㈱
Ｎ

Ｘ
総
合
研
究

所
が
開
設
し

た
公
募
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
の
こ
と
︒

物流革新緊急パッケージ

公 取 委

11
月
は
﹁
過
労
死
等
防

止
啓
発
月
間
﹂

過
重
労
働
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
実
施

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
11
月

を
﹁
過
労
死
等
防
止
啓
発
月

間
﹂
と
定
め
︑
過
労
死
等
を

な
く
す
た
め
の
啓
発
活
動
を

展
開
す
る
︒
同
月
間
は
︑﹁
過

労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
﹂

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
も
の

で
︑
過
労
死
等
を
防
止
す
る

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
国

民
の
自
覚
を
促
し
︑
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
に
実
施

さ
れ
て
い
る
︒

　

月
間
中
は
︑
各
都
道
府
県

に
お
い
て
﹁
過
労
死
等
防
止

対
策
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

を
行
う
ほ
か
︑﹁
過
重
労
働

解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
と
し

て
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
や

賃
金
不
払
残
業
な
ど
の
解
消

に
向
け
た
重
点
的
な
監
督
指

導
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
︑
一

般
か
ら
の
労
働
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
受
け
付
け
る

﹁
過
重
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
﹂
な
ど
を
行
う
︒

　

詳
細
は
︑
厚
労
省
の
﹁
過

重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

特
設
ペ
ー
ジ
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
を
参
照

の
こ
と
︒

第８回「『送料無料』表示の見直しに関する意見
交換会」（10月６日、消費者庁）
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本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

向
け
て
︑
問
題
提
起
と
い
う

役
割
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

テ
ー
マ
で
あ
る
﹁
２
０
２
４
年

問
題
へ
の
挑
戦
﹂を
中
心
に
︑

私
な
り
に
こ
の
業
界
の
問
題
︑

重
要
な
点
と
思
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

　　

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

９
６
０
時
間
が
２
０
２
４
（
令

和
６
）
年
の
４
月
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
︒
既
に
他
産
業
︑

他
の
職
種
で
は
７
２
０
時
間

の
規
制
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
︒
こ
れ
が
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
関
し
て
は
︑
５
年

間
の
猶
予
が
与
え
ら
れ
て
い

た
状
況
で
す
︒
こ
れ
は
業
界

と
し
て
も
︑
し
っ
か
り
と
ご

認
識
を
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
は
︑
来
年
４
月
以
降

の
９
６
０
時
間
規
制
を
守
る

と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
︑
実
は
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂
は
大
き
な

問
題
の
ひ
と
つ
︑
あ
る
い
は

通
過
点
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

さ
ら
に
根
底
に
あ
る
問
題
は
︑

こ
れ
は
皆
様
に
言
う
ま
で
も

な
く
﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
﹂
で
す
︒
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
を
い
か
に
こ
れ

か
ら
確
保
し
て
い
く
か
︑
最

終
的
に
す
べ
て
の
問
題
は
そ

こ
に
起
因
す
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
︒

　

現
在
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
は
賃
金
が
全
産
業
よ
り
約

１
割
安
い
一
方
で
︑
労
働
時

間
は
２
割
長
い
と
い
う
労
働

環
境
に
あ
り
ま
す
︒
我
が
国

の
人
口
が
減
少
基
調
に
あ
る

中
で
︑
人
材
は
取
り
合
い
に

な
っ
て
い
ま
す
︒
そ
の
取
り

合
い
に
な
っ
て
い
る
中
で
︑
こ

の
業
界
に
人
が
入
っ
て
き
て

く
れ
な
い
︒
そ
れ
を
こ
れ
か

ら
先
︑
ど
う
や
っ
て
克
服
し

て
い
く
の
か
︑
そ
こ
を
大
き

な
問
題
点
と
し
て
︑
今
日
は

問
題
提
起
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

最
低
限
必
要
な
こ
と
は
︑

や
は
り
労
働
条
件
を
他
産
業

並
み
の
賃
金
︑
他
産
業
並
み

の
労
働
時
間
に
い
か
に
１
日

も
早
く
近
づ
け
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
で
す
︒
そ
こ
が

今
後
の
こ
と
を
考
え
て
い
く

た
め
の
問
題
点
で
あ
り
︑
そ

の
た
め
の
大
き
な
き
っ
か
け
が

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
だ
と

い
う
ふ
う
に
捉
え
て
み
て
は

い
か
が
か
と
思
い
ま
す
︒
行

政
を
は
じ
め
と
し
て
︑
こ
の

業
界
に
は
今
追
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
︒
そ
れ
を
う
ま
く

使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

併
せ
て
︑
改
善
基
準
告
示

も
︑
来
年
４
月
に
改
正
に
な

り
ま
す
︒
こ
ち
ら
も
も
ち
ろ

ん
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
︑
こ
れ
を

守
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
︑

そ
の
結
果
と
し
て
︑
全
体
の

労
働
時
間
を
い
か
に
短
く
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
︒
改

善
基
準
が
来
年
春
に
施
行
さ

れ
て
︑
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
が
９
６
０
時
間
に
な
る

こ
と
に
併
せ
て
︑
年
間
の
総

拘
束
時
間
は
︑
原
則
３
３
０

０
時
間
に
変
わ
り
ま
す
︒
こ

の
３
３
０
０
時
間
を
︑
２
０
１

９
年
度
の
時
点
で
守
れ
て
い

な
か
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ど

れ
く
ら
い
い
る
か
と
い
う
と
︑

全
体
の
約
27
％
で
し
た
︒
３

３
０
０
時
間
を
超
え
て
い
る

ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
そ
の
超
え

て
し
ま
っ
た
分
が
違
法
だ
と

す
る
な
ら
ば
︑
も
う
仕
事
を

断
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に

な
り
︑
来
年
の
４
月
以
降
︑

お
そ
ら
く
仕
事
を
断
っ
て
い

く
と
い
う
選
択
肢
が
増
え
て

く
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
︒

そ
う
し
ま
す
と
︑
こ
れ
が
す

な
わ
ち
﹁
運
べ
な
い
﹂
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
し
ま
い
︑

そ
の
場
合
︑
営
業
用
ト
ラ
ッ

ク
の
輸
送
能
力
と
し
て
︑
ど

れ
だ
け
不
足
す
る
の
で
し
ょ

う
か
︒

　

そ
こ
で
︑
昨
年
の
９
月
か

ら
今
年
の
６
月
ま
で
︑
経
済

産
業
省
・
国
土
交
通
省
・
農

林
水
産
省
が
一
緒
に
な
っ
て

開
催
し
て
い
た
﹁
持
続
可
能

な
物
流
の
実
現
に
向
け
た
検

討
会
﹂
に
私
は
委
員
の
ひ
と

り
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
そ
の
中
で
︑

こ
の
約
27
％
の
︑
３
３
０
０

時
間
を
超
え
て
し
ま
う
ド
ラ

イ
バ
ー
が
仕
事
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
で
︑
ど
れ
だ
け
輸

送
能
力
が
減
る
か
と
い
う
試

算
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
︒
そ
の
結
果
と
し
て
︑
２

０
２
４
年
︑
今
の
ま
ま
何
も

し
な
か
っ
た
場
合
︑
約
14
％

輸
送
能
力
が
不
足
す
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
（
図
１
）︒
さ

ら
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
不
足

に
つ
い
て
も
︑
何
も
改
善
し

て
い
か
な
か
っ
た
場
合
︑
こ

れ
か
ら
先
︑
さ
ら
に
状
況
は

厳
し
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ

れ
ま
す
︒
そ
れ
ら
を
加
え
る

と
︑
２
０
３
０
年
に
は
輸
送

能
力
が
約
34
％
不
足
す
る
と

い
う
試
算
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
︒
こ
の
輸
送
力
不

足
に
つ
い
て
︑
皆
様
と
一
緒

に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

た
だ
︑
実
際
に
﹁
輸
送
で

き
な
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
る
と
何
が
問
題
で

し
ょ
う
か
︒
運
送
事
業
者
の

立
場
か
ら
す
る
と
︑
条
件
も

合
わ
ず
断
る
と
い
う
こ
と
は
︑

仕
事
が
で
き
な
い
︑
そ
し
て

収
入
が
減
る
と
い
う
よ
う

な
︑
営
業
機
会
の
損
失
と
い

う
問
題
に
繋
が
っ
て
き
ま
す
︒

そ
の
結
果
と
し
て
︑
輸
送
を

断
ら
れ
た
荷
主
か
ら
す
る

と
︑
企
業
活
動
や
営
業
活
動

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
︒
マ
ス
コ
ミ
を
含

め
て
社
会
で
だ
い
ぶ
報
道
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
︑

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

の
認
知
度
は
高
ま
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑
荷
主
も
含

め
て
中
小
事
業
者
の
現
場
で

十
分
理
解
さ
れ
︑
対
応
が
な

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
︑

決
し
て
そ
う
で
は
な
い
わ
け

で
す
︒
そ
う
し
た
こ
と
を
考

え
る
と
︑
こ
れ
か
ら
先
︑﹁
輸

送
で
き
な
い
﹂
と
い
う
事
実

が
起
こ
っ
た
際
に
︑
非
常
に

大
き
な
事
態
を
引
き
起
こ
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う

こ
と
が
︑
大
き
な
問
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）︒

　
﹁
物
流
危
機
﹂︑﹁
物
流
ク

ラ
イ
シ
ス
﹂
と
い
う
言
葉
も

言
わ
れ
て
久
し
い
で
す
が
︑

今
の
と
こ
ろ
皆
様
運
送
事
業

者
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
︑﹁
運

べ
な
い
﹂︑﹁
実
際
に
輸
送
を

断
る
﹂
と
い
っ
た
こ
と
は
決

し
て
多
く
起
こ
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
も
っ
と

言
う
と
︑
我
が
国
の
近
代
史

の
中
で
︑﹁
モ
ノ
を
運
べ
な
か

っ
た
﹂
と
い
う
事
実
は
一
切

あ
り
ま
せ
ん
︒し
た
が
っ
て
︑

﹁
物
流
危
機
で
す
︑
物
流
ク

ラ
イ
シ
ス
で
す
﹂
と
言
わ
れ

た
と
こ
ろ
で
︑
産
業
界
側
や

社
会
は
﹁
ど
う
せ
運
べ
る
で

況
が
発
生
し
て
い
ま
す
︒
こ

れ
は
ど
う
す
れ
ば
改
善
で
き

る
か
と
い
う
と
︑
発
荷
主
と

着
荷
主
に
条
件
を
変
え
て
も

ら
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
︒
こ

れ
は
パ
レ
ッ
ト
化
も
然
り
で

す
︒﹁
発
荷
主
と
着
荷
主
は

お
互
い
パ
レ
ッ
ト
を
使
い
ま

す
﹂︑
あ
る
い
は
﹁
同
じ
大

き
さ
の
パ
レ
ッ
ト
を
使
い
ま

す
﹂
と
い
う
こ
と
を
決
め
て

も
ら
わ
な
い
限
り
︑
サ
イ
ズ

が
違
う
パ
レ
ッ
ト
間
で
積
み

替
え
作
業
が
相
変
わ
ら
ず
発

生
し
て
し
ま
う
の
で
す
︒
す

な
わ
ち
︑﹁
荷
主
の
協
力
が

な
い
と
︑
物
流
の
現
場
は
改

善
で
き
な
い
﹂と
い
う
こ
と
が
︑

﹁
持
続
可
能
な
物
流
の
実
現

に
向
け
た
検
討
会
﹂
で
示
さ

れ
ま
し
た
︒
我
が
国
で
こ
う

い
っ
た
指
摘
が
き
ち
ん
と
な

さ
れ
た
の
は
初
め
て
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
︒
し
た
が
っ

て
︑
こ
れ
ら
の
改
善
に
向
け

て
荷
主
に
協
力
を
促
す
︑
新

た
な
法
律
を
含
め
た
施
策
が

こ
れ
か
ら
検
討
さ
れ
る
と
い

う
段
階
に
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
︑
運
送
事
業
者
の
皆

様
に
対
す
る
﹁
フ
ォ
ロ
ー
の

﹃
風
﹄﹂
が
吹
い
て
い
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
︒

　

皆
様
は
な
か
な
か
荷
主
な

ど
に
対
し
︑
今
ま
で
意
見
を

申
し
づ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま

す
︒
あ
え
て
申
し
上
げ
る
と
︑

平
成
２
年
の
規
制
緩
和
以

降
︑
運
送
事
業
者
の
数
は
増

え
た
け
れ
ど
も
︑
物
流
量
は

増
え
ま
せ
ん
で
し
た
︒
そ
の

中
で
競
争
が
激
化
し
︑
お
客

様
に
モ
ノ
が
売
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
︑
百
歩
譲
っ

て
仕
方
が
な
い
時
期
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
た
だ
こ

れ
か
ら
先
︑
今
ま
で
供
給
過

多
だ
っ
た
需
給
の
バ
ラ
ン
ス

が
︑
間
違
い
な
く
供
給
不
足

に
な
り
ま
す
︒
そ
う
す
る
と
︑

優
位
性
は
皆
様
に
働
き
ま

す
︒
そ
し
て
︑
も
ち
ろ
ん
モ

ノ
が
運
べ
な
け
れ
ば
︑
社
会

と
し
て
問
題
に
な
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
が
︑
こ
れ
か
ら

﹁
物
流
を
変
え
て
い
く
﹂︑

﹁
皆
様
の
経
営
状
況
を
変
え

て
い
く
﹂︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
条
件
を
変
え
て
い
く
﹂︑

恰
好
の
機
会
な
の
で
は
な
い

か
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
︒

　

や
は
り
今
日
の
一
番
の
問

題
提
起
と
い
う
点
に
お
い
て

は
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
を
い
か
に

確
保
し
て
い
く
の
か
﹂︑
そ
こ

に
向
け
て
﹁
労
働
条
件
を
ど

う
改
善
し
て
い
く
の
か
﹂
で

す
︒
大
き
な
柱
は
２
つ
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
時
間
に
つ
い
て

は
︑
荷
待
ち
時
間
・
荷
役
時

間
を
合
わ
せ
る
と
︑
実
は
︑

統
計
上
で
約
３
時
間
で
す
︒

そ
れ
を
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
則
っ
て
進
め
︑﹁
荷
役
時

間
を
２
時
間
も
し
く
は
１
時

間
に
減
ら
し
ま
し
ょ
う
﹂
と

い
う
こ
と
が
︑
今
言
わ
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
︒
そ
れ
だ
け

で
も
私
は
労
働
時
間
の
短
縮

効
果
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
︒

た
だ
そ
れ
は
︑
荷
主
に
協
力

を
仰
が
な
い
と
で
き
な
い
も

の
で
す
︒
し
た
が
っ
て
皆
様

が
し
っ
か
り
と
︑﹁
こ
れ
だ
け

待
た
さ
れ
て
い
る
の
で
す
﹂

と
い
う
よ
う
な
デ
ー
タ
を
元

に
︑
ぜ
ひ
荷
主
に
積
極
的
な

提
案
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
︒

　

も
う
１
点
は
︑
賃
金
の
問

題
で
す
︒
今
回
の
﹁
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
よ
っ
て
労
働

時
間
が
短
く
な
っ
た
な
ら
ば
︑

﹁
賃
金
が
安
く
な
っ
て
も
仕

方
が
な
い
︑
そ
れ
は
当
た
り

前
だ
﹂
と
い
う
風
潮
が
あ
る

の
は
︑
こ
の
業
界
だ
け
で
は

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
︒
し
か

し
︑
そ
れ
で
は
今
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
賃
金
が
︑
他
産
業
に

比
べ
て
決
し
て
い
い
わ
け
で

は
な
い
と
こ
ろ
︑
そ
れ
が
さ

ら
に
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ

っ
て
︑
こ
の
業
界
に
魅
力
を

感
じ
て
い
た
だ
け
な
く
な
り
︑

こ
の
業
界
に
今
い
る
方
は
ド

ラ
イ
バ
ー
を
辞
め
て
し
ま
い

ま
す
︒
そ
の
よ
う
な
危
険
性

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
︑
労
働
時
間
を
短
く
し
て

も
︑
賃
金
を
安
く
し
な
い
︑

賃
金
が
安
く
な
ら
な
い
と
い

う
労
務
の
仕
組
み
を
し
っ
か

り
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
同
じ
仕
事
で
︑

今
ま
で
荷
待
ち
・
荷
役
時
間

が
合
わ
せ
て
２
時
間
の
現
場

が
あ
っ
た
と
し
ま
す
︒
こ
れ

を
皆
様
か
ら
の
提
案
と
と
も

に
︑
現
場
の
改
善
が
で
き
︑

荷
待
ち
時
間
も
荷
役
時
間
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
結

果
︑
２
時
間
か
ら
１
時
間
に

短
縮
さ
れ
た
と
な
っ
た
場
合
︑

こ
の
１
時
間
減
っ
た
分
で
同

じ
運
賃
料
金
を
い
た
だ
け
る

の
で
あ
れ
ば
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
こ
れ
ま
で
と
同
じ
賃
金

を
払
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
︒
こ
れ
が
ま
さ
に
︑
生

産
性
の
向
上
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
を
上
げ
︑

な
お
か
つ
︑
全
産
業
平
均
レ

ベ
ル
に
い
か
に
上
げ
て
い
く

か
︑
そ
の
た
め
に
も
う
ひ
と

つ
大
切
な
の
は
︑私
は
や
は
り

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
を
い
か

に
う
ま
く
活
用
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
︒

　

こ
れ
か
ら
先
︑
こ
の
﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂に
つ
い
て
も
︑

さ
ら
な
る
活
用
し
や
す
い
環

境
が
整
え
ら
れ
て
い
く
よ
う

に
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
︑

ぜ
ひ
皆
様
︑﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
を
い
か
に
う
ま
く
活
用

し
て
い
く
か
︑
ぜ
ひ
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
︑
今

日
お
集
り
の
１
２
５
０
人
の

方
々
は
︑
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
ト
ッ
プ
を
走
る
企

業
の
皆
様
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
皆
様
の
企
業
を
中
心
に
︑

と
に
か
く
運
送
業
界
が
他
の

産
業
の
労
働
条
件
に
追
い
付

き
︑
そ
し
て
追
い
越
せ
る
よ

う
︑
皆
様
が
い
い
意
味
で
協

力
し
な
が
ら
︑
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
︒
私

は
こ
れ
が
﹁
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
挑
戦
﹂
に
お
け
る
︑

一
番
の
課
題
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

し
ょ
う
﹂
と
楽
観
視
し
︑
あ

え
て
言
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
︑

運
送
事
業
者
側
も
﹁
ど
う
に

か
な
る
の
で
は
な
い
か
﹂
と

い
う
思
い
が
︑
私
は
ま
だ
ま

だ
強
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
︒
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
物
流
の
現
場
を
改
善
し

て
い
く
た
め
に
︑
ま
ず
皆
様

が
発
信
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
し
︑
そ
の
改
善
を

し
て
い
か
な
い
と
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
が
き
っ
と
今
ま
で
以
上

に
集
ま
ら
な
く
な
り
ま
す
︒

そ
し
て
皆
様
の
事
業
継
続
も

苦
し
く
な
っ
て
い
き
︑
そ
の

結
果
︑
我
が
国
経
済
は
成
り

立
た
な
く
な
る
と
い
う
こ
と

が
起
き
か
ね
ま
せ
ん
︒

　

先
ほ
ど
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
﹁
持
続
可
能
な
物
流

の
実
現
に
向
け
た
検
討
会
﹂︑

さ
ら
に
は
そ
れ
を
受
け
て
︑

今
年
６
月
２
日
に
政
府
か
ら

﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
が
出
さ
れ
︑

併
せ
て
﹁
物
流
の
適
正
化
・

生
産
性
向
上
に
向
け
た
荷
主

事
業
者
・
物
流
事
業
者
の
取

組
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
︒
端
的

に
申
し
上
げ
る
と
︑
運
送
事

業
者
の
み
な
ら
ず
︑
特
に
荷

主
企
業
が
︑
物
流
業
界
の
改

善
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
︑
取
り
組
ま
せ
る
べ

き
だ
と
い
う
動
き
が
か
な
り

顕
著
に
出
て
き
て
い
ま
す
︒

こ
れ
も
運
送
事
業
者
の
皆
様

を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
︒

　

図
３
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒
発
荷
主
と

着
荷
主
の
取
引
関
係
が
あ
っ

て
︑
運
送
事
業
者
の
皆
様
は

発
荷
主
か
ら
お
仕
事
を
い
た

だ
き
ま
す
︒
例
え
ば
荷
待
ち

時
間
に
つ
い
て
︑
朝
８
時
に

行
っ
て
︑
10
台
~
20
台
待
た

さ
れ
て
い
る
と
し
ま
す
︒
そ

れ
は
﹁
朝
８
時
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
﹂
と
い
う
オ
ー
ダ
ー

が
発
荷
主
か
ら
出
て
い
る
わ

け
で
す
︒
そ
の
発
荷
主
の
オ

ー
ダ
ー
は
︑
荷
主
も
含
め
て

中
小
事
業
者
の
着
荷
主
が
指

示
を
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
︒
運
送
事
業
者
は
︑
そ

れ
に
対
し
て
行
か
ざ
る
を
得

ず
︑
行
っ
た
と
こ
ろ
で
何
時

間
も
待
た
さ
れ
る
と
い
う
状

め
て
︑
休
憩
で
き
る
施
設
を

全
国
に
増
や
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
感
染
拡
大
し
た
際
に

は
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
︑昼
夜
を
問
わ
ず
︑

物
流
の
最
前
線
で
奮
闘
し
︑

国
民
の
皆
様
か
ら
︑
私
た
ち

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
︑
多
く
の
心
温
ま
る
お

言
葉
を
い
た
だ
き
︑
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
し
た
︒

　

私
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
仕
事
が
大
好
き
で
す
︒

こ
れ
か
ら
も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
で
仕
事
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
︑
本
日
ご
出
席
の
皆

様
方
の
大
き
な
︑
大
き
な
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
︒

　
﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
﹂
が
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
︒

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
の
削
減
や
︑
改
善

基
準
告
示
の
遵
守
な
ど
が
求

め
ら
れ
る
一
方
で
︑
荷
主
企

業
や
一
般
消
費
者
の
方
々
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
︒

　

私
た
ち
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が
苦
労
し
て
い

る
の
は
︑
荷
主
の
庭
先
で
２

~
３
時
間
に
及
ぶ
︑
当
た
り

前
の
長
時
間
に
わ
た
る
荷
待

ち
や
︑
パ
レ
ッ
ト
化
さ
れ
な

い
た
め
︑
手
作
業
で
行
う
荷

役
作
業
で
す
︒
こ
う
し
た﹁
無

駄
な
時
間
﹂
や
︑﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
の
仕
事
で
な
い
作
業
﹂

を
削
減
す
る
た
め
の
仕
組
み

を
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
切
な
る
思
い
で
す
︒

　

ま
た
︑
長
距
離
ド
ラ
イ
バ

ー
か
ら
は
︑﹁
安
心
し
て
ト
ラ

ッ
ク
を
停
め
る
場
所
が
な
い
﹂︑

﹁
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
施
設

が
足
り
な
い
﹂
と
の
声
を
多

く
聞
き
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

が
安
心
し
て
ト
ラ
ッ
ク
を
停

「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
が
大
好
き
」

こ
れ
か
ら
も
大
き
な
お
力
添
え
を

現
場
の
声

現
場
の
声

武
田
運
輸
㈱
　
ド
ラ
イ
バ
ー
　
宮
田
　
彩
　
氏

武
田
運
輸
㈱
　
ド
ラ
イ
バ
ー
　
宮
田
　
彩
　
氏

トラックドライバーの「現場の声」を訴える宮田氏

大島　弘明　氏

図３　物流における取引関係・モノの流れ

図２

図１

「アップデートで進化『2024 年問題への挑戦』」

「
２
０
２
４
年
問
題
」
は
通
過
点

「
２
０
２
４
年
問
題
」
は
通
過
点　
㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所

　

㈱
Ｎ
Ｘ
総
合
研
究
所  

常
務
取
締
役　

大
島　

弘
明

常
務
取
締
役　

大
島　

弘
明  

氏氏
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藤
井
聡
氏　
﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
は
︑

我
々
の
業
界
で
は
以

前
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
す
が
︑
先

ほ
ど
大
島
氏
の
お
話

に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
︑
モ
ノ
を
﹁
運

べ
な
く
な
る
﹂
と
い

う
こ
と
が
こ
の
先
起

こ
る
︑
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
考
え
て
く
だ
さ
い
︒

だ
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
る
わ

け
で
な
く
︑
持
続
的
な
議
論

を
続
け
て
い
か
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
︒全
体
の
２
~
３
割
が

﹁
運
べ
な
く
な
る
﹂
と
い
う

計
算
に
対
し
て
︑
一
体
ど
う

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
問

題
で
す
︒
こ
れ
は
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
︑モ
ノ
を
﹁
運
べ
な
い
﹂

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
︑
日

本
の
産
業
・
経
済
そ
の
も
の

が
大
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
︒
さ
ら
に
消
費
者

の
皆
様
か
ら
す
る
と
︑
運
ん

で
ほ
し
い
も
の
を
運
ん
で
も

ら
え
な
く
な
る
わ
け
で
す
か

ら
︑
こ
れ
も
消
費
者
の
立
場

か
ら
い
う
と
︑
大
打
撃
に
な

り
ま
す
︒

　

例
え
ば
︑
今
ま
で
10
個
を

１
０
０
０
円
で
運
ん
で
い
て
︑

荷
主
と
う
ま
く
商
売
が
で
き

て
い
た
会
社
が
あ
っ
た
と
し

て
︑
規
制
に
よ
っ
て
環
境
が

変
わ
り
︑
８
個
し
か
運
べ
な

く
な
っ
た
と
し
ま
す
︒
２
個

運
べ
な
い
状
況
を
こ
こ
で
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
︒

ま
ず
考
え
る
の
は
︑
何
と
か

規
制
の
範
囲
の
中
で
10
個
運

べ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
す
︒
そ
う

は
い
っ
て
も
︑
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
︒
ど
う
努
力
や

工
夫
を
し
て
も
︑
８
個
し
か

運
べ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

こ
こ
で
︑
普
通
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
れ
ば
ど
う
な
る
か
と
い

う
と
︑聡
い
荷
主
た
ち
が
﹁
う

ち
は
１
１
０
０
円
払
い
ま
す
﹂︑

﹁
で
は
︑
う
ち
は
１
２
０
０

円
払
い
ま
す
﹂
と
︑
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
な
る
わ
け
で

す
︒
そ
う
す
る
と
︑
運
送
事

業
者
が
１
０
０
０
円
し
か
払

え
な
い
荷
主
に
対
し
て
﹁
す

み
ま
せ
ん
︑
１
２
０
０
円
払
っ

て
10
個
運
ば
せ
て
く
れ
る
荷

主
が
い
る
の
で
︑
そ
ち
ら
で

そ
の
荷
物
を
運
ば
せ
て
も
ら

い
ま
す
﹂
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
︒
こ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
︒
運
ぶ

り
︑こ
の﹁
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
基
づ
い
て
︑
次
の
国
会
に

法
律
も
提
出
し
︑
ま
た
先
週

は
岸
田
総
理
が
浅
井
隆
副
会

長
の
会
社
（
㈱
浅
井
）
へ
視

察
に
伺
い
︑
車
座
と
い
う
形

で
対
話
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
︒こ
れ
を
踏
ま
え
て
︑

﹁
物
流
革
新
緊
急
パ
ッ
ケ
ー

ジ
﹂も
取
り
ま
と
め
る
な
ど
︑

国
と
し
て
も
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
︑
連
携
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
状
況
に
あ

る
と
い
う
点
に
つ
い
て
︑
私

の
ほ
う
か
ら
ま
ず
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

藤
井
氏　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒
官
邸
の
動
き
に
呼

応
す
る
形
で
国
交
省
が
具
体

的
に
︑
国
会
の
先
生
方
と
相

談
し
な
が
ら
固
め
て
き
た
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
が
あ
り

ま
す
が
︑
こ
れ
を
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
︑
し
か
も
︑
い

わ
ゆ
る
不
良
・
不
適
格
事
業

者
︑
不
適
切
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
事
業
者
が
い
れ
ば
︑

し
っ
か
り
と
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ

メ
ン
﹂
が
指
導
し
て
い
く
と

い
う
︑
い
わ
ゆ
る
﹁
刀
﹂
を

し
っ
か
り
作
り
ま
し
た
︒
た

だ
作
っ
て
も
︑
こ
れ
を
使
う

の
は
国
交
省
で
は
な
く
て
︑

業
界
の
皆
様
と
い
う
こ
と
で

す
︒﹁
し
っ
か
り
と
制
度
を
使

っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
今
︑
小

熊
課
長
か
ら
お
願
い
が
あ
っ

た
わ
け
で
す
︒

　

ま
た﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

に
つ
い
て
も
︑
悪
質
な
荷
主

や
事
業
者
が
い
た
と
き
に
︑

そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
︑

Ｇ
メ
ン
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
︒

ち
ゃ
ん
と
情
報
を
提
供
す
れ

ば
動
い
て
く
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
︑﹁
制
度
を
お

使
い
に
な
る
の
は
皆
様
方
で

す
よ
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
︒

国
交
省
は
や
は
り
︑
業
界
そ

の
も
の
を
動
か
し
て
い
る
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
よ
う
な
も

の
で
︑
仕
組
み
を
整
え
て
い

る
方
々
で
す
の
で
︑
制
度
を

ご
活
用
い
た
だ
く
の
は
皆
様

方
な
の
だ
と
︑
改
め
て
感
じ

ま
し
た
︒

　

そ
れ
で
は
︑
こ
の
﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
は
︑
物
流
の

問
題
だ
け
で
は
な
く
︑
社
会

全
体
に
波
及
し
て
い
る
問
題

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し

上
げ
ま
し
た
が
︑
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
も
含
め
て
︑
読
売

新
聞
の
佐
々
木
達
也
氏
か

佐
々
木
達
也
氏　

マ
ス
コ
ミ

代
表
と
い
う
こ
と
で
呼
ば
れ

た
わ
け
で
す
が
︑
当
事
者
で

も
︑専
門
家
で
も
な
い
の
で
︑

私
が
こ
こ
に
座
っ
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
︑
簡
単
な
自
己
紹

介
も
含
め
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
︒
現
在
は
論

説
委
員
会
で
副
委
員
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
が
︑
そ
の
前

は
主
に
経
済
部
と
い
う
セ
ク

シ
ョ
ン
で
︑
経
済
関
連
の
記

事
を
書
い
て
お
り
ま
し
た
︒

経
済
官
庁
や
日
本
銀
行
︑
民

間
企
業
等
を
取
材
し
て
記
事

を
書
く
の
で
す
が
︑
そ
の
中

で
物
流
業
界
を
所
管
す
る
国

交
省
の
担
当
を
比
較
的
長
い

期
間
務
め
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
そ
の
後
︑
経
済
部
デ
ス

ク
︑編
集
委
員
な
ど
を
経
て
︑

２
０
１
９
年
か
ら
論
説
委
員

に
籍
を
置
き
︑
現
在
は
社
説

を
担
当
し
て
い
ま
す
︒
経
済

担
当
の
副
委
員
長
と
い
う
こ

と
で
︑
ほ
か
の
論
説
委
員
が

書
い
た
原
稿
を
手
直
し
し
た

り
︑
あ
る
い
は
自
分
で
書
い

た
り
も
し
ま
す
︒
社
説
と
い

う
と
︑
ち
ょ
っ
と
小
難
し
く

て
あ
ま
り
読
ん
で
い
た
だ
け

な
い
か
と
は
思
い
ま
す
が
︑

新
聞
社
に
よ
っ
て
社
説
と
い

う
の
は
非
常
に
重
要
で
︑
地

方
紙
を
含
め
て
ど
の
新
聞
に

も
必
ず
社
説
が
あ
り
ま
す
︒

新
聞
は﹁
報
道
﹂
と
﹁
言
論
﹂

と
い
う
の
が
２
つ
の
大
き
な

胆
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し

て
︑
そ
の
う
ち
の
﹁
言
論
﹂︑

こ
の
部
分
を
社
説
が
担
っ
て

い
ま
す
︒﹁
言
論
の
自
由
﹂
と

い
う
の
は
民
主
主
義
の
根
幹

で
す
︒
社
説
は
単
な
る
記
事

で
は
な
く
て
︑
ニ
ュ
ー
ス
に

関
連
し
て
︑
国
や
自
治
体
︑

あ
る
い
は
政
治
家
や
企
業
経

営
者
︑
あ
る
い
は
国
民
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
︑
そ
れ
を
読

売
新
聞
社
と
い
う
会
社
の
意

見
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

　

そ
の
た
め
︑
毎
日
い
ろ
い

ろ
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
議

ら
︑
ぜ
ひ
ご
意
見
を
伺
い
た

い
と
思
い
ま
す
︒

を
し
︑
そ
の
意
見
を
反
映
し

て
社
説
を
作
成
し
ま
す
︒
し

た
が
っ
て
︑
通
常
の
記
事
と

異
な
り
︑
記
者
名
が
載
っ
て

い
ま
せ
ん
︒
つ
ま
り
個
人
の

意
見
で
は
な
く
て
︑
会
社
の

意
見
だ
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

こ
の
社
説
で
最
近
︑
非
常

に
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

と
し
て
物
流
を
取
り
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

最
近
で
は
今
年
４
月
６
日
付

で
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
︒﹁
効

率
的
で
持
続
可
能
な
物
流
網

の
構
築
が
重
要
だ
﹂
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
︑
具
体
策
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
お
り
ま
す

が
︑
皆
様
専
門
家
の
方
の
ほ

う
が
お
詳
し
い
と
思
い
ま
す

の
で
︑
こ
れ
か
ら
の
論
議
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
︑

今
後
の
社
説
に
活
か
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

６
月
に
は
︑﹁
燃
料
費
の

負
担
を
物
流
業
界
に
押
し
付

け
る
な
﹂
と
い
う
社
説
も
掲

載
し
ま
し
た
︒
ま
た
５
年
前

に
は
︑
当
時
ま
だ
世
の
中
で

は
話
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た

頃
に
国
交
省
の
﹁﹃
ホ
ワ
イ
ト

物
流
﹄
推
進
運
動
﹂
も
取
り

上
げ
て
い
ま
す
︒

　

要
す
る
に
︑
読
売
新
聞
は

物
流
業
界
の
味
方
で
あ
る
と

思
っ
て
い
た
だ
い
て
い
い
と
思

い
ま
す
︒
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
時
代
に
な
り
︑
情
報
が
瞬

時
に
世
界
を
駆
け
巡
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
が
︑
モ
ノ
の

輸
送
は
そ
う
は
い
き
ま
せ

ん
︒
ク
リ
ッ
ク
ひ
と
つ
で
買
い

物
が
で
き
る
︑
こ
れ
に
よ
っ
て

﹁
物
流
﹂︑
モ
ノ
を
運
ぶ
こ
と

の
重
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て

い
く
と
い
う
皮
肉
な
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒

我
々
の
経
済
に
と
っ
て
物
流

が
い
か
に
大
事
か
︑
こ
れ
は

十
分
認
識
し
て
お
り
ま
し

て
︑危
機
の
克
服
に
向
け
て
︑

業
界
を
後
押
し
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒

鈴
木
重
也
氏　

私
は
︑
実
は

物
流
の
担
当
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
︑﹁
働
き
方
改
革
﹂

を
担
当
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
︑
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
呼
び
い
た
だ
い
た
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
︑
全
国
の
物
流
事
業
者

の
皆
様
に
は
︑
日
頃
よ
り
経

済
活
動
と
国
民
生
活
の
要
で

あ
り
ま
す
物
流
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
て
い
た
だ
き
︑
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

さ
て
︑
国
交
省
に
お
か
れ

ま
し
て
は
︑﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
の
解
決
に
向
け
非
常
に

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

　

前
述
し
ま
し
た
が
私
は
︑

論
説
委
員
の
前
に
編
集
委
員

を
務
め
て
い
ま
し
た
︒
そ
の

編
集
委
員
時
代
は
お
よ
そ
５

年
前
な
の
で
す
が
︑
ヤ
マ
ト

運
輸
㈱
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方

に
密
着
取
材
を
し
て
︑
連
載

記
事
を
書
く
と
い
う
経
験
を

し
ま
し
た
︒

　

ヤ
マ
ト
運
輸
に
ご
協
力
を

仰
ぎ
︑横
浜
︑東
京
︑群
馬
︑

宮
崎
で
取
材
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
横
浜
で
密
着

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
︑
車
を

停
め
た
後
︑
荷
物
を
届
け
る

た
め
︑
ひ
た
す
ら
走
る
ん
で

す
︒
当
時
私
は
50
歳
を
超
え

て
い
ま
し
た
の
で
︑
全
く
つ
い

て
い
け
ず
︑
密
着
に
な
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
︒
と
に
か
く
少
し
で
も
早

く
︑
ひ
と
つ
で
も
多
く
︑
待

っ
て
い
る
人
に
荷
物
を
届
け

る
︑
こ
う
い
う
強
い
使
命
感

に
燃
え
て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
︒
東
京
で
取
材

し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
話
を
聞

き
ま
す
と
︑
東
日
本
大
震
災

の
後
︑
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ

ー
の
宅
配
が
急
増
し
ま
し

た
︒
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
り
︑
そ
れ

で
も
届
け
な
い
と
い
け
な
い

の
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
何
回

も
階
段
を
昇
っ
て
︑
重
い
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
箱
を

届
け
続
け
た
と
い
う
話
で
し

た
︒

　

群
馬
県
の
山
間
部
で
も
取

材
を
行
い
ま
し
た
が
︑
そ
の

地
域
を
担
当
し
て
い
る
ド
ラ

イ
バ
ー
は
︑
自
分
の
担
当
エ

リ
ア
内
の
住
人
の
名
前
を
す

べ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
で
覚
え
て

い
て
︑
在
宅
の
タ
イ
ミ
ン
グ

も
ほ
ぼ
分
か
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
︒
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
ス
ト
ー
ブ
が
点
け
ら
れ
な

く
て
困
っ
て
い
る
︑
目
の
不

自
由
な
高
齢
者
を
助
け
て
あ

げ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
は
地
元

の
人
の
生
活
に
深
く
か
か
わ

る
︑
本
当
に
地
域
に
欠
か
せ

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
︑
と

い
う
事
例
も
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
︒
そ
の
方
も
︑
強

い
や
り
が
い
を
お
持
ち
で
︑

息
子
も
ヤ
マ
ト
運
輸
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
っ
た
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
︒

　

宅
配
便
は
︑
普
段
我
々
の

目
に
つ
き
や
す
い
で
す
が
︑

そ
れ
で
も
裏
側
と
い
う
の
は
︑

知
ら
な
い
こ
と
の
オ
ン
パ
レ

ー
ド
で
し
た
︒
宅
配
便
だ
け

で
は
な
く
て
︑
企
業
間
物
流

や
︑
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
は
さ
ら
に

厳
し
い
仕
事
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
︒
今
思
え
ば
︑

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
に
も
密
着
取
材
を
し

て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
︑
後

悔
し
て
い
ま
す
︒

　

い
ず
れ
に
し
て
も
︑
そ
う

し
た
物
流
の
現
場
の
奮
闘
ぶ

り
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
︑﹁﹃
送
料
無
料
﹄
な
ん

て
と
ん
で
も
な
い
﹂
と
︑
一

般
の
人
も
気
づ
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
︒
日
本
の
物

流
危
機
の
根
本
に
あ
る
の
は
︑

﹁
サ
ー
ビ
ス
は
タ
ダ
﹂︑﹁
送

料
は
タ
ダ
﹂
と
い
う
意
識
が

国
民
の
間
に
根
強
く
染
み
き

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
︑
私
は
個
人
的
に

思
っ
て
い
ま
す
︒

　

消
費
者
庁
が
︑
ネ
ッ
ト
通

販
な
ど
で
の
﹁
送
料
無
料
﹂

の
表
示
を
是
正
す
る
と
い
う

の
が
少
し
前
に
ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
︑
こ
れ
を
ぜ

ひ
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
︒
モ
ノ
を
届
け

る
と
い
う
大
切
な
サ
ー
ビ
ス

に
は
き
ち
ん
と
対
価
を
払
う

と
い
う
︑
そ
の
大
切
さ
を
︑

い
ろ
い
ろ
な
形
で
皆
様
に
伝

え
て
い
く
こ
と
︑
そ
れ
が
我

々
の
大
き
な
役
割
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
︒

　

最
後
に
ひ
と
つ
だ
け
付
け

加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
︑

私
は
国
交
省
の
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
適
正
化
事
業
対
策
協

議
会
﹂
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
︑
そ
こ
で
お
話

を
伺
う
と
︑
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
や
危
険
運
転
︑
あ
お

り
運
転
な
ど
へ
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
︒
物
流
危
機
の
解
決

に
向
け
た
動
き
に
︑
そ
う
し

た
話
は
水
を
差
し
か
ね
ま
せ

ん
の
で
︑
飲
酒
運
転
︑
危
険

運
転
は
ぜ
ひ
な
く
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

藤
井
氏　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
︑

報
道
の
現
場
で
は
︑
言
論
の

中
で
︑
物
流
問
題
を
何
度
も

取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
ご
紹
介
︑
な
ら
び
に
︑

最
終
的
に
重
要
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
︑﹁
サ
ー
ビ
ス
は
タ
ダ
で

は
な
い
﹂
と
い
う
こ
と
︑﹁
無

償
サ
ー
ビ
ス
は
日
本
人
の
美

徳
だ
﹂
と
い
う
よ
う
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
が
︑
そ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
状
況
で

は
な
い
の
だ
と
︑
し
っ
か
り

と
そ
こ
を
マ
ネ
タ
イ
ズ
し
︑

﹁
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
﹂
と

い
う
社
会
的
な
風
潮
を
作
っ

て
い
く
︒
こ
れ
は
先
ほ
ど
小

熊
課
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

行
政
的
な
話
で
あ
り
ま
す

が
︑
今
の
佐
々
木
氏
の
お
話

は
︑
言
論
︑
世
の
風
潮
に
お

い
て
︑
一
般
の
人
々
の
意
識

の
中
に
認
識
を
し
っ
か
り
と

形
づ
く
っ
て
︑
実
体
的
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
︑
お
金
の
流
れ
に
繋
げ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
︒

　

そ
れ
で
は
こ
の
物
流
問
題

の
重
要
な
位
置
︑
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
経
済
団

体
︑
日
本
経
済
団
体
連
合
会

（
経
団
連
）
か
ら
も
︑
ぜ
ひ

﹁
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
い
た
だ

き
た
く
思
い
ま
す
︒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

容
量
が
削
ら
れ
た
分
は
︑
マ

ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
機

能
さ
せ
る
の
が
基
本
で
す
︒

で
す
か
ら
︑﹁
安
い
客
は
断

る
︑
高
い
客
を
取
る
﹂
の
が

正
解
な
の
で
す
︒
こ
れ
を
し

っ
か
り
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
の
が
︑
私
の
考

え
で
す
︒

　

さ
て
︑
今
日
の
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
︱
︱
こ
れ
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
だ
け
で
は
な

く
︑
日
本
経
済
全
体
を
巻
き

込
ん
だ
大
問
題
で
す
︒
こ
の

問
題
を
議
論
す
る
に
あ
た
っ

て
︑
今
日
は
行
政
=
国
土
交

通
省
︑
マ
ス
コ
ミ
=
読
売
新

聞
︑
経
済
団
体
=
日
本
経
済

団
体
連
合
会
︑
そ
れ
か
ら
消

費
者
団
体
︑
有
識
者
の
先
生

小
熊
弘
明
氏　

様
々
な
課
題

が
あ
る
中
で
︑
そ
こ
に
国
と

し
て
︑
全
体
的
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を

ご
説
明
し
ま
す
︒

　

ま
ず
︑﹁
我
が
国
の
物
流

の
革
新
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
議
﹂
に
つ
い
て
で
す
︒
ま

さ
に
物
流
の
問
題
︑
影
響
力

の
大
き
い
︑
元
々
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い

て
い
た
だ
い
て
お
り
︑
そ
れ

だ
け
で
も
非
常
に
影
響
が
大

き
い
わ
け
で
す
が
︑
経
済
に

対
す
る
影
響
も
大
き
い
中

で
︑
今
年
の
１
月
頃
か
ら
国

会
で
も
岸
田
文
雄
総
理
が
答

弁
に
立
ち
︑
そ
う
し
た
中
で

同
会
議
が
立
ち
上
が
っ
た
と

い
う
経
緯
で
す
︒
ま
た
︑
な

ぜ
こ
の
﹁
閣
僚
会
議
﹂
と
い

う
形
で
の
開
催
に
な
っ
た
か

と
い
う
と
︑
関
係
省
庁
が
多

い
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
︒

荷
主
は
経
済
産
業
省
︑
農
林

水
産
省
︑
そ
れ
か
ら
そ
こ
を

取
り
締
ま
っ
て
い
る
公
正
取

引
委
員
会
や
厚
生
労
働
省
︑

こ
う
い
っ
た
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
︑
今
年
３
月

方
︑
事
業
者
代
表
の
方
に
ご

登
場
い
た
だ
い
て
︑
総
合
的

・
包
括
的
に
こ
の
問
題
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
︒

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
︑

前
半
で﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
洗

い
出
し
た
上
で
︑
そ
れ
を
ど

う
や
っ
て
乗
り
越
え
て
い
く

の
か
に
つ
い
て
後
半
で
話
を

進
め
て
い
き
ま
す
︒

　

ま
ず
︑
国
交
省
の
小
熊
弘

明
課
長
か
ら
︑﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂
に
つ
い
て
︑
国
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
︑

考
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
︑
は
じ
め
に
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
︒

に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
︒
こ

の
関
係
閣
僚
会
議
で
︑
６
月

に
﹁
物
流
革
新
に
向
け
た
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂を
策
定
し
︑

荷
主
︑
事
業
者
︑
一
般
消
費

者
︑
こ
の
３
者
が
一
体
と
な
っ

て
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
︑
先
ほ
ど

大
島
氏
か
ら
も
お
話
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
︑
２
０
２
４

年
に
は
﹁
14
％
運
べ
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
﹂︑
さ
ら
に

２
０
３
０
年
度
に
は
﹁
34
％

運
べ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
﹂
と
い
う
試
算
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
︒こ
う
い
っ
た
中
で
︑

こ
の
﹁
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

で
は
︑
大
き
く
３
つ
の
柱
を

立
て
て
い
ま
す
︒

　

１
つ
目
は
﹁
商
慣
行
の
見

直
し
﹂
で
す
︒
こ
れ
は
ま
さ

に
荷
待
ち
や
多
重
下
請
構

造
︑
そ
れ
か
ら
運
賃
の
問
題

と
い
っ
た
商
慣
行
を
し
っ
か

り
見
直
し
て
い
く
と
い
う
の

が
大
き
な
柱
で
す
︒一
方
で
︑

効
率
化
す
る
こ
と
で
何
と
か

こ
の
問
題
を
克
服
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
︑
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
︑
道
路
の
問
題
と
い

っ
た
課
題
が
い
ろ
い
ろ
ご
ざ

い
ま
す
︒
こ
う
し
た
﹁
物
流

の
効
率
化
﹂
と
い
う
も
の
が

２
つ
目
の
柱
で
す
︒
そ
れ
か

ら
３
つ
目
︑﹁
荷
主
・
消
費

者
の
行
動
変
容
﹂は
や
は
り
︑

荷
主
の
方
々
︑
消
費
者
の
方

々
に
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
︑

行
動
を
変
え
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
で
す
︒
荷
主
・
物

流
企
業
の
担
当
者
と
協
力
し

て
取
り
組
む
と
い
う
形
で
動

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

し
て
︑
次
の
通
常
国
会
で
︑

法
律
案
も
提
出
す
る
と
い
う

動
き
も
進
ん
で
い
ま
す
︒

　

一
方
︑
こ
の
﹁
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂
の
ベ
ー
ス
と
な
る

の
が
︑
改
正
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
法
の
﹁
荷
主
対
策
の

深
度
化
﹂
と
﹁
標
準
的
な
運

賃
﹂
で
す
︒
こ
の
２
つ
は
来

年
３
月
ま
で
の
時
限
措
置
だ

っ
た
も
の
が
︑﹁
当
分
の
間
﹂

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
れ

を
し
っ
か
り
と
運
用
し
て
い

く
た
め
に
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
﹂
が
今
年
７
月
に
１
６
２

人
体
制
で
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
︒

　

ま
た
も
う
ひ
と
つ
︑﹁
標

準
的
な
運
賃
﹂︑﹁
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
﹂
に
つ
い

て
も
︑
見
直
し
に
向
け
て
検

討
し
て
い
ま
す
︒
こ
こ
で
皆

様
に
し
っ
か
り
お
願
い
し
た

い
の
は
︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂

を
告
示
し
て
︑﹁
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
﹂
も
告
示
し
て
︑

ま
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

も
設
置
し
ま
し
た
︒
こ
こ
は

ま
ず
︑
し
っ
か
り
と
運
賃
を

交
渉
し
て
い
た
だ
い
て
︑
そ

の
上
で
も
し
も
何
か
問
題
が

あ
れ
ば
︑
こ
れ
か
ら
は
国
に

情
報
を
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
︒
そ
れ
が
あ
れ
ば
︑﹁
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
と
と
も
に
︑

我
々
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
動

い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
︒
ま
ず
ひ
と
つ
は
︑
こ
う

し
た
形
で
準
備
が
整
え
ら

れ
︑
業
界
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
と
こ
ろ
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
︒

　

今
後
の
動
き
と
し
て
は
︑

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
通

◇国土交通省物流・自動車局　貨物流通事業課長　小熊　弘明　氏

◇読売新聞東京本社　論説副委員長　佐々木　達也　氏

◇日本経済団体連合会　労働法制本部長　鈴木　重也　氏

◇立教大学経営学部　教授　高岡　美佳　氏

◇全国消費生活相談員協会　専務理事　坪田　郁子　氏

◇全日本トラック協会　副会長・物流政策委員長　馬渡　雅敏　氏

パネリスト（五十音順）

コーディネーター

◆京都大学大学院工学研究科　教授　藤井　聡　氏

藤井　聡　氏

小熊　弘明　氏

佐々木　達也　氏

鈴木　重也　氏

シンポジウムダイジェスト

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
の
本
質
は
社
会
全
体
の
問
題

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
の
本
質
は
社
会
全
体
の
問
題
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揮
さ
れ
︑
ま
た
全
国

の
物
流
事
業
者
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
︑
大
変
ご
苦
労

さ
れ
な
が
ら
︑
来
年

に
向
け
準
備
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
存
じ
ま

す
︒
こ
う
し
た
中
︑

経
済
界
に
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
こ
と

は
︑
何
と
申
し
ま
し

て
も
発
・
着
荷
主
の
協
力
で

あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
︒
こ
れ
ま

で
荷
主
の
要
請
に
よ
る
︑
短

い
リ
ー
ド
タ
イ
ム
で
の
納
品
︑

厳
し
い
時
間
指
定
︑
ま
た
契

約
外
の
附
帯
作
業
な
ど
︑
こ

れ
ら
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
︒

　

今
後
︑発
・
着
荷
主
に
は
︑

意
識
・
行
動
の
両
面
で
改
革

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
︒
経
団
連
は
﹁
働

き
方
改
革
元
年
﹂
と
い
わ
れ

た
２
０
１
７
年
か
ら
︑
物
流

に
限
っ
た
活
動
で
は
な
い
で

す
が
︑
広
く
商
慣
行
の
是
正

に
向
け
て
︑
機
運
醸
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
︒
過
去

の
取
り
組
み
を
簡
単
に
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

　

ひ
と
つ
は
︑
長
時
間
労
働

に
繋
が
る
よ
う
な
商
慣
行
を

見
直
す
た
め
の﹁
共
同
宣
言
﹂

と
い
う
活
動
を
い
た
し
ま
し

た
︒
こ
れ
は
︑
発
・
着
荷
主

の
企
業
も
入
る
55
の
業
種
団

体
︑
そ
れ
か
ら
47
の
経
営
者

協
会
の
ト
ッ
プ
の
方
１
１
２
人

に
︑﹁
短
納
期
発
注
は
し
な

い
﹂︑
ま
た
﹁
追
加
発
注
を

す
れ
ば
︑
相
応
の
フ
ィ
ー
を

払
っ
て
い
た
だ
く
﹂︑
こ
れ
ら

の
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体

の
会
員
企
業
に
呼
び
か
け
て

い
た
だ
く
活
動
を
行
い
ま
し

た
︒

　

ま
た
︑
経
団
連
で
は
毎
年

11
月
に
︑﹁
過
重
労
働
防
止

対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
︒
２
０
２
０
年

に
な
り
ま
す
が
︑
全
ト
協
の

ご
担
当
者
に
出
演
い
た
だ
き

ま
し
て
︑
経
団
連
の
会
員
企

業
に
直
接
荷
主
へ
の
協
力
依

頼
を
い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ

り
ま
す
︒
ま
た
今
年
11
月
の

セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑
国
交
省
の

方
を
お
招
き
し
て
︑
説
明
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
︒

　

さ
ら
に
︑
私
ど
も
経
団
連

で
は
︑
機
関
誌
﹃
月
刊
経
団

連
﹄
を
発
行
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
11
月
号
の
特
集
と
し
て
︑

物
流
に
つ
い
て
取
り
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
︑
物
流
の
記

事
に
合
わ
せ
て
座
談
会
を
行

い
ま
し
た
︒
立
教
大
学
経
済

学
部
の
高
岡
美
佳
教
授
や
︑

自
由
民
主
党
の
今
村
雅
弘
衆

議
院
議
員
に
も
ご
参
加
い
た

だ
き
︑
ご
指
導
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
︑
生
産
・
販

売
側
の
﹁
運
ん
で
も
ら
っ
て

当
た
り
前
﹂
と
い
う
マ
イ
ン

ド
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
ご
示
唆
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
︑
紙
面

を
通
じ
︑
会
員
企
業
に
呼
び

か
け
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒

　

商
慣
行
の
是
正
に
つ
い
て
︑

﹁
ま
だ
ま
だ
根
深
い
の
で
は

な
い
か
﹂︑﹁
全
然
変
わ
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
﹂
と

批
判
を
縷
々
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
︑経
団
連
と
し
て
は
︑

こ
の
問
題
は
非
常
に
大
き
い

問
題
だ
と
認
識
し
︑
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
︒

　

現
在
︑
地
方
の
中
小
企
業

様
を
中
心
に
︑﹁
人
が
採
れ

な
い
﹂
と
い
う
大
変
悲
痛
な

声
を
お
聞
き
し
ま
す
︒
物
流

事
業
者
の
将
来
の
発
展
の
た

め
に
は
︑
や
は
り
職
場
の
改

善
︑
職
場
の
労
働
条
件
の
見

直
し
と
い
う
こ
と
か
ら
︑
若

い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
に
業
界

に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
先
ほ
ど

も
紹
介
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で

す
が
︑
物
流
事
業
に
携
わ
る

方
々
の
平
均
賃
金
︑
こ
れ
は

全
産
業
に
比
べ
ま
し
て
︑
１

坪
田
郁
子
氏　
﹁
２
０
２
４
年

問
題
﹂︑
こ
れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー

だ
け
の
問
題
だ
け
で
な
く
︑

消
費
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

本
当
に
痛
感
し
て
い
ま
す
︒

私
ど
も
は
︑
物
流
の
中
で
の

﹁
Ｂ
to
Ｃ
﹂︑
対
消
費
者
の

分
野
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
た
︒

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
利

用
が
非
常
に
増
加
し
ま
し
た

が
︑
そ
れ
に
伴
い
輸
送
量
も

増
加
し
ま
し
た
︒
消
費
者
は

そ
の
利
便
性
を
本
当
に
享
受

し
て
お
り
ま
す
︒
先
日
︑
生

ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い

割
程
度
低
い
と
い
う
状
況
で

す
︒
こ
の
た
め
︑
賃
金
の
引

上
げ
︑
こ
れ
を
ど
う
図
っ
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

藤
井
氏　

行
政
︑
マ
ス
コ
ミ

の
方
の
声
に
も
あ
っ
た
課
題

で
あ
る
﹁
商
習
慣
﹂︑﹁
サ
ー

ビ
ス
は
タ
ダ
﹂
と
い
う
認
識

を
変
え
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
︑
こ
れ
は
経
団
連
の
中
で

も
強
く
認
識
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
︒
様
々
な
取
り
組
み

を
通
し
て
︑
そ
う
し
た
認
識

の
改
正
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
も
伺
い
ま
し
た
︒

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
︑﹁
賃

金
を
上
げ
る
﹂
と
い
う
こ
と

が
実
は﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

の
根
幹
に
位
置
す
る
ぐ
ら
い

重
要
な
問
題
だ
と
い
う
こ
と

を
︑
改
め
て
産
業
界
の
立
場

か
ら
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

荷
主
の
も
う
一
つ
の
立
場

で
あ
る
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
︑

消
費
者
の
皆
様
方
の
協
力
も

絶
対
に
必
要
に
な
っ
て
ま
い

り
ま
す
︒
消
費
者
団
体
か
ら

全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会

の
専
務
理
事
︑
坪
田
郁
子
氏

に
︑
消
費
者
の
立
場
で
の
考

え
︑
ご
意
見
を
賜
れ
る
と
幸

い
で
す
︒

る
お
母
さ
ん
か
ら
︑﹁
夜
︑

紙
お
む
つ
が
足
り
な
く
な
り

そ
う
で
心
配
に
な
り
︑
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
注
文
し
た

ら
︑
翌
日
自
宅
に
届
い
て
安

心
し
た
﹂
と
い
う
声
も
聞
き

ま
し
た
︒

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利

用
す
る
の
は
︑
豊
富
な
品
揃

え
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
︑

迅
速
な
配
達
に
よ
っ
て
時
間

を
買
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
︒
消
費
者
は
こ
れ
に

慣
れ
て
し
ま
っ
て
︑
す
ぐ
に

手
に
入
る
こ
と
を
︑
当
た
り

前
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
︒

　

し
か
し
︑
よ
く
考
え
て
み

ま
す
と
︑
す
ぐ
に
必
要
な
も

の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

最
近
︑﹁
急
に
必
要
で
は
な

く
︑
急
が
な
く
て
も
い
い
﹂

と
い
う
も
の
に
関
し
て
は
︑

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て
︑﹁
少

し
ゆ
っ
く
り
配
達
し
て
く
だ

さ
い
﹂
と
い
う
こ
と
を
選
択

で
き
る
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
︑
消

費
者
か
ら
み
る
と
︑﹁
急
が

な
い
の
で
︑
今
す
ぐ
で
な
く

て
も
い
い
︒
ポ
イ
ン
ト
が
付

く
の
は
お
得
だ
﹂
と
い
う
こ

と
で
︑
結
構
納
得
し
て
い
る

と
い
う
声
も
聞
い
て
い
ま
す
︒

　
﹁
送
料
無
料
﹂
が
こ
こ
最

近
問
題
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
︑頭
の
中
で
は
︑

﹁
お
店
に
行
か
ず
に
交
通
費

が
浮
い
た
﹂
と
か
︑﹁
時
間

の
節
約
が
で
き
た
﹂︑﹁
こ
れ

は
運
送
事
業
者
さ
ん
の
お
か

げ
で
あ
る
﹂と
い
う
こ
と
を
︑

理
解
は
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
︒
し
か
し
︑ど
う
し
て
も
︑

販
売
店
の
名
前
で
あ
る
と

か
︑
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
の
名
前
が
記
憶
に
残
っ

て
し
ま
い
ま
す
︒
例
え
ば
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き

ま
す
と
︑
野
菜
コ
ー
ナ
ー
な

ど
に
は
産
地
と
生
産
者
さ
ん

の
名
前
や
顔
写
真
が
出
て
く

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
︑

そ
れ
と
違
っ
て
運
送
事
業
者

さ
ん
と
い
う
の
は
︑
い
わ
ば

黒
子
的
な
存
在
に
な
り
が
ち

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

道
路
事
情
や
︑天
候
な
ど
︑

い
ろ
い
ろ
な
不
可
抗
力
の
要

素
が
あ
る
中
で
︑
多
様
な
お

客
様
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
っ
て

も
単
に
荷
物
を
運
ぶ
だ
け
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
感
じ

て
い
ま
す
︒
そ
う
な
る
と
︑

黒
子
ど
こ
ろ
か
︑
唯
一
消
費

者
に
直
接
対
面
す
る
︑﹁
顔

が
見
え
る
関
係
﹂
で
あ
り
︑

消
費
者
に
と
っ
て
︑
重
要
な

存
在
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ
ー
に

関
し
て
は
︑
安
全
運
転
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
︑
今
や
事
務

処
理
や
お
客
様
対
応
︑
決
裁

対
応
も
あ
り
︑
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
は
高
度
・
複
雑
化
し

て
い
ま
す
︒
だ
か
ら
こ
そ
消

費
者
は
︑
本
当
に
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
快
適
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
の
高
度
な
対
応
力
に
は

経
験
も
必
要
で
す
の
で
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
の
育
成
が
重
要
で
︑

そ
れ
に
は
相
応
の
処
遇
・
待

遇
も
必
要
に
な
り
ま
す
︒
し

か
し
一
方
で
︑
労
働
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
に

つ
き
ま
し
て
は
︑
今
さ
か
ん

に
Ａ
Ｉ
活
用
が
叫
ば
れ
て
い

て
︑
最
新
の
シ
ス
テ
ム
導
入

も
考
え
ら
れ
て
い
る
と
は
聞

い
て
い
ま
す
が
︑
や
は
り
ロ

ボ
ッ
ト
が
ピ
ン
ポ
ン
と
呼
び

鈴
を
押
し
て
家
庭
に
荷
物
を

運
ん
で
く
る
ま
で
は
︑
な
か

な
か
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
︒

　

そ
う
で
あ
れ
ば
︑
荷
主
と

消
費
者
︑
黒
子
的
な
運
送
事

業
者
の
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
︑
業
界
を
挙
げ
て
も
っ
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

切
に
思
い
ま
す
︒
最
近
の
マ

ス
コ
ミ
報
道
を
見
ま
す
と
︑

消
費
者
に
は
ま
だ
届
い
て
い

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
再
配
達
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
︑
こ
れ
は
消
費

者
の
意
識
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
︑
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
の

受
け
取
り
方
︑
受
け
取
り
方

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
化

と
い
う
こ
と
も
︑
今
後
も
消

費
者
と
も
ど
も
考
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
︒
消
費
者
の
意
識
改
革
︑

変
化
に
つ
い
て
は
︑
最
終
的

に
は
﹁
消
費
者
教
育
﹂
が
必

要
だ
と
思
う
の
で
す
が
︑
こ

れ
に
つ
い
て
は
ま
た
お
話
す

る
機
会
が
あ
れ
ば
︑
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

藤
井
氏　

物
流
の
問
題
を
考

え
る
時
︑ま
ず
は
国
の
問
題
︑

事
業
者
の
問
題
︑
荷
主
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
︑
や
は
り

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
一
般

の
消
費
者
の
方
々
の
気
持
ち
︑

こ
れ
は
最
も
大
事
な
要
素
の

ひ
と
つ
で
あ
り
︑
大
変
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
︒

　

ひ
と
つ
だ
け
申
し
上
げ
ま

す
と
︑
先
ほ
ど
か
ら
﹁
サ
ー

ビ
ス
は
タ
ダ
で
は
な
い
﹂︑﹁
サ

ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂
な
ど
様
々
な

問
題
が
あ
り
︑
こ
う
し
た
問

題
が
存
在
し
て
い
る
背
景
に

あ
る
の
は
︑
実
は
一
般
の
消

費
者
︑
国
民
が
︑﹁
モ
ノ
が

運
ば
れ
て
く
る
間
に
︑
人
が

い
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
見
え

と
思
い
ま
す
︒

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
︑
こ

れ
も
重
要
な
ヒ
ン
ト
で
す
︒

運
べ
る
量
に
つ
い
て
10
個
が
８

個
に
な
っ
た
ら
︑
マ
ー
ケ
ッ
ト

メ
カ
ニ
ズ
ム
で
︑
値
段
は
上

が
る
も
の
な
の
で
す
︒ま
た
︑

実
は
︑
10
個
全
部
︑
ま
っ
た

く
同
じ
よ
う
に
届
け
る
必
要

は
な
く
︑
そ
れ
を
過
剰
に
速

く
届
け
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
︑
何
割
か
は
絶
対
に
あ

る
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
︒

　

例
え
ば
︑
特
急
の
速
さ
で

届
け
な
く
て
は
い
け
な
い
も

の
は
値
段
を
高
く
す
る
と

か
︑
あ
る
い
は
ゆ
っ
く
り
届

け
て
も
よ
い
も
の
は
値
段
を

割
り
引
く
と
か
で
も
い
い
の

で
す
が
︑
先
ほ
ど
﹁
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
す
る
ケ
ー
ス
﹂
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
そ

の
よ
う
に
サ
ー
ビ
ス
を
進
化

さ
せ
て
い
く
と
い
う
措
置
が

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒
そ
れ
こ
そ
︑
高

速
道
路
や
新
幹
線
を
利
用
す

る
と
き
に
︑
我
々
が
お
金
を

払
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
︒﹁
速
く
届
け
て
も
ら

う
時
に
は
お
金
を
ち
ゃ
ん
と

払
っ
て
も
ら
う
︑
ゆ
っ
く
り
で

い
い
と
き
は
安
い
﹂︑
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
だ
け
で
︑

こ
の
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

に
は
柔
軟
に
対
応
で
き
る
部

分
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
︑

今
改
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

　

そ
れ
で
は
事
業
者
の
馬
渡

雅
敏
氏
に
︑
事
業
者
と
し
て

お
感
じ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
お
話
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
︒

燃
料
油
の
問
題
は
︑
こ
の
業

界
に
非
常
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
︑
皆

様
に
改
め
て
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

岸
田
総
理
に
﹁
物
流
革
新

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

に
し
っ
か
り
と
書
き
込
ん
で

い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
︑

﹁
送
料
無
料
﹂
表
示
問
題
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒
そ
の
お
か
げ

で
︑
第
１
回
の
消
費
者
庁

﹁﹃
送
料
無
料
﹄
表
示
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
交
換

会
﹂
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い

て
︑
全
ト
協
が
事
業
者
と
し

て
意
見
を
述
べ
よ
と
い
う
こ

と
で
し
た
の
で
︑
し
っ
か
り

意
見
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
︒

　

我
々
は
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の

血
と
汗
と
涙
が
あ
る
﹂
と
い

う
こ
と
を
し
っ
か
り
分
か
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
︑
ど
う
し

て
も﹁
送
料
無
料
﹂と
い
う
︑

﹁
何
度
運
ん
で
も
無
料
で

す
﹂︑﹁
２
回
目
も
３
回
目
も

運
ぶ
の
は
無
料
で
す
﹂
と
い

う
よ
う
な
誤
認
を
与
え
る
よ

う
な
表
現
は
変
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
思
い
で
述
べ

さ
せ
て
も
ら
っ
て
︑
消
費
者

庁
の
方
に
も
ご
理
解
を
い
た

だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

常
々
坂
本
会
長
は
﹁
実
運
送

の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
た

ち
が
し
っ
か
り
休
み
が
取
れ

て
︑
し
っ
か
り
健
康
に
働
け

る
よ
う
に
し
た
い
﹂
と
い
う

お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
︑

そ
う
い
っ
た
も
の
を
実
現
す

る
た
め
に
は
︑
消
費
者
の
皆

様
に
も
行
動
変
容
し
て
い
た

だ
き
た
い
し
︑
我
々
も
し
っ

か
り
事
故
が
な
い
よ
う
な
︑

社
会
的
な
責
任
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
話
を
し
て
き
た

の
で
す
︒
第
２
回
目
以
降
の

同
意
見
交
換
会
で
は
︑
他
の

団
体
や
事
業
者
か
ら
次
の
よ

う
な
意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
︒

　

第
２
回
は
︑
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ

ｎ
な
ど
が
加
盟
す
る
﹁
ア
ジ

ア
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
日
本
連

盟
﹂︑
第
３
回
は
楽
天
な
ど

が
加
盟
す
る﹁
新
経
済
連
盟
﹂

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
の

で
す
が
︑
そ
の
回
答
は
﹁﹃
送

料
無
料
﹄
表
示
の
︑
別
の
表

現
へ
の
置
き
換
え
は
︑
様
々

な
理
由
か
ら
困
難
﹂
と
い
う

一
言
で
す
︒﹁
様
々
な
理
由
﹂

の
主
な
理
由
を
み
て
み
る
と
︑

﹁
売
れ
な
く
な
る
か
ら
ダ
メ
﹂

と
い
う
話
で
す
︒﹁﹃
送
料
無

料
﹄
表
示
が
原
因
で
︑
物
流

事
業
者
が
適
正
な
運
賃
・
料

金
を
収
受
で
き
て
い
な
い
こ

と
を
裏
付
け
る
よ
う
な
合
理

的
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
﹂

と
︑
弁
護
士
が
言
う
よ
う
な

話
を
さ
れ
て
︑﹁
何
だ
こ
れ
は
﹂

と
怒
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
︑

第
４
回
で
は
︑
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ

！
な
ど
が
加
盟
し
て
い
る﹁
セ

ー
フ
ァ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

協
会
﹂
と
い
う
団
体
も
︑
同

じ
よ
う
に
﹁
根
拠
を
示
し
て

ほ
し
い
﹂︑﹁
そ
う
い
う
ふ
う

に
表
示
を
見
直
し
た
ら
適
正

運
賃
収
受
に
繋
が
る
と
い
う

政
策
効
果
が
立
証
で
き
な
い

な
ら
安
易
に
﹃
送
料
無
料
﹄

表
示
の
見
直
し
を
求
め
る
べ

き
で
は
な
い
﹂︑
と
し
て
お
り

ま
す
︒

　

第
５
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

受
け
た
日
本
郵
政
㈱
は
︑﹁
こ

れ
は
い
い
こ
と
だ
か
ら
そ
う

し
ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
意
見

で
︑
そ
れ
を
受
け
て
第
６
回

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
た
日

本
通
信
販
売
協
会
は
︑﹁﹃
送

料
無
料
﹂﹄
表
示
を
実
際
に

や
る
な
ら
ば
︑
皆
が
一
斉
に

や
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
﹂

と
い
う
話
を
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
︒

　
﹁
送
料
無
料
﹂
表
示
問
題

に
つ
い
て
は
︑
政
府
を
挙
げ

て
︑
そ
れ
か
ら
総
理
ま
で
含

め
て　
﹁
物
流
革
新
に
向
け

た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
に
お

い
て
打
ち
出
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
︑
一
般
的
に
モ
ノ
を

売
ら
れ
て
い
る
方
や
い
ろ
い

ろ
な
方
は
︑
様
々
な
理
由
か

ら
︑﹁
そ
う
は
言
っ
て
も
あ
な

た
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
言
う
と
お
り
に
は
し
な

い
よ
﹂
と
い
う
よ
う
な
反
応

で
し
た
︒
で
す
か
ら
︑﹁
根

拠
を
示
せ
﹂
と
言
わ
れ
て
︑

ど
う
い
う
根
拠
を
示
し
た
ら

い
い
の
か
︑
私
も
知
恵
を
絞

っ
て
み
ま
し
た
︒

　

九
州
に
﹁
㈱
ジ
ャ
パ
ネ
ッ

ト
た
か
た
﹂
と
い
う
事
業
者

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
︒
テ
レ

ビ
で
も
よ
く
宣
伝
さ
れ
て
い

ま
す
︒
同
社
の
い
い
と
こ
ろ

は
︑
長
崎
県
佐
世
保
市
に
モ

ノ
を
集
め
て
︑そ
こ
か
ら
﹁
送

料
は
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
が
負
担

し
ま
す
﹂︑﹁
金
利
手
数
料
は

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
が
負
担
し
ま

す
﹂
と
テ
レ
ビ
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
︒
で
す
か
ら
︑

楽
天
や
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
も
︑

ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
社
の
よ
う
に
ち

ゃ
ん
と
表
示
を
す
れ
ば
い
い

の
に
な
と
思
い
ま
す
︒﹁
Ｙ
ａ

ｈ
ｏ
ｏ
！
が
送
料
を
負
担
し

ま
す
﹂︑﹁
楽
天
が
送
料
を
負

担
し
ま
す
﹂
と
言
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
︑
実
際

に
出
店
者
の
方
に
お
話
を
聞

く
と
︑
ほ
と
ん
ど
出
店
者
の

方
が
送
料
を
支
払
っ
て
い
て
︑

﹁
送
料
は
な
る
べ
く
安
い
ほ

う
が
い
い
よ
﹂
と
い
う
よ
う

な
お
話
を
さ
れ
て
い
て
︑﹁
送

料
無
料
﹂表
示
と
い
う
の
は
︑

楽
天
や
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
が
︑

売
れ
る
か
ら
声
高
に
言
っ
て

い
る
︑
と
い
う
の
が
実
情
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

な
ぜ
こ
れ
が
象
徴
的
な
話

か
と
い
う
と
︑今
や
商
流
は
︑

我
々
が
Ｂ
to
Ｂ
で
ほ
と
ん
ど

運
ん
で
い
た
部
分
が
︑
Ｂ
to

Ｃ
に
移
っ
て
き
て
い
る
の
が
世

の
中
の
流
れ
で
す
︒
で
す
か

ら
︑
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
を

運
ん
で
い
る
︑我
々
の
仲
間
︑

大
手
の
運
送
事
業
者
︑
そ
れ

か
ら
そ
れ
を
Ｂ
to
Ｂ
で
運
ん

で
い
る
中
手
（
ち
ゅ
う
て
）

の
運
送
事
業
者
︑
そ
れ
か
ら

実
運
送
を
行
っ
て
い
る
中
小

の
会
員
の
皆
様
︑
そ
う
し
た

皆
様
に
︑﹁
自
分
た
ち
の
業

界
が
生
き
残
る
た
め
に
は
︑

下
請
と
称
す
る
運
送
事
業
者

に
対
し
て
︑
実
運
送
を
さ
せ

る
時
に
必
要
な
コ
ス
ト
を
き

っ
ち
り
払
う
﹂
と
い
う
ふ
う

に
認
識
を
改
め
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
︒
た
ぶ
ん
こ
こ
に

お
越
し
の
１
２
５
０
人
の
方

は
︑
中
手
以
上
の
方
が
来
ら

れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
が
︑

そ
う
い
う
方
々
が
﹁
隗
よ
り

始
め
よ
﹂
で
︑
自
社
の
下
請

事
業
者
に
対
し
て
﹁
実
運
送

で
コ
ス
ト
を
ち
ゃ
ん
と
賄
え

て
い
る
か
﹂
と
自
社
に
帰
っ

た
ら
一
言
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
︒
そ
こ
か
ら
始
ま

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
︒

　

荷
主
も
こ
う
い
っ
た
反
応

で
す
か
ら
︑
ま
ず
運
送
事
業

者
が
﹁
あ
な
た
た
ち
は
ち
ゃ

ん
と
や
っ
て
い
る
の
か
﹂
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
か
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
︒
そ
れ
か
ら
︑

荷
主
に
も
元
請
事
業
者
に
も
︑

﹁
き
ち
ん
と
払
っ
て
く
だ
さ

い
﹂
と
お
願
い
す
る
た
め
に

は
︑
自
分
た
ち
が
き
ち
ん
と

や
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
︒
地
元
に
戻
ら
れ

て
︑
こ
う
い
う
こ
と
を
お
聞

き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
︑

適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収
受

が
︑
少
し
さ
ざ
波
の
よ
う
に

広
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
︒

　

宅
配
の
貨
物
は
︑
こ
こ
10

年
の
間
に
約
５
倍
ほ
ど
に
増

え
︑
年
間
約
50
億
個
︑
日
本

中
で
宅
配
が
動
い
て
い
ま
す
︒

そ
れ
に
ひ
き
か
え
︑
我
々
の

輸
送
能
力
は
２
・
５
倍
ほ
ど

に
し
か
な
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
で

す
か
ら
︑
物
量
が
５
倍
に
な

っ
た
の
に
︑
我
々
の
業
界
が

賄
う
力
は
２
・
５
倍
に
し
か

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
︒
冒
頭
に
大
島
氏
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
︑
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
人
手
不
足
に
な

る
こ
と
な
ど
︑
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え
る
と
︑
も
っ
と

状
況
は
厳
し
く
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
︒

　

最
後
に
な
り
ま
す
け
れ
ど

も
︑﹁
送
料
無
料
﹂
だ
と
表

示
し
た
場
合
は
︑
必
要
な
コ

ス
ト
は
誰
が
責
任
を
も
っ
て

払
う
の
か
︑
と
い
う
と
こ
ろ

を
も
う
少
し
︑
我
々
物
流
事

業
者
も
︑
消
費
者
の
方
も
︑

荷
主
の
方
も
一
緒
に
な
っ
て
︑

﹁
必
要
な
コ
ス
ト
と
い
う
の

は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
﹂
と

い
う
こ
と
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
︒
我
々

運
送
事
業
者
の
主
要
な
コ
ス

ト
は
燃
料
費
︑
人
件
費
︑
車

両
費
︑
こ
の
３
つ
だ
け
で
す
︒

３
つ
の
価
格
全
部
が
い
っ
ぺ
ん

に
上
が
っ
た
こ
と
は
︑
私
も

経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
︒
経
験

が
な
い
こ
と
に
直
面
し
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
︑
我
が
身

を
考
え
て
︑皆
様
頑
張
っ
て
︑

そ
れ
か
ら
社
会
に
も
物
申
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
︒

藤
井
氏　

楽
天
や
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
の
反
応
に
は
︑
私
た
ち

の
よ
う
な
物
流
に
関
わ
る
仕

事
を
し
て
い
る
人
間
は
︑
ち

ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
す
︒

　

そ
れ
は
一
例
で
は
あ
り
ま

す
が
︑
荷
主
の
皆
様
方
と
︑

皆
様
方
と
の
交
渉
の
中
で
も

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
︑
厳

し
い
こ
と
が
お
あ
り
だ
と
思

い
ま
す
︒
今
の
馬
渡
氏
の
お

話
の
ポ
イ
ン
ト
は
︑日
本
で
は

﹁
サ
イ
レ
ン
ト
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ

ー
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
︑
日
本
人
は
ど

う
し
て
も
黙
っ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
り
︑
そ
れ
が

よ
い
と
さ
れ
て
い
る
の
で
︑

﹁
あ
と
１
割
ぐ
ら
い
高
く
し

て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う

か
﹂
と
交
渉
す
る
の
は
︑
何

か
格
好
悪
い
と
い
う
意
識
が

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

特
に
︑
我
々
の
世
代
や
︑
我

々
よ
り
上
の
世
代
の
方
に
そ

う
い
う
方
が
多
い
と
思
う
の

で
す
が
︑
そ
こ
を
押
し
て
︑

物
を
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

日
本
人
は
な
か
な
か
こ
れ

が
苦
手
な
の
で
す
が
︑﹁
物

言
う
株
主
﹂
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
︒﹁
物
言
う
﹂
と

い
う
こ
と
が
︑
こ
の
時
代
に

て
い
な
い
︑
と
い
う
問
題
が

あ
る
と
思
い
ま
す
︒﹁
実
は
人

間
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
運

ん
で
も
ら
っ
て
い
る
の
だ
﹂
と

い
う
感
覚
が
︑
消
費
者
の
皆

様
の
中
に
は
な
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
す
︒﹁
ド
ラ
イ

バ
ー
に
運
ん
で
も
ら
っ
て
い
る

の
だ
﹂
と
い
う
よ
う
な
風
潮

が
︑
こ
の
日
本
全
体
に
広
ま

っ
て
い
け
ば
︑
ず
っ
と
論
じ
て

い
る
過
剰
サ
ー
ビ
ス
の
問
題

は
全
部
解
決
す
る
か
も
し
れ

な
い
︑
と
い
う
こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
な
と
思
い
ま

す
︒
ぜ
ひ
そ
こ
の
部
分
の﹁
消

費
者
教
育
﹂
に
つ
い
て
︑
後

で
お
話
を
お
伺
い
で
き
れ
ば

馬
渡
雅
敏
氏　

ま
ず
軽
油
価

格
の
推
移
に
つ
い
て
で
す
︒

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
が

改
正
さ
れ
た
後
︑
２
０
１
９

年
２
月
か
ら
︑
直
近
の
今
年

10
月
ま
で
の
軽
油
価
格
推
移

を
ま
と
め
た
グ
ラ
フ
を
み
る

と
︑
今
年
12
月
ま
で
政
府
の

補
助
（﹁
燃
料
油
価
格
激
変

緩
和
補
助
金
﹂の
措
置
期
限
）

が
延
び
ま
し
た
の
で
︑
少
し

下
が
り
気
味
に
な
っ
て
は
い

ま
す
が
︑直
近
が
一
番
高
く
︑

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
調
べ
の

値
段
が
１
６
５
円
と
な
り
ま

し
た
︒
最
初
は
１
２
０
円
台

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
︑
事

業
法
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
頃
は
90
円
で

し
た
︒

　
﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂
の
算

定
に
あ
た
っ
て
は
︑
燃
料
費

単
価
を
１
０
０
円
で
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い

う
経
緯
で
す
の
で
︑
軽
油
価

格
が
１
円
上
が
る
と
︑
１
年

で
１
５
０
億
円
ぐ
ら
い
我
々

の
業
界
が
支
払
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
︒
65
円
上

が
っ
て
い
る
の
で
︑
な
ん
と
業

界
と
し
て
の
総
支
払
額
は
年

間
１
兆
円
増
で
す
︒
や
は
り

坪田　郁子　氏

馬渡　雅敏　氏

シンポジウムダイジェスト

「『
送
料
無
料
』
で
は
な
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を

「『
送
料
無
料
』
で
は
な
い
」
と
い
う
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を
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は
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
す
︒
物
を
言
う

こ
と
こ
そ
︑
道
徳
的

で
人
間
的
で
︑
か
っ

こ
い
い
こ
と
な
の
だ

と
︑
申
し
上
げ
て
お

き
た
い
で
す
︒
お
そ

ら
く
馬
渡
氏
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
重
要
な
部

分
は
︑
そ
こ
に
あ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
︒

　

さ
て
︑
行
政
︑
荷
主
︑
そ

高
岡
美
佳
氏　

私
は
︑
流
通

や
小
売
経
営
を
専
門
と
し
て

お
り
ま
す
︒
冒
頭
に
大
島
常

務
や
小
熊
課
長
か
ら
お
話
が

あ
り
ま
し
た
︑
政
府
の
﹁
持

続
可
能
な
物
流
の
実
現
に
向

け
た
検
討
会
﹂
や
︑
国
交
省

の
﹁
官
民
物
流
標
準
化
懇
談

会
﹂
の
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

　

も
う
一
度
整
理
を
さ
せ
て

れ
か
ら
事
業
者
︑
様
々
な
立

場
か
ら
今
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
︑
政
府
の
委
員
の

お
仕
事
な
ど
で
も
様
々
な
ご

貢
献
を
し
︑﹁
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
﹂
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
︑
立
教
大
学
の

高
岡
美
佳
教
授
に
︑
こ
の
問

題
に
つ
い
て
︑
お
話
い
た
だ

け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
︒

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
︒

い
た
だ
く
と
︑﹁
政
府
も
思

い
切
っ
た
こ
と
を
し
て
く
れ

た
な
﹂
と
私
は
思
っ
て
お
り

ま
す
︒
と
い
う
の
は
︑
先
ほ

ど
小
熊
課
長
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
︑
物
流
の

効
率
化
や
︑
物
流
事
業
者
の

こ
と
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
て
国
交
省
は
検

討
会
を
設
置
さ
れ
た
と
思
う

の
で
す
が
︑
や
は
り
物
流
の

契
約
は
︑
ど
う
し
て
も
発
荷

主
と
皆
様
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
と
の
契
約
で
す
︒
一
方

で
流
通
は
商
流
が
あ
り
ま
す

か
ら
︑
発
荷
主
と
着
荷
主
と

の
間
︑
メ
ー
カ
ー
と
ス
ー
パ

ー
の
間
で
︑﹁
い
つ
ま
で
に
何

ケ
ー
ス
を
届
け
て
く
だ
さ
い
﹂

と
い
う
売
買
契
約
が
あ
り
ま

す
︒
そ
れ
に
基
づ
い
て
運
ぶ

に
あ
た
っ
て
︑
物
流
の
契
約

は
︑
着
荷
主
が
入
っ
て
い
な

い
せ
い
で
︑
さ
き
ほ
ど
登
壇

さ
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
宮
田

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ

っ
た
よ
う
に
︑
荷
待
ち
や
附

帯
作
業
で
︑﹁
パ
レ
ッ
ト
を
整

理
し
て
お
い
て
﹂︑﹁
手
積
み

も
し
て
お
い
て
﹂
と
い
っ
た
︑

い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
無
償
で

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う

状
況
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

初
め
て
農
水
省
と
経
産
省
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
っ
て
︑
今
回
の
﹁
物

流
革
新
に
向
け
た
政
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
﹂に
繋
が
る
よ
う
な
︑

着
荷
主
や
消
費
者
も
含
め
て

の
検
討
に
な
り
ま
し
た
︒
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
全
部
繋

が
っ
て
い
ま
す
か
ら
︑﹁
そ
の

人
た
ち
も
ち
ゃ
ん
と
物
流
の

こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
﹂

と
い
う
形
で
網
が
か
け
ら
れ

た
の
は
︑
す
ご
く
大
き
な
一

歩
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

　

皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ

ど
も
︑
私
な
り
に
ち
ょ
っ
と

簡
単
に
整
理
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
の
は
︑
要
す
る
に
結

局
は
︑﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

以
降
を
含
め
て
︑
人
手
が
足

り
ず
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
が
不
足
す
る
の
は
目
に
見

え
て
い
る
︑
そ
の
中
で
生
産

性
を
向
上
さ
せ
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒
簡

単
に
言
う
と
︑
こ
れ
か
ら
１

人
が
１
時
間
当
た
り
に
運
べ

る
量
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
︒
そ
の
手
段

と
し
て
︑
１
つ
目
は
や
は
り

ド
ラ
イ
バ
ー
に
﹁
余
計
な
こ

と
を
さ
せ
な
い
﹂
こ
と
︑
非

効
率
な
商
慣
習
で
あ
る
荷
待

ち
を
こ
れ
以
上
さ
せ
な
い
こ

と
で
す
︒
今
回
﹁
物
流
革
新

に
向
け
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂

で
︑
２
時
間
以
上
か
か
っ
て

い
る
も
の
を
︑
せ
め
て
２
時

間
︑
で
き
れ
ば
１
時
間
に
し

よ
う
︑と
言
っ
て
い
ま
す
が
︑

そ
の
待
機
時
間
を
減
ら
し
て

う
事
業
者
が
一
部
に
い
る
だ

け
で
︑
マ
ー
ケ
ッ
ト
価
格
が

適
正
に
上
が
っ
て
い
か
な
く

な
る
の
で
す
︒
こ
れ
は
大
問

題
で
す
︒
こ
の
あ
た
り
に
つ
い

て
は
い
か
が
で
す
か
︒

小
熊
氏　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ

ン
﹂
は
︑
荷
主
に
入
っ
て
関

与
・
調
査
し
て
い
く
も
の
で

す
の
で
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
か
ら
の
様
々
な
荷
主
の

情
報
を
得
て
︑
し
っ
か
り
是

正
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
︒

　

悪
質
な
事
業
者
に
つ
い
て

は
︑
こ
こ
は
ま
さ
に
ト
ラ
ッ

ク
協
会
と
︑
我
々
国
と
が
し

っ
か
り
連
携
し
て
対
応
し
て

い
き
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑

全
国
・
地
方
の
貨
物
自
動
車

運
送
適
正
化
事
業
実
施
機
関

に
よ
る
（
Ｄ
・
Ｅ
評
価
=
低

評
価
事
業
者
に
対
す
る
）
巡

回
指
導
を
今
年
度
か
ら
強
化

し
て
い
ま
す
が
︑
当
然
国
と

し
て
も
し
っ
か
り
監
査
・
処

分
し
て
︑
業
界
全
体
の
適
正

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
︒

　

そ
れ
に
加
え
︑
規
制
的
措

置
の
話
を
少
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
︑
来

年
の
通
常
国
会
に
は
︑
荷
主

に
対
し
て
し
っ
か
り
物
流
の

負
荷
を
軽
減
す
る
︱
︱
具
体

的
に
は
荷
待
ち
・
荷
役
︑
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
改
善
す

る
︑
も
し
く
は
運
賃
を
適
正

に
転
嫁
で
き
る
よ
う
所
要
の

見
直
し
を
行
い
︑
一
定
の
大

き
な
荷
主
に
対
し
て
は
︑
計

画
を
作
り
︑
し
っ
か
り
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
︑
国
で
チ
ェ

ッ
ク
し
て
い
く
と
い
う
法
案

を
提
出
予
定
で
す
︒
こ
れ
が

荷
主
側
の
問
題
で
す
︒

　

も
う
ひ
と
つ
は
︑
多
重
下

請
構
造
で
す
︒
多
重
下
請
の

中
で
︑
小
規
模
の
悪
質
な
事

業
者
を
﹁
見
え
る
化
﹂
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
︑
そ
う
し

た
制
度
改
正
な
ど
を
こ
れ
か

ら
手
掛
け
て
ま
い
り
ま
す
︒

我
々
国
と
し
て
は
そ
う
い
う

動
き
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
が
︑
業
界
と
も
協
力
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
︒

藤
井
氏　
﹁
悪
貨
が
良
貨
を

駆
逐
す
る
﹂
と
い
う
︑
こ
の

問
題
が
肝
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
︑
ぜ
ひ
業
界
の
皆
様
の
団

結
と
決
断
力
が
必
要
に
な
り

ま
す
か
ら
︑
国
と
一
緒
に
︑

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

そ
れ
と
︑
荷
主
の
皆
様
方

の
意
識
の
問
題
︑﹁
送
料
無

料
﹂
表
示
の
問
題
な
ど
も
含

め
て
︑
し
っ
か
り
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

中
で
︑
坪
田
様
か
ら
﹁
消
費

者
教
育
﹂
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
出
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

こ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳

し
い
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
︑
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
︒

坪
田
氏　

消
費
生
活
相
談
員

は
︑
消
費
者
と
常
に
向
き
合

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
消
費

者
の
実
態
に
合
わ
せ
た
﹁
消

費
者
教
育
﹂
と
い
う
も
の
を

し
て
お
り
ま
し
て
︑実
は
﹁
消

費
者
教
育
﹂に
つ
き
ま
し
て
も
︑

﹁
消
費
者
教
育
推
進
法
﹂（
正

式
名
称
:
﹁
消
費
者
教
育
の

推
進
に
関
す
る
法
律
﹂）
と

い
う
法
律
が
で
き
ま
し
た
︒

　

今
ま
で
は
︑﹁
消
費
者
教

育
﹂
と
い
う
と
︑﹁
悪
質
商

法
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
こ
と
が

中
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
︑

こ
の﹁
消
費
者
教
育
推
進
法
﹂

の
中
で
は
︑﹁
消
費
者
市
民

社
会
﹂
と
い
う
言
葉
が
出
て

ま
い
り
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
初

め
て
お
聞
き
に
な
る
方
も
い

る
か
と
は
思
い
ま
す
が
︑﹁
自

ら
の
消
費
生
活
に
関
す
る
行

動
が
︑
現
在
お
よ
び
将
来
の

世
代
に
わ
た
っ
て
︑
内
外
の

社
会
経
済
情
勢
お
よ
び
地
球

環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
得
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し

て
︑
公
正
か
つ
持
続
可
能
な

社
会
の
形
成
に
積
極
的
に
参

画
す
る
社
会
﹂
と
い
う
意
味

で
す
︒つ
ま
り
︑﹁
消
費
者
が
︑

商
品
の
背
景
を
ち
ゃ
ん
と
考

え
ま
し
ょ
う
﹂
と
い
う
こ
と

で
す
︒

　

こ
れ
は
近
江
商
人
の
言
葉

に
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
︑

﹁
買
い
手
よ
し
︑
売
り
手
よ

し
︑
世
間
よ
し
﹂
と
い
う
こ

と
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
が
︑
さ
ざ
波

の
よ
う
な
動
き
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
︑
消
費
者
の

意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
︒
や
は
り
ど
う
し

て
も
︑
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た

よ
う
に
ド
ラ
イ
バ
ー
は
黒
子

的
な
存
在
だ
っ
た
わ
け
で
す

が
︑
生
産
者
︑
事
業
者
︑
販

売
店
の
顔
は
見
え
て
も
︑
運

ん
で
く
る
方
に
対
す
る
意
識

が
ど
う
し
て
も
薄
か
っ
た
と

思
い
ま
す
︒
こ
れ
を
し
っ
か

り
と
認
識
し
︑
商
品
の
背
景

に
は
何
が
あ
る
か
︑
こ
う
い

っ
た
消
費
者
教
育
︑
私
ど
も

も
現
在
出
前
講
座
な
ど
を
し

て
お
り
ま
す
が
︑
さ
ら
に
こ

う
い
っ
た
発
信
を
し
て
い
く

こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
︒

藤
井
氏　

も
う
ひ
と
つ
の
重

要
な
荷
主
で
あ
る
経
団
連
で

は
︑
こ
れ
か
ら
の
こ
の
﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
に
つ
い
て
︑

ど
の
よ
う
に
認
識
を
変
え
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
か
と

い
う
こ
と
も
含
め
て
︑
何
か

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
︑
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
ら
︑
ご
発
言
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
︒

鈴
木
氏　

や
は
り
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
の
賃
金
を
上
げ
て
い

く
︑
こ
れ
が
重
要
だ
と
い
う

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
︒
今

年
の
春
季
労
使
交
渉
で
は
︑

皆
様
の
お
か
げ
も
あ
り
︑
賃

金
が
か
な
り
上
が
り
ま
し
た

が
︑
賃
金
引
上
げ
の
モ
メ
ン

タ
ム
を
維
持
・
強
化
す
る
の

は
来
年
が
正
念
場
だ
と
経
団

連
は
考
え
て
い
ま
す
︒
そ
の

鍵
を
握
る
の
は
︑
中
小
企
業

様
が
賃
金
引
上
げ
原
資
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

と
考
え
て
い
ま
す
︒
大
企
業

の
利
益
配
分
構
造
は
︑
１
点

目
が
大
企
業
社
員
の
人
件

費
︑
２
点
目
が
営
業
純
益
︑

３
点
目
が
中
間
投
入
費
︱
︱

分
か
り
に
く
い
言
葉
で
す
が
︑

平
た
く
言
え
ば
﹁
中
小
企
業

様
へ
の
お
支
払
額
﹂
︱
︱
と

い
う
こ
と
に
分
か
れ
ま
す
が
︑

こ
れ
も
バ
ラ
ン
ス
の
見
直
し

を
し
て
︑
中
小
企
業
と
の
お

取
引
価
格
を
適
正
化
な
も
の

に
し
︑
価
格
転
嫁
を
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
一
番
重
要

だ
と
思
い
ま
す
︒

　

経
団
連
と
し
て
は
︑
価
格

転
嫁
に
お
き
ま
し
て
︑﹁
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
﹂

と
い
う
も
の
を
会
員
企
業
に

強
く
働
き
か
け
て
い
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
30
年
の
デ
フ
レ
経

済
で
ど
う
し
て
も
︑
大
企
業

も
含
め
︑
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
一

辺
倒
と
い
う
よ
う
な
状
況
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
︑
こ
れ

か
ら
は
賃
金
を
引
き
上
げ

て
︑国
内
消
費
を
活
発
に
し
︑

そ
れ
で
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
す
︒
そ
の

た
め
に
も
︑
中
小
企
業
様
と

の
価
格
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
︑
適
正
化
を
図
り
︑
賃
金

を
上
げ
て
い
く
︒
こ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
経
済
界
と
し
て

は
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
︒

藤
井
氏　

こ
れ
ま
で
の
議
論

に
つ
い
て
︑
読
売
新
聞
社
で

は
社
説
の
中
で
も
物
流
問
題

に
つ
い
て
書
い
て
き
て
い
た
だ

い
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
︑

も
し
次
に
社
説
が
あ
る
と
す

れ
ば
︑
こ
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
な
い
と
い
け
な

い
と
︑
今
個
人
的
に
思
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
︑
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
︒

佐
々
木
氏　

今
大
変
参
考
に

な
る
︑
貴
重
な
お
話
を
伺
い

ま
し
た
︒
改
め
て
適
正
な
運

賃
と
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
待
遇

改
善
が
重
要
だ
と
感
じ
ま

す
︒
今
︑
日
本
経
済
全
体
が

転
換
期
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
︑歴
史
的
転
換
点
に
な
る
︑

と
い
う
話
で
し
た
が
︑
対
価

を
適
正
に
払
っ
て
︑
給
料
を

上
げ
て
︑
物
価
も
あ
る
程
度

上
が
っ
て
︑
経
済
の
好
循
環

に
繋
げ
て
い
く
と
い
う
︑
そ

う
い
う
流
れ
は
ま
さ
に
物
流

業
界
で
実
現
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
︒
そ
う
い
う
社
説
に

な
る
と
思
い
ま
す
︒

藤
井
氏　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
︒﹁
歴
史
の
転
換
点

は
物
流
業
界
か
ら
﹂
と
い
う

こ
と
で
︑ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
︒

高
岡
氏　

私
も
佐
々
木
論
説

委
員
と
同
じ
な
の
で
す
が
︑

こ
れ
だ
け
物
流
に
光
が
当
た

っ
た
こ
と
は
過
去
に
な
い
と

思
い
ま
す
︒
皆
様
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
と
っ
て
か
つ

て
な
い
追
い
風
が
吹
い
て
い

ま
す
︒
運
び
手
が
い
な
く
な

る
の
で
︑
こ
れ
か
ら
ど
う
や

っ
て
も
取
れ
る
運
賃
が
上
が

っ
て
い
く
時
代
に
な
る
わ
け

で
す
︒
ま
ず
は
物
流
の
こ
の

危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
︑

さ
ら
な
る
﹁
産
業
化
﹂
と
い

う
か
︑
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

る
と
い
い
の
で
は
な
い
か
と

個
人
的
に
は
思
っ
て
い
ま
す
︒

ま
だ
こ
れ
だ
け
ド
ラ
イ
バ
ー

不
足
な
の
で
︑
Ｄ
Ｘ
等
を
駆

使
す
れ
ば
︑
い
く
ら
で
も
物

流
に
よ
っ
て
ま
だ
な
に
か
新

し
い
形
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
︒
ぜ
ひ

日
本
を
担
っ
て
い
る
物
流
事

業
者
と
し
て
︑
そ
し
て
﹁
新

し
い
日
本
の
産
業
の
た
め
に

こ
ん
な
新
し
い
仕
組
を
考
え

出
し
た
ん
だ
﹂
と
い
っ
て
︑

い
ろ
い
ろ
な
経
済
紙
や
新
聞

に
︑
皆
様
の
お
名
前
と
顔
が

載
る
よ
う
な
︑
そ
ん
な
よ
う

な
こ
と
に
な
る
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
︒

馬
渡
氏　

今
日
は
各
都
道
府

県
の
会
長
︑
専
務
理
事
︑
協

会
の
幹
部
の
方
も
お
い
で
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
ぜ

ひ
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
会

社
︑
中
小
企
業
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
︒﹁
勇
気
を
持

っ
て
声
を
上
げ
た
ら
︑
即
座

に
切
ら
れ
る
﹂
と
い
う
恐
れ

を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
︒

そ
の
場
合
︑
や
は
り
協
会
が

せ
め
て
声
を
拾
っ
て
あ
げ
て
︑

皆
の
力
で
︑
そ
の
事
業
者
の

救
済
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
た
だ
か
な
い
と
︑

声
を
上
げ
る
人
が
出
て
き
ま

せ
ん
︒
そ
れ
か
ら
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
﹂
に
声
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
と
い
っ
て
も
︑
直

接
上
げ
ら
れ
な
い
会
社
も
あ

り
ま
す
︒
ぜ
ひ
そ
の
あ
た
り

も
斟
酌
し
て
︑
協
会
が
き
ち

ん
と
代
弁
者
に
な
っ
て
あ
げ

ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

も
う
ひ
と
つ
︑
宮
崎
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
牧
田
信
良
会

長
が
︑
い
い
こ
と
を
言
わ
れ

て
い
た
の
で
︑
ち
ょ
っ
と
紹
介

し
ま
す
︒
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
︑

ル
ー
ル
が
あ
り
︑
ル
ー
ル
を

外
れ
た
こ
と
を
す
る
人
に
は
︑

ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
は
必
ず
レ

フ
ェ
リ
ー
や
︑
相
撲
で
あ
れ

ば
行
司
が
い
ま
す
︒
し
か
し

我
々
の
業
界
は
︑
ル
ー
ル
が

や
っ
と
で
き
た
状
況
で
す
︒

レ
フ
ェ
リ
ー
は
︑
小
熊
課
長

を
は
じ
め
と
し
た
国
交
省
の

方
や
︑
経
産
省
な
ど
の
省
庁

の
方
に
対
し
て
︑﹁
今
か
ら
ち

ゃ
ん
と
見
張
っ
て
く
だ
さ
い
﹂

と
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
︒ぜ
ひ
︑政
府
の
ほ
う
で
︑

ル
ー
ル
違
反
が
あ
っ
た
ら
厳

し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
た
だ

く
と
︑
少
し
ず
つ
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
の
皆
も
勇
気

が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
の
で
︑
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

藤
井
氏　
﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
を
乗
り
越
え
る
に
あ
た

っ
て
︑
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
論
点
は
様
々
に
あ
る
わ

け
で
す
が
︑
そ
れ
に
つ
い
て

は
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
方
の

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
ご

発
言
い
た
だ
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

特
に
最
後
︑
馬
渡
様
に
ま

と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
︑

私
も
申
し
上
げ
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
︑
お
言
葉

を
お
借
り
し
ま
す
と﹁
行
司
﹂

で
す
ね
︒
そ
こ
が
し
っ
か
り

と
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
価

格
が
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
︑
ど
う
し
て
も
起
こ

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
︑
平

に
︑
国
に
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
︒
小
熊
課
長
︑
何

か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
︑
お
願

い
し
ま
す
︒

小
熊
氏　

政
府
一
体
に
な
っ

て
︑
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き
ま

す
の
で
︑
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
︒

藤
井
氏　

非
常
に
男
気
の
あ

る
ご
発
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
︑
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

今
日
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
ひ

と
つ
︑﹁
物
言
う
事
業
者
﹂

と
し
て
︑
し
っ
か
り
﹁
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
﹂︑﹁
高
速
道

路
料
金
﹂︑﹁
標
準
的
な
運
賃
﹂︑

﹁
荷
待
ち
の
問
題
﹂︑﹁
サ
ー

ビ
ス
へ
の
適
正
か
つ
正
当
な

対
価
﹂
を
︑
荷
主
と
交
渉
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
重
要

で
す
し
︑
問
題
の
あ
る
荷
主

は
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
に

通
報
す
る
と
同
時
に
︑
し
っ

か
り
と
断
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
︒

　
﹁
断
る
勇
気
﹂
を
し
っ
か
り

も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
︑
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
前
向
き
に

な
っ
て
い
っ
て
︑
価
格
が
上
が

り
︑
賃
金
も
上
が
っ
て
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
も
増
え
て
︑﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
も
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒﹁
２
０

２
４
年
問
題
﹂
は
︑
問
題
で

は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
︑

﹁﹃
災
害
﹄
を
﹃
幸
い
﹄
に

変
え
る
﹂︑
強
靭
な
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
で
︑
乗
り
越
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

全
国
の
物
流
事
業
者
の
リ
ー

ダ
ー
が
こ
こ
に
お
集
ま
り
で

ご
ざ
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
の
代
表
と
し
て
︑

全
国
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め

に
︑声
を
上
げ
て
︑毅
然
と
︑

誇
り
高
く
事
業
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
申
し
上
げ
︑
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
終
わ
り
た
い
と
思

い
ま
す
︒

い
た
だ
く
︒
あ
る
い
は
︑
バ

ー
ス
予
約
シ
ス
テ
ム
や
パ
レ

ッ
ト
標
準
化
も
含
め
て
︑
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
荷

物
を
運
ぶ
こ
と
以
外
の
業
務

は
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
︒

あ
る
い
は
︑
し
て
い
た
だ
い

た
ら
そ
の
分
ち
ゃ
ん
と
お
金

を
い
た
だ
く
︒
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
今
後
必
要
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

２
つ
目
は
︑
積
載
率
を
ア

ッ
プ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
︑

１
時
間
当
た
り
１
人
が
運
べ

る
量
を
増
や
す
こ
と
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒

そ
れ
に
関
し
て
は
︑
今
は
車

の
性
能
も
上
が
っ
て
い
ま
す

の
で
︑
高
速
道
路
の
速
度
規

制
を
も
う
少
し
︑
な
ん
と
か

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
︑
１
時

間
当
た
り
に
運
べ
る
量
と
い

う
の
も
当
然
増
え
ま
す
︒
あ

る
い
は
︑
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ

ッ
ク
や
自
動
運
転
の
活
用
な

ど
が
先
々
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
︑
一
足
飛
び
に
は
い
け
な

い
の
で
︑
と
り
あ
え
ず
運
行

ル
ー
ト
の
真
ん
中
あ
た
り
に

中
継
地
を
整
備
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
を
交
換
し
て
帰
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
中
継

拠
点
の
数
を
早
く
増
や
し
て

整
備
で
き
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
︒

　

さ
ら
に
具
体
的
な
論
点
と

し
て
︑
先
ほ
ど
坪
田
氏
か
ら

宅
配
便
の
配
送
料
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
︑

そ
れ
も
Ｂ
to
Ｃ
の
話
だ
け
で

は
な
く
︑
今
後
Ｂ
to
Ｂ
で
も

た
ぶ
ん
起
き
ざ
る
を
得
な
い

事
象
か
な
と
思
い
ま
す
︒
す

な
わ
ち
︑﹁
リ
ー
ド
タ
イ
ム

を
も
っ
と
延
ば
す
﹂
と
い
う

こ
と
で
す
︒
ス
ー
パ
ー
が
発

注
す
る
頻
度
を
︑﹁
明
日
﹂

で
は
な
く
︑
需
要
予
測
を
も

っ
と
正
確
に
し
て
︑
ゆ
っ
く

り
リ
ー
ド
タ
イ
ム
を
と
っ
て

い
た
だ
く
︑
そ
れ
も
今
後
起

こ
ら
ざ
る
を
得
な
い
事
象
だ

と
考
え
て
い
ま
す
︒

　

そ
う
す
れ
ば
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
と
し
て
も
︑
車

両
の
手
配
や
積
載
率
も
も
う

少
し
改
善
で
き
ま
す
の
で
︑

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
積
載
率

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒

　

最
後
︑
３
つ
目
は
︑
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
で
す
︒
多
少
船

舶
や
鉄
道
に
振
り
分
け
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
振
り
分
け
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
も
必
要

か
と
思
い
ま
す
︒
で
も
そ
れ

は
︑
ト
ー
タ
ル
物
流
の
本
当

に
ご
く
一
部
し
か
振
り
分
け

ら
れ
な
い
の
で
︑
振
り
分
け

ら
れ
た
と
し
て
も
︑
船
舶
と

か
鉄
道
で
︑
降
ろ
し
た
と
こ

ろ
か
ら
輸
送
を
担
う
の
は
や

は
り
ト
ラ
ッ
ク
で
す
︒
で
す

か
ら
︑
そ
こ
の
結
節
点
︑
降

ろ
す
場
所
や
整
理
な
ど
︑
そ

こ
で
の
ソ
フ
ト
の
部
分
と
い

う
も
の
を
︑
今
後
国
が
急
い

で
整
備
し
て
い
く
べ
き
と
こ

ろ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
︒

　

こ
の
３
つ
が
︑
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
の
に
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
︑
こ
れ
ら
の
対

策
を
全
部
講
じ
て
も
た
ぶ
ん

間
に
合
わ
な
く
て
︑
や
は
り

究
極
は
ド
ラ
イ
バ
ー
を
他
の

業
界
か
ら
奪
い
取
っ
て
く
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
︒そ
の
た
め
に
は
︑

や
は
り
た
く
さ
ん
お
給
料
を

払
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
︑
皆
様
が
適
正
運
賃
の
収

受
や
︑
あ
る
い
は
も
っ
と
賃

金
が
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
︑

運
賃
を
改
定
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
個
人
的
な

意
見
で
す
︒

　

最
後
に
お
伝
え
し
て
お
き

た
い
の
は
︑
や
は
り
汗
を
か

い
た
人
が
偉
い
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
︒
先
ほ
ど
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
の
宮
田
さ
ん
も
お

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
け

れ
ど
も
︑
運
ん
で
く
れ
て
い

る
人
が
や
は
り
偉
く
て
︑
そ

の
人
た
ち
が
目
に
見
え
な
い

大
き
な
価
値
を
生
み
出
し
て

い
る
︑
そ
の
価
値
イ
コ
ー
ル

﹁
モ
ノ
が
手
元
に
届
く
﹂
と

い
う
こ
と
で
︑
そ
れ
は
す
ご

く
価
値
の
あ
る
こ
と
な
ん
で

す
︒
そ
れ
を
Ｂ
to
Ｂ
の
着
荷

主
や
消
費
者
た
ち
が
︑
彼
ら

・
彼
女
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
が
汗

を
か
い
て
運
ん
で
い
る
分
の

価
値
を
認
め
る
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
︑
皆
様
の
意
見
が

今
回
一
致
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
︒
ぜ
ひ

政
策
側
も
︑
荷
主
も
︑
消
費

者
も
︑
物
流
事
業
者
も
︑
マ

ス
コ
ミ
︑
私
た
ち
の
よ
う
な

業
界
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
︑

周
り
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
を

原
稿
に
書
い
た
り
︑
発
表
し

た
り
す
る
人
た
ち
も
︑
手
に

手
を
と
っ
て
訴
え
て
い
け
れ

ば
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

藤
井
氏　
﹁
２
０
２
４
年
問

題
﹂
に
長
く
関
わ
っ
て
こ
ら

れ
た
高
岡
教
授
な
ら
で
は

の
︑
供
給
力
を
上
げ
る
具
体

的
な
施
策
か
ら
︑
全
体
的
な

問
題
解
決
に
対
し
て
︑
賃
金

を
し
っ
か
り
上
げ
る
こ
と
が

大
事
な
の
だ
と
い
う
︑
経
済

学
的
な
視
点
か
ら
も
ご
発
言

い
た
だ
き
ま
し
た
︒

　

賃
金
が
上
が
れ
ば
労
働
者

不
足
も
ど
ん
ど
ん
解
消
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
︑

こ
の﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂は
︑

﹁
禍
﹂
の
よ
う
な
も
の
︑﹁
災

害
﹂
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
︒
防
災
の

世
界
に
は
﹁
災
害
を
転
じ
て

幸
い
に
す
る
﹂
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
︒﹁
万
事
塞
翁

が
馬
﹂
と
い
う
言
葉
も
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
︑
こ
の
﹁
２

０
２
４
年
問
題
﹂を
契
機
に
︑

モ
ノ
の
値
段
︑
価
格
が
し
っ

か
り
と
適
正
化
さ
れ
︑
賃
金

が
上
が
り
︑
そ
し
て
若
い
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
が
将
来
の
自

分
の
人
生
設
計
の
た
め
に
︑

た
く
さ
ん
こ
の
業
界
に
入
っ

て
く
る
︑
そ
う
い
う
未
来
を

創
る
き
っ
か
け
と
な
る
の
が
一

番
い
い
な
と
今
改
め
て
感
じ

て
い
ま
す
︒

　

今
ま
で
の
議
論
の
中
で
︑

特
に
最
後
の
高
岡
教
授
の
お

っ
し
ゃ
っ
た
︑
適
正
価
格
に
し

て
賃
金
を
上
げ
て
い
く
と
い

う
時
に
︑悪
質
な
事
業
者
が
︑

労
働
の
対
価
を
安
く
し
よ
う

と
す
る
わ
け
で
す
ね
︒
法
律

を
度
外
視
し
て
い
る
よ
う
な

会
社
が
︑
運
送
事
業
者
10
社

の
う
ち
１
社
で
も
あ
れ
ば
︑

こ
れ
は
﹁
悪
貨
が
良
貨
を
駆

逐
﹂
し
て
︑
価
格
が
上
が
り

ま
せ
ん
︒
真
面
目
に
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
運
送
事
業

者
が
価
格
を
上
げ
よ
う
と
し

た
ら
仕
事
が
減
っ
て
︑
不
真

面
目
な
︑
い
い
加
減
な
仕
事

を
し
て
い
る
よ
う
な
悪
質
事

業
者
が
︑﹁
濡
れ
手
に
粟
﹂

で
商
売
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
起
こ
り
ま
す
︒
本
日

こ
こ
に
お
ら
れ
る
の
は
︑
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の
会
員
事
業
者

の
方
ば
か
り
で
す
が
︑
協
会

外
の
事
業
者
の
方
が
い
た
り

す
る
と
︑
な
か
な
か
国
交
省

の
指
導
も
聞
か
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
︒
こ
う
い

高岡　美佳　氏

シンポジウムダイジェスト

「
適
正
運
賃
・
料
金
の
収
受
」
と
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
ア
ッ
プ
」
が
重
要

「
適
正
運
賃
・
料
金
の
収
受
」
と
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
ア
ッ
プ
」
が
重
要
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本
日
は
こ
の
よ
う
に
盛
大

な
形
で
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
こ
と
︑
ま
こ
と
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒

　

ま
ず
１
つ
目
に
︑
前
回
の

名
古
屋
で
の
事
業
者
大
会
が

開
催
さ
れ
た
１
年
く
ら
い
前

か
ら
思
い
返
し
て
み
ま
す
と
︑

当
時
は
﹁
２
０
２
４
年
問
題

が
大
変
だ
﹂
と
︑
あ
る
意
味

逆
風
が
吹
い
て
い
る
状
態
で

し
た
︒
し
か
し
︑
そ
の
後
の

皆
様
方
の
奮
闘
の
お
か
げ
で
︑

い
ま
こ
れ
が
﹁
追
い
風
﹂
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
︒
こ
の

追
い
風
に
対
し
て
︑
し
っ
か

り
と
帆
を
張
っ
て
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

そ
の
上
で
２
つ
目
で
す
け

れ
ど
も
︑
２
０
２
４
年
問
題

と
い
う
も
の
は
︑
２
０
２
４

年
さ
え
乗
り
切
れ
ば
終
わ
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
言

葉
を
変
え
ま
す
と
︑﹁
２
０
２

４
年
と
い
う
の
は
終
わ
り
で

は
な
く
始
ま
り
だ
﹂
と
い
う

こ
と
で
す
︒
今
後
一
層
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
く
中
で
︑
労
働
力
確
保
へ

の
対
応
を
し
っ
か
り
と
始
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

　

そ
れ
か
ら
３
つ
目
に
︑﹁
適

正
運
賃
収
受
﹂︑﹁
価
格
転
嫁
﹂

を
し
っ
か
り
と
進
め
て
︑
そ

れ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
を

良
く
す
る
た
め
の
原
資
と
し

て
活
用
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
を
よ
り
魅
力
あ
る
産
業

に
し
て
い
く
と
い
う
方
向
に

繋
げ
て
い
く
こ
と
で
す
︒

　

一
方
で
︑
近
年
燃
料
費
や

人
件
費
な
ど
の
物
価
高
騰
が

加
速
し
て
い
ま
す
︒
そ
う
し

た
中
で
や
は
り
大
事
な
の
は
︑

し
っ
か
り
と
適
正
運
賃
を
荷

主
に
払
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
と
同
時
に
︑
物
流
の

効
率
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
︒
適
正
運
賃
収
受
と
物
流

の
効
率
化
︑
い
ず
れ
も
荷
主

が
協
力
し
て
く
れ
な
い
と
始

ま
り
ま
せ
ん
︒
逆
に
言
う
と
︑

﹁
荷
主
が
協
力
し
て
く
れ
れ

ば
実
現
に
向
け
て
前
に
進
ん

で
い
け
る
﹂
と
信
じ
︑
そ
の

た
め
の
施
策
を
打
ち
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
︒

　

近
く
取
り
ま
と
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
経
済
対
策
︑

そ
し
て
新
年
度
予
算
編
成
︑

さ
ら
に
来
年
に
は
荷
主
の
協

力
を
得
る
た
め
の
法
制
化
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
が
続

い
て
い
き
ま
す
︒
ま
さ
に﹁
道

な
き
道
を
進
ん
で
い
く
﹂
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
我

々
国
土
交
通
省
も
全
力
を
尽

く
し
ま
す
が
︑
ぜ
ひ
力
を
合

わ
せ
て
︑
業
界
の
皆
様
と
一

緒
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
︒

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連
携
し

業
界
の
諸
課
題
解
決
に
取
り
組
む

秋
元　

克
広　

札
幌
市
長

「
２
０
２
４
年
問
題
」
解
決
に
向
け
て

手
を
取
り
合
っ
て
道
な
き
道
を
進
も
う

鶴
田　

浩
久　

国
土
交
通
省
物
流
・
自
動
車
局
長

秋元　克広
札幌市長

鶴田　浩久
国土交通省物流・自動車局長

　

再
開
し
た
全
体
会
議
で
は
︑

﹁
荷
主
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
構
築
し
︑
商
慣
行
の

見
直
し
及
び
長
時
間
労
働
の

是
正
と
取
引
環
境
の
改
善
を

図
り
︑﹃
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
﹄
を
解
決
﹂︑﹁﹃
標
準

的
な
運
賃
﹄
の
活
用
と
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
に
よ
る
価
格

転
嫁
を
実
現
﹂
な
ど
８
項
目

の
大
会
決
議
（
別
掲
）
を
︑

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
青
年

部
連
絡
協
議
会
の
比
良
友
彦

会
長
が
読
み
上
げ
︑
満
場
の

拍
手
を
も
っ
て
採
択
さ
れ
た
︒

続
い
て
︑
鶴
田
浩
久
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
長
と

秋
元
克
広
札
幌
市
長
が
来
賓

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た（
別
掲
）︒

　

ま
た
︑大
会
に
引
き
続
き
︑

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
︒

再
開
全
体
会
議

第28回全国トラック運送事業者大会特集第28回全国トラック運送事業者大会特集
再
開
全
体
会
議

来
賓
あ
い
さ
つ

い
て
よ
り
定
着
が
進
ん
だ
電

子
商
取
引
︑
い
わ
ゆ
る
Ｅ
Ｃ

の
需
要
急
増
な
ど
に
よ
り
︑

物
流
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
一
方
で
︑
世
界
情
勢
不
安

な
ど
を
背
景
と
し
た
燃
料
費

の
高
止
ま
り
や
﹁
２
０
２
４

年
問
題
﹂
に
伴
う
労
働
力
不

足
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
お
り
︑
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
︒

　

こ
の
よ
う
な
中
︑
今
ま
さ

に
直
面
し
て
い
る
大
き
な
時

代
の
変
化
に
順
応
し
て
い
く

た
め
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
や
行
政
︑
荷
主
企
業

と
い
っ
た
様
々
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
手
を
取
り
合
っ

て
︑
課
題
に
向
き
合
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

ま
す
︒

　

ま
た
物
流
業
務
は
︑
本
市

に
お
い
て
も
主
要
な
産
業
の

　

全
国
各
地
か
ら
お
越
し
の

皆
様
を
︑
心
か
ら
歓
迎
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
︒

　

本
日
は
第
28
回
全
国
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会
を
︑

こ
こ
札
幌
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
︑
ま
ず
も
っ

て
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
︒

　

こ
の
札
幌
で
は
︑
平
成
25

年
の
第
18
回
大
会
以
来
と
な

る
︑
10
年
ぶ
り
の
開
催
に
な

り
ま
す
︒
改
め
て
︑
全
国
各

地
か
ら
お
越
し
い
た
だ
い
た

皆
様
方
を
︑
市
民
を
代
表
し

て
歓
迎
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

坂
本
会
長
︑
北
海
道
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
工
藤
会
長
を
は
じ

め
︑
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
︑
日
頃
よ
り
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
発
展
は
も
と
よ

り
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
通
じ

国
民
生
活
の
維
持
向
上
や
経

済
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
︑
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
︒

　

我
が
国
の
物
流
を
取
り
巻

く
状
況
は
︑
コ
ロ
ナ
禍
に
お

ひ
と
つ
で
あ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
を
中
心
と
し
た
物
流
体

制
の
確
保
は
︑
札
幌
経
済
の

活
性
化
や
︑
市
民
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
︒
そ
の
た
め
︑
本
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
︑
札
幌
地
区

ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
皆
様
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
︑
本
年
度

か
ら
業
務
の
効
率
化
や
経
営

安
定
化
に
係
る
取
り
組
み
に

対
し
て
の
助
成
を
開
始
し
た

ほ
か
︑
道
内
物
流
の
要
衝
で

あ
る
大
谷
地
流
通
業
務
団
地

の
物
流
機
能
を
高
度
化
さ
せ

る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
︒

　

今
後
も
関
係
の
皆
様
方
と

連
携
し
な
が
ら
︑
安
定
的
か

つ
効
率
的
な
物
流
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
︑

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
引
き

続
き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　

全
体
会
議
終
了
後
に
は
︑

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
地
下

２
階
﹁
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
﹂
と

３
階
﹁
エ
メ
ラ
ル
ド
﹂
に
会

場
を
移
し
︑
懇
親
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
︒

　

懇
親
会
は
︑
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
か
わ
む
ら
は
る

な
さ
ん
の
進
行
で
進
め
ら
れ
︑

松
橋
謙
一
札
幌
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
会
長
は
︑﹁
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
７
地
区
ト
協
会
を

挙
げ
て
歓
迎
す
る
と
と
も

に
︑
盛
大
に
本
大
会
が
開
催

出
来
た
こ
と
に
対
し
︑
衷
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
﹂
と

あ
い
さ
つ
︒
引
き
続
き
︑
鈴

木
直
道
北
海
道
知
事
に
よ
る

歓
迎
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
︑

冨
原
亮
北
海
道
議
会
議
長
が

乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
︒

　

提
供
さ
れ
た
料
理
で
は
︑

鈴
木
北
海
道
知
事
が
歓
迎
あ

い
さ
つ
の
中
で
大
々
的
に
宣

伝
し
た
北
海
道
産
帆
立
貝
な

ど
︑
北
海
道
の
食
材
が
多
く

使
わ
れ
︑
北
海
道
の
食
の
魅

力
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
メ
ニ

ュ
ー
と
な
っ
た
︒

　

懇
談
を
は
さ
み
︑
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
井
上
強
嗣
氏
（
北

海
道
千
歳
市
出
身
）
と
新
田

昌
弘
氏
（
同
札
幌
市
出
身
）

で
構
成
さ
れ
る
﹁
和
心
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
﹂
が
津
軽
三
味
線
＆

江
差
追
分
を
披
露
︒

　

ま
た
︑
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
チ
ア
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
チ
ー
ム
﹁
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
ガ
ー
ル
﹂
で
お
な
じ
み
の

﹁
き
つ
ね
ダ
ン
ス
﹂
が
披
露

さ
れ
た
︒

　

会
の
最
後
に
は
︑
赤
石
美

枝
子
釧
根
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協

会
会
長
が
閉
宴
あ
い
さ
つ
を

述
べ
︑
懇
親
会
は
閉
幕
︒
全

国
か
ら
参
集
し
た
出
席
者
た

ち
が
︑
華
や
か
な
宴
の
中
で

親
睦
を
深
め
た
︒

大
会
決
議

　

私
た
ち
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
、

産
業
活
動
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
災
害
時
に
は

被
災
地
に
向
け
た
緊
急
・
救
援
物
資
輸
送
を
迅
速
に
行
う
と

と
も
に
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
基
盤
産
業
の
担
い
手

と
し
て
、
重
要
な
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
日
夜
懸
命
に
努
力

し
て
い
る
。

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
、「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」

を
奇
貨
（
き
か
）
と
し
て
、政
府
が
本
年
６
月
に
決
定
し
「
物

流
革
新
に
向
け
た
政
策
パッ
ケ
ー
ジ
」
で
示
さ
れ
た
、「
商
慣

行
の
見
直
し
」、「
物
流
の
効
率
化
」、「
荷
主
や
消
費
者
の

行
動
変
容
」
に
対
し
、
官
民
一
体
と
な
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

って
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

我
々
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
社
会
と
の
共
生

を
図
り
な
が
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
叡
智
（
え
い
ち
）

と
総
力
を
結
集
し
て
、
こ
れ
ら
当
面
す
る
諸
課
題
に
勇
気
を

も
って
果
敢
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
、
我
々
は
本
日
、
第
28
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
本
大
会
の
総
意
を
も
って
、

以
下
の
と
お
り
決
議
す
る
。

　一、	

荷
主
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
、
商
慣
行
の
見

直
し
及
び
長
時
間
労
働
の
是
正
と
取
引
環
境
の
改
善
を

図
り
、「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」
を
解
決
し
よ
う

一、「
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
」
と
連
携
し
、
適
正
な
取
引
を
阻
害

す
る
荷
主
企
業
を
排
除
し
よ
う　

一、	

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
働
く
人
々
や
国
民
の
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、「
標
準
的
な
運
賃
」
の
活
用
と
燃
料
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
に
よ
る
価
格
転
嫁
を
実
現
し
よ
う

一、	
物
流
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
物
流
Ｄ
Ｘ
・
物
流
Ｇ
Ｘ
を

推
進
し
よ
う　

一、	

深
刻
な
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
多
様
な
施
策

に
よ
る
良
質
な
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
確
保
を
図
ろ
う　

一、	

高
速
道
路
料
金
の
割
引
の
拡
充
及
び
高
速
道
路
や一般
道

路
の
ト
ラ
ッ
ク
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
休
憩
施
設
を
増
設
し
、

運
行
の
安
全
確
保
を
図
ろ
う　

一、	

交
通
事
故
と
労
災
事
故
の
防
止
は
、
我
々
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
原
点
。
事
故
の
撲
滅
に
向
け
、
さ
ら
に
邁
進
し

よ
う

一、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体
制
を
確
立

し
よ
う

右
、
決
議
す
る
。

令
和
５
年
10
月
４
日

第
28
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
大
会

決
議
文
を
読
み
上
げ
る
、
北
海
道
ト
協

青
年
部
連
絡
協
議
会
の
比
良
友
彦
会
長

工藤修二北海道ト協会長

懇
親
会

歓迎あいさつをする鈴木直道北海道知事

津軽三味線＆江差追分を披露する「和心ブラザーズ」

人気の「きつねダンス」が披露された

松橋謙一札幌地区ト協会長による懇親会歓迎あいさつ

冨原亮北海道議会議長の音頭で乾杯

赤石美枝子釧根地区ト協会長による閉宴あいさつ
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２
０
１
８
年
に
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
が
発
生
し
︑
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
起
き
た
際
︑

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
は
店
舗
を

開
け
て
感
謝
さ
れ
た
︒
し
か

し
︑
夕
方
に
は
販
売
す
る
モ

ノ
が
全
く
な
く
な
っ
た
︒
そ

の
状
況
を
見
て
私
は
︑﹁
店

舗
が
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
く
︑
商
品

が
な
け
れ
ば
︑﹁
店
舗
は
単

な
る
ハ
コ
に
過
ぎ
な
い
﹂
と

思
っ
た
︒

　

私
ど
も
は
︑
実
際
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て

い
る
︒
物
流
の
運
行
企
画
な

ど
は
自
前
で
行
っ
て
お
り
︑

物
流
企
業
も
グ
ル
ー
プ
内
で

持
っ
て
い
る
︒
今
︑
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
は
１
２
０
０
店

超
経
営
し
て
い
る
が
︑
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
に
お
い
て

物
流
と
い
う
の
は
中
核
で
あ

り
︑
物
流
は
他
人
ご
と
で
は

な
く
て
︑自
分
ご
と
で
あ
る
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
と
い
わ
れ
︑

時
間
外
労
働
時
間
が
厳
し
く

規
制
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
本

当
の
問
題
は
20
~
24
歳
代
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
非
常
に
少
な

く
︑
若
い
人
が
ド
ラ
イ
バ
ー

に
な
り
た
が
ら
な
い
と
い
う

の
が
﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂

の
最
大
の
問
題
︒
な
り
手
が

出
て
く
る
仕
組
み
を
日
本
全

体
で
作
っ
て
い
か
な
い
と
︑

結
局
は
物
流
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
︒
そ
の
先
に
は
︑
産
業

そ
の
も
の
の
崩
壊
が
あ
り
︑

流
通
（
店
舗
）
は
単
な
る
物

置
に
な
っ
て
い
く
だ
け
だ
︒

だ
か
ら
こ
れ
は
︑
荷
主
側
も

自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
な

い
と
い
け
な
い
︒

　

長
時
間
労
働
や
低
賃
金
︑

そ
う
し
た
劣
悪
な
労
働
環
境

の
中
で
は
誰
も
そ
の
業
界
に

魅
力
は
感
じ
な
い
︒
そ
れ
を

２
０
２
４
年
以
降
は
︑
非
常

に
働
き
や
す
い
環
境
に
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒こ
れ
が

﹁
２
０
２
４
年
問
題
﹂
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
理
解
し
て
い
る
︒

　

流
通
に
お
い
て
︑
問
題
点

は
そ
の
構
造
︒﹁
製
・
配
・

販
﹂
と
い
う
構
造
が
ず
っ
と

長
く
流
通
の
中
で
い
わ
れ
て

き
た
︒﹁
製
﹂は
製
造
業
︑﹁
配
﹂

は
卸
売
業
で
︑﹁
販
﹂
は
小

売
業
︒
で
は
こ
の
中
に
な
ぜ

ス
テ
ィ
ク
ス
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
﹂︒

　

例
え
ば
︑
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
作
っ
て
い
る
が
︑
実
は
ロ

ッ
テ
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を

私
ど
も
が
作
っ
て
い
る
︒
ロ
ッ

テ
の
ア
イ
ス
工
場
が
北
海
道

に
な
い
こ
と
か
ら
︑
本
州
か

ら
持
っ
て
き
て
冷
凍
物
流
す

る
よ
り
も
︑
北
海
道
で
同
じ

ス
ペ
ッ
ク
で
作
っ
た
ほ
う
が
い

い
と
い
う
こ
と
︒
我
々
の
工

場
で
作
っ
た
ア
イ
ス
を
ロ
ッ
テ

の
札
幌
セ
ン
タ
ー
に
納
め
︑

あ
と
は
ロ
ッ
テ
が
当
社
の
店

舗
に
も
供
給
し
︑
他
の
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
に
も
供
給
す
る
︒
遠
く
本

州
か
ら
冷
凍
物
流
す
る
よ
り

は
︑
北
海
道
の
中
で
消
費
す

る
商
品
は
北
海
道
で
生
産
す

る
︑
そ
う
い
う
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
発
想
か
ら
き
た
生
産
の

現
場
の
変
化
だ
︒

　

ま
た
今
︑
我
々
の
工
場
で

は
︑
各
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
製

品
も
製
造
し
て
い
る
︒
結
局
︑

重
た
い
も
の
を
本
州
か
ら
運

ん
で
く
る
よ
り
は
︑
北
海
道

で
消
費
す
る
分
は
北
海
道
の

会
社
・
工
場
で
作
っ
た
ほ
う

が
い
い
︑
と
い
う
発
想
で
あ

る
︒
ほ
ん
の
２
例
だ
が
︑
や

は
り
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
側
か

ら
︑
経
営
の
や
り
方
が
変
わ

っ
て
い
く
と
い
う
の
が﹁
Ｌ
Ｘ
﹂

で
あ
り
︑
こ
れ
か
ら
た
く
さ

ん
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
起

き
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑﹁
地
域
の
中
で

循
環
さ
せ
る
﹂
と
い
う
仕
組

み
に
つ
い
て
︒﹁
地
域
産
業
エ

コ
シ
ス
テ
ム
﹂
と
い
う
ふ
う

に
我
々
は
呼
ん
で
い
る
︒
要

は
︑
地
域
の
も
の
を
使
っ
て
︑

地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
こ

と
︒
当
社
で
は
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
を
作
っ
て
い
る
が
︑
以

前
は
全
部
ア
メ
リ
カ
か
ら
ア

イ
ダ
ホ
ポ
テ
ト
を
輸
入
・
製

造
し
て
い
た
︒
と
こ
ろ
が
去

年
か
ら
値
上
げ
を
さ
れ
た
︒

そ
れ
な
ら
も
う
北
海
道
産
に

切
り
替
え
て
し
ま
お
う
と
い

う
こ
と
で
︑
ア
イ
ダ
ホ
産
よ

り
お
い
し
い
北
海
道
産
の
も

の
を
作
っ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
揚
げ
物
を
す
れ
ば

油
が
出
る
︒
当
社
で
は
︑
廃

食
油
１
６
０
万
㍑
を
店
舗
か

ら
全
部
回
収
し
て
︑
ボ
イ
ラ

ー
で
燃
や
し
た
り
︑
４
年
ほ

ど
前
に
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ

ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ
ー
エ
ル
）
を
精

製
す
る
会
社
を
買
収
し
た
り

し
た
︒
ま
た
︑
こ
の
Ｂ
Ｄ
Ｆ

を
自
社
の
ト
ラ
ッ
ク
で
使
用

し
た
り
︑
新
千
歳
空
港
の
貨

物
作
業
用
車
両
で
使
用
し
て

も
ら
っ
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
に
︑
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
し
な
が
ら
︑
北
海

道
の
ブ
ラ
ン
ド
と
︑
セ
コ
マ

ブ
ラ
ン
ド
を
引
っ
提
げ
て
︑

北
海
道
の
商
品
を
全
国
ま
で

届
け
て
い
る
︒ 

（
要
旨
）

員
が
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
を
使

う
と
い
う
勘
定
に
な
る
︒
一

番
多
い
人
は
９
７
０
回
︒
こ

れ
は
︑
毎
日
朝
昼
晩
︑
土
曜

日
も
日
曜
日
も
来
て
く
れ
る

お
客
様
が
い
る
と
い
う
こ
と

だ
︒
そ
し
て
︑
そ
の
お
客
様

は
同
じ
お
店
を
使
う
︒
も
し

そ
の
お
店
が
嫌
が
ら
れ
て
し

ま
っ
た
ら
︑
１
人
の
お
客
様

を
失
う
の
で
は
な
く
て
︑
９

７
０
人
を
い
っ
ぺ
ん
に
失
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
︒だ
か
ら
︑

生
活
に
密
着
し
て
︑
お
客
様

に
密
着
し
な
が
ら
︑
地
域
で

慕
わ
れ
る
よ
う
な
経
営
を
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
︒

　

も
う
ひ
と
つ
外
せ
な
い
本

質
は
︑
北
海
道
に
は
い
ろ
い

ろ
な
原
材
料
や
産
品
が
あ
る

こ
と
︒
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
︑

い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
作
っ
て
い

る
︒
北
海
道
の
地
域
の
恵
み

に
我
々
は
も
の
す
ご
く
助
け

ら
れ
て
い
る
︒﹁
地
域
の
恵
み

を
育
て
て
い
る
方
々
と
共
生

し
て
発
展
し
て
い
こ
う
﹂
と

い
う
こ
と
が
我
々
の
事
業
の

本
質
で
も
あ
る
︒

　

北
海
道
の
人
口
は
５
４
０

万
人
で
︑
中
国
は
14
億
人
︒

こ
れ
は
明
ら
か
に
14
億
人
の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
大
き
い
︒
し
か
し
︑
我

々
に
は
年
に
９
７
０
回
も
お

店
に
来
て
く
れ
る
人
が
い
る

わ
け
で
︑
仮
に
５
４
０
万
人

の
道
民
全
員
が
毎
日
３
６
５

回
来
て
く
れ
る
と
︑
計
算
上

で
は
約
20
億
人
︒
20
億
人
で

あ
れ
ば
北
海
道
の
ほ
う
が
中

国
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
り
も
大

き
い
と
判
断
で
き
る
︒
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
い
う
の
は
︑
平
面
で

﹁
こ
こ
に
は
何
人
住
ん
で
い

て
﹂
と
二
次
元
の
世
界
で
考

え
る
の
で
は
な
く
︑
深
い
三

次
元
の
世
界
で
考
え
る
こ
と

が
重
要
だ
︒

　

社
員
に
よ
く
言
う
こ
と
だ

が
︑
お
客
様
を
作
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
︒
売
上

が
一
気
に
上
が
っ
て
い
く
よ
う

な
繁
盛
店
で
は
な
く
︑
固
定

客
に
ず
っ
と
長
く
愛
さ
れ
て

い
く
よ
う
な﹁
強
い
店
﹂︒﹁
売

れ
る
店
﹂よ
り
も﹁
強
い
店
﹂︑

﹁
サ
ク
セ
ス
フ
ル
﹂
な
店
よ

り
も
﹁
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
﹂
な

店
を
作
っ
て
ほ
し
い
︑
と
社

員
た
ち
に
は
言
っ
て
い
る
︒

◆

　

私
は
﹁
物
流
Ｌ
Ｘ
﹂
と
い

う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
︒

こ
れ
は
︑
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が

事
業
や
経
営
の
あ
り
方
を
変

え
て
い
く
︑
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
ム
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
︒

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
中
心
に
な

っ
て
︑
い
ろ
ん
な
こ
と
が
変
わ

っ
て
い
く
︑
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
を

表
し
た
私
の
造
語
で
﹁
ロ
ジ

株
式
会
社
セ
コ
マ　

代
表
取
締
役
会
長　

丸
谷　

智
保
氏

株
式
会
社
セ
コ
マ　

代
表
取
締
役
会
長　

丸
谷　

智
保
氏

　

事
業
者
大
会
の
開
催
に
先
立
つ
10

月
３
日
に
は
︑
札
幌
市
北
区
の
茨
戸

川
緑
地
に
て
︑
第
20
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク

の
森
﹂
植
樹
式
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

植
樹
式
で
は
冒
頭
︑
工
藤
修
二
北

海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
が
あ
い
さ

つ
︒﹁
今
回
植
樹
を
行
う
場
所
は
︑

平
成
25
年
に
実
施
し
た
﹃
ト
ラ
ッ
ク

の
森
﹄
植
樹
式
の
北
東
に
隣
接
し
た

場
所
で
あ
る
︒
10
年
前
に
植
樹
し
︑

す
っ
か
り
成
長
し
た
木
々
の
隣
で
本

日
植
樹
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
対
し
︑

感
慨
深
さ
を
感
じ
て
い
る
﹂
と
述
べ

た
上
で
︑﹁
北
海
道
は
自
然
が
豊
か

で
は
あ
る
が
︑
近
年
で
は
地
球
温
暖

化
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
︑
環

境
対
策
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
る
︒

北
海
道
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
し
て
は
︑

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
︑
引
き
続
き
環
境

対
策
を
推
進
し
て
い
く
﹂と
語
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
出
席
者
が
ハ
ル
ニ
レ
（
５

本
）
と
ヤ
チ
ダ
モ
（
10
本
）
を
植
樹
︒

ま
た
︑
記
念
看
板
除
幕
式
と
記
念
撮

影
を
行
っ
た
︒

　

そ
の
後
︑
佐
々
木
美
香
子
札
幌
市

北
区
長
か
ら
松
橋
謙
一
北
海
道
ト
ラ

ッ
ク
協
会
副
会
長
に
対
し
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
︒

　

式
の
最
後
に
は
︑
二
又
茂
明
全
ト

協
副
会
長
（
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
推
進

委
員
長
）が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
︑

﹁
札
幌
市
郊
外
は
植
樹
活
動
が
盛
ん

な
場
所
で
あ
る
︒
今
回
の
植
樹
を
通

じ
て
︑
地
域
の
皆
様
方
に
は
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
対
し
て
よ
り
親
し
み

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
︒
全
ト
協
で
は
︑﹃
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
﹄
を

策
定
し
︑
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
︑

今
回
の
よ
う
な
植
樹
活
動
は
そ
う
し

た
活
動
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
︒
今
後
も
全
国
の
協
会
に
植

樹
活
動
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
﹂
と
述
べ
た
︒

ハ
ル
ニ
レ
、ヤ
チ
ダ
モ
を
合
計
15
本
植
樹

植
樹
活
動
を
通
じ
て
よ
り
親
し
み
の
あ
る
業
界
に

第
20
回「
ト
ラ
ッ
ク
の
森
」植
樹
式

記　念
講演会

第28回全国トラック運送事業者大会特集第28回全国トラック運送事業者大会特集

物
流
業
が
入
っ
て
い
な
い
の

か
︒実
際
は﹁
製
・
配
・
販
﹂

の
間
に
は
す
べ
て
物
流
が
必

要
な
は
ず
︒
こ
う
し
た
妙
な

分
業
の
中
で
物
流
が
埋
没
し

て
い
る
︒
し
か
も
多
く
が
︑

商
品
価
格
の
中
に
物
流
コ
ス

ト
が
練
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ

て
︑
明
確
な
物
流
コ
ス
ト
が

分
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
︒

　

さ
ら
に
言
う
と
︑﹁
販
﹂

の
そ
の
先
に
︑
い
わ
ゆ
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
あ

る
︒
我
々
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

は
創
業
が
１
９
７
１
年
︑
50

年
そ
こ
そ
こ
︒
さ
ら
に
そ
の

後
生
ま
れ
た
の
が
宅
配
︑
ネ

ッ
ト
通
信
販
売
で
︑
そ
れ
は

ま
た
別
の
物
流
が
必
要
に
な

る
︒
コ
ン
ビ
ニ
配
送
で
は
店

舗
ル
ー
ト
配
送
を
す
る
︒
横

持
ち
で
は
な
く
店
舗
の
ル
ー

ト
配
送
だ
︒
一
方
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
宅
配
︑
個
配
と
い
う

新
た
な
物
流
へ
変
わ
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
流
通
業

は
﹁
製
・
配
・
販
﹂
の
構
造

の
ま
ま
だ
︒

◆

　
﹁
セ
コ
マ
﹂
と
い
う
グ
ル
ー

プ
の
概
要
に
つ
い
て
ざ
っ
と
説

明
す
る
と
︑
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
と
い
う
よ
り
は
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
会
社
で
あ

る
︒
原
料
の
生
産
か
ら
食
品

製
造
︑
そ
れ
を
物
流
︑
店
舗

で
販
売
す
る
一
連
の
流
れ
を

経
営
す
る
の
が
﹁
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
経
営
﹂︒
農
業
生
産

法
人
か
ら
始
ま
り
︑
食
品
製

造
事
業
︑
牛
乳
工
場
︑
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
製
造
な
ど
実
は

様
々
な
会
社
を
保
有
し
て
い

る
︒
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

流
れ
の
ち
ょ
う
ど
中
ほ
ど
に

中
心
的
な
存
在
で
あ
る
物
流

事
業
が
あ
る
︒

　

こ
の
物
流
事
業
に
つ
い
て

は
︑
店
舗
を
作
る
た
め
に
は

物
流
網
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
︑
か
な
り
早
く
か
ら
物

流
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
︒

さ
ら
に
１
９
９
６
年
ご
ろ
か

ら
５
年
計
画
で
１
２
０
億
円

を
投
資
し
︑
道
内
の
各
所
に

物
流
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し

て
︑
最
終
的
に
は
２
０
０
１

年
に
一
番
大
き
な
物
流
セ
ン

タ
ー
を
作
っ
た
︒
現
在
︑
北

海
道
13
か
所
︑
本
州
３
か
所

に
整
備
し
︑
ま
た
︑
自
動
倉

庫
も
保
有
し
て
い
る
︒

　

こ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
を

全
道
に
配
置
し
な
が
ら
物
流

を
形
成
し
て
い
る
︒
道
内
の

主
な
都
市
に
横
持
ち
を
走
ら

せ
︑
そ
こ
か
ら
店
舗
ル
ー
ト

物
流
を
走
ら
せ
る
仕
組
み

だ
︒ト
ラ
ッ
ク
は
２
２
４
０
台
︑

１
日
の
配
送
距
離
は
累
計
７

万
㌔
㍍
に
な
る
︒

　

い
ち
ば
ん
川
下
に
︑
北
海

道
の
方
に
お
な
じ
み
の
﹁
セ

イ
コ
ー
マ
ー
ト
﹂
が
あ
り
︑

店
舗
数
が
１
２
４
４
︑
売
上

が
２
０
０
０
億
円
︒
現
在
︑

直
営
店
が
８
割
以
上
を
占
め

て
い
る
︒
北
海
道
１
７
５
の

市
町
村
に
展
開
し
て
︑
全
道

を
99
・
８
％
と
い
う
カ
バ
ー

率
が
実
現
で
き
て
い
る
︒

◆

　
﹁
事
業
の
本
質
﹂
と
い
う

も
の
を
私
は
よ
く
考
え
︑
事

業
の
本
質
か
ら
外
れ
な
い
よ

う
に
経
営
︑判
断
し
て
い
る
︒

ひ
と
つ
は
︑﹁﹃
お
客
様
﹄
は

誰
か
﹂
と
い
う
こ
と
︒
店
舗

に
い
る
従
業
員
は
︑
ア
ル
バ

イ
ト
が
多
く
︑
私
は
お
客
様

だ
と
思
っ
て
い
る
︒
こ
の
﹁
第

一
の
お
客
様
﹂
が
︑
店
舗
で

働
い
て
い
る
人
た
ち
で
︑﹁
第

二
の
お
客
様
﹂
が
店
舗
で
買

い
物
を
し
て
く
れ
る
お
客
様
︒

ま
ず
﹁
第
一
の
お
客
様
﹂
が

働
き
や
す
い
よ
う
な
職
場
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
︒﹁
事
業
の
本
質
は
外

さ
な
い
﹂︑﹁
お
客
様
の
こ
と

を
常
に
考
え
て
い
く
﹂
と
い

う
よ
う
な
経
営
を
し
て
い
る
︒

　

地
域
に
密
着
し
た
経
営
を

し
て
お
り
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
売
上
が
落
ち
ず
︑
我
々

は
売
上
が
逆
に
伸
び
続
け

た
︒
地
域
に
密
着
し
て
い
る

の
で
︑﹁
セ
コ
マ
で
買
え
ば
何

で
も
足
り
る
﹂
と
思
っ
た
お

客
様
が
多
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

　

さ
ら
に
﹁
事
業
の
本
質
を

考
え
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
簡

単
に
申
し
上
げ
る
と
︑
売
上

が
２
０
０
０
億
円
と
い
う
数

字
は
あ
ま
り
大
き
な
問
題
で

は
な
い
︒
問
題
は
︑
販
売
数

量
が
９
億
個
あ
る
う
ち
の
１

個
の
平
均
価
格﹁
２
２
２
円
﹂

で
あ
る
︒
全
体
の
売
上
が
ど

う
や
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
︑
こ
れ
を
９
億
個

を
売
る
こ
と
で
２
０
０
０
億

円
に
な
る
︒
１
個
２
０
０
円

ぐ
ら
い
の
商
品
を
売
っ
て
い
る

の
が
我
々
の
商
売
で
あ
る
︒

　

そ
れ
か
ら
︑
お
客
様
が
２

億
３
千
万
人
来
店
し
て
く
れ

て
い
る
︒
こ
れ
を
道
民
の
総

人
口
で
割
っ
て
平
均
す
る
と
︑

年
に
45
・
２
回
︒
だ
い
た
い

毎
週
１
回
ぐ
ら
い
は
道
民
全

「地域密着経営～道内産品を生かしたオリジナル戦略の展開～」

植樹記念看板の除幕式を行う坂本会長（右から2人目）、
二又副会長（右）、工藤北海道ト協会長（左から2人目）、
松橋北海道ト協副会長（左）

ハルニレ、ヤチダモなどの植樹を行う坂本会長（中央）、
工藤北海道ト協会長（左）、佐々木区長（右）
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㈲
鎌
田
物
流
サ
ー
ビ
ス

（
鎌
田
大
将
代
表
取
締
役
）

は
︑
ベ
ニ
ヤ
や
合
板
︑
リ
サ

イ
ク
ル
紙
製
品
︑
工
業
部
品

製
品
な
ど
を
︑
中
京
圏
を
は

じ
め
関
東
︑
関
西
︑
北
陸
地

方
な
ど
に
輸
送
し
て
い
る
運

送
会
社
で
あ
る
︒

　

岐
阜
県
中
津
川
市
で
は
︑

例
年
12
月
末
頃
か
ら
降
雪
が

み
ら
れ
る
︒
そ
の
た
め
︑
同

社
で
は
11
月
初
旬
か
ら
順
次

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
を
行

う
と
と
も
に
︑
車
両
に
チ
ェ

ー
ン
を
搭
載
し
︑
必
要
時
に

迅
速
に
装
着
で
き
る
よ
う
︑

冬
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て

い
る
︒

　
﹁
降
積
雪
期
に
お
い
て
も

輸
送
の
安
全
を
確
保
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
早
め
の
備
え

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
︒
安
全
に

対
す
る
意
識
が
高
い
取
引
先

の
荷
主
の
中
に
は
︑
冬
用
タ

イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
な
い
車

両
は
構
内
へ
の
入
場
を
禁
止

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
︒
11
月
初
旬
か
ら
冬
用
タ

イ
ヤ
へ
の
付
け
替
え
を
進
め

る
と
と
も
に
︑
積
雪
の
多
い

北
陸
地
方
や
駒
ケ
根
方
面
に

向
か
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
必

ず
チ
ェ
ー
ン
を
携
行
さ
せ
︑

必
要
に
応
じ
て
早
め
に
装
着

を
行
う
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
﹂（
鎌
田
社
長
）

　

近
年
は
暖
冬
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
︑
以
前
に
比
べ
る

と
積
雪
量
は
少
な
く
な
っ
て

お
り
︑
そ
れ
と
と
も
に
ド
ラ

イ
バ
ー
が
チ
ェ
ー
ン
を
装
着

す
る
機
会
も
減
少
し
て
い
る

　

近
年
︑
業
界
内
に
お
い
て

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
︑
冬
用

タ
イ
ヤ
に
交
換
し
た
大
型
ト

ラ
ッ
ク
等
か
ら
左
後
輪
が
外

　

同
社
で
は
毎
月
︑
全
車
両

を
対
象
に
し
た
﹁
１
か
月
点

検
﹂
を
実
施
し
て
い
る
︒
１

か
月
点
検
は
︑
本
社
内
に
設

け
ら
れ
た
整
備
工
場
で
実
施

し
て
お
り
︑
整
備
課
の
ス
タ

ッ
フ
が
車
両
の
状
態
を
細
か

く
点
検
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

タ
イ
ヤ
交
換
や
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
の
作
業
も
社
内
の
整
備

工
場
で
実
施
し
て
い
る
︒

　

か
つ
て
同
社
で
は
タ
イ
ヤ

メ
ー
カ
ー
の
整
備
工
場
で
タ

イ
ヤ
交
換
作
業
を
行
っ
て
い

た
が
︑
同
整
備
工
場
で
タ
イ

ヤ
交
換
作
業
を
取
り
止
め
た

の
を
機
に
︑
６
年
ほ
ど
前
か

ら
社
内
で
タ
イ
ヤ
交
換
作
業

と
い
う
︒
一
方
︑
気
候
変
動

に
伴
い
︑
極
端
な
大
雪
に
な

る
こ
と
も
あ
る
た
め
︑
い
ざ

と
い
う
時
に
適
切
に
チ
ェ
ー

ン
を
装
着
で
き
る
よ
う
に
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
︒
同
社

で
は
︑
チ
ェ
ー
ン
の
装
着
経

験
の
乏
し
い
新
人
ド
ラ
イ
バ

ー
に
対
し
て
︑
２
か
月
に
１

回
開
催
し
て
い
る
安
全
対
策

会
議
の
中
で
︑
雪
道
走
行
対

策
の
重
要
性
に
つ
い
て
指
導

す
る
と
と
も
に
︑
チ
ェ
ー
ン

装
着
講
習
を
行
い
︑
ス
ム
ー

ズ
に
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

れ
︑
歩
行
者
な
ど
に
衝
突
す

る
車
輪
脱
落
事
故
が
相
次
い

で
発
生
し
て
い
る
︒
車
輪
脱

落
事
故
の
主
な
発
生
要
因
と

を
行
っ
て
い
る
︒
そ
れ
に
合

わ
せ
て
︑
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ン
ジ
ャ

ー
を
導
入
す
る
な
ど
︑
社
内

で
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
を
効
率

的
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
体

制
を
整
え
た
︒

　

１
か
月
点
検
で
は
︑
ホ
イ

ー
ル
ナ
ッ
ト
が
規
定
の
ト
ル

ク
で
締
め
付
け
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ

な
ど
を
使
用
し
て
確
認
す
る

ほ
か
︑
タ
イ
ヤ
交
換
や
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
際
に
ホ
イ
ー
ル

を
取
り
外
し
た
際
に
は
︑
デ

ィ
ス
ク
ホ
イ
ー
ル
︑
ハ
ブ
︑

ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
︑
ナ
ッ
ト

の
清
掃
や
︑
ね
じ
部
へ
の
潤

滑
剤
の
塗
布
︑
ホ
イ
ー
ル
ボ

び
か
け
て
い
る
︒

　

同
社
に
お
い
て
も
︑
報
道

な
ど
で
大
型
車
に
よ
る
車
輪

脱
落
事
故
が
報
じ
ら
れ
た
の

を
機
に
︑
車
輪
脱
落
事
故
防

止
対
策
に
一
層
力
を
入
れ
る

よ
う
に
し
た
と
い
う
︒

　
﹁
車
輪
脱
落
事
故
は
︑
一

歩
間
違
え
ば
歩
行
者
な
ど
他

の
交
通
を
巻
き
込
み
︑
大
き

な
被
害
を
与
え
て
し
ま
い
ま

す
︒
当
社
と
し
て
も
悲
惨
な

事
故
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た

め
に
︑
意
識
を
高
め
て
車
輪

脱
落
事
故
防
止
対
策
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

こ
こ
で
︑
同
社
に
お
け
る

点
検
・
整
備
の
体
制
に
つ
い

て
み
て
い
き
た
い
︒
同
社
で

は
︑
車
両
の
整
備
を
担
当
す

る
整
備
課
を
設
け
て
お
り
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
兼
任
者
も
含
め

て
４
人
の
陣
容
と
な
っ
て
い

る
︒
そ
の
中
に
は
︑
整
備
工

場
を
定
年
退
職
し
て
同
社
に

移
籍
し
た
二
級
自
動
車
整
備

士
が
い
る
ほ
か
︑
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
講
習
を
受
講

し
て
い
る
整
備
担
当
者
も
在

籍
し
て
い
る
︒
同
社
で
は
担

当
車
制
を
採
っ
て
お
り
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
は
乗
務
前
の
日
常

点
検
で
車
両
の
不
具
合
を
い

ち
早
く
察
知
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
︒日
常
点
検
で
は
︑

ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト

が
全
て
付
い
て
い
る
か
︑
緩

み
は
な
い
か
︑
デ
ィ
ス
ク
ホ

イ
ー
ル
や
ホ
イ
ー
ル
ボ
ル
ト
︑

ナ
ッ
ト
か
ら
錆
汁
が
出
て
い

な
い
か
︑
ホ
イ
ー
ル
に
亀
裂

や
損
傷
が
な
い
か
な
ど
を
目

視
で
点
検
す
る
と
と
も
に
︑

点
検
ハ
ン
マ
を
使
用
し
て
タ

イ
ヤ
空
気
圧
な
ど
の
点
検
を

行
っ
て
い
る
︒
タ
イ
ヤ
空
気

圧
な
ど
が
不
適
切
な
ま
ま
走

行
を
続
け
る
と
︑
パ
ン
ク
や

バ
ー
ス
ト
が
発
生
し
や
す
く

な
る
ほ
か
︑
ナ
ッ
ト
が
緩
ん

で
脱
落
し
た
り
︑
ボ
ル
ト
が

折
損
す
る
な
ど
︑
車
輪
脱
落

事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね

な
い
︒
同
社
で
は
︑
安
全
対

策
会
議
を
通
じ
て
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
日
常
点
検
の
方
法

に
関
す
る
指
導
を
徹
底
し
︑

日
常
点
検
を
適
切
に
実
施
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
︒

　
﹁
当
社
で
は
担
当
車
制
を

導
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑

洗
車
の
際
に
も
︑
車
両
の
状

態
を
確
認
し
な
が
ら
丁
寧
に

洗
車
を
行
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が

多
い
で
す
︒
担
当
車
制
を
採

る
こ
と
で
︑
自
分
の
乗
務
す

る
車
両
に
愛
着
を
も
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
ま

た
︑
自
分
た
ち
が
乗
務
し
て

い
る
車
両
の
不
具
合
に
気
付

き
や
す
く
な
る
こ
と
で
︑
車

両
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
﹂（
同
）

る
な
ど
︑
増
し
締
め
の
し
忘

れ
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
大
型
車

の
左
後
輪
に
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ

ト
マ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
︒
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー

カ
ー
は
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト

の
締
め
付
け
力
が
大
幅
に
低

下
し
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
が

回
転
す
る
と
と
も
に
マ
ー
カ

ー
が
動
く
こ
と
で
︑
ホ
イ
ー

ル
ナ
ッ
ト
の
緩
み
を
視
覚
的

に
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
︑

点
検
ハ
ン
マ
に
よ
る
打
音
点

検
と
併
せ
て
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ

ッ
ト
の
緩
み
を
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
︒
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
日
常
点
検
の
際
に
は
︑

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
マ
ー
カ
ー

を
目
視
に
よ
り
︑
緩
み
が
な

い
か
を
確
認
さ
せ
る
と
と
も

し
て
︑﹁
タ
イ
ヤ
交
換
時
の
作

業
不
備
﹂
と
﹁
タ
イ
ヤ
交
換

後
の
保
守
管
理
の
不
備
﹂
の

２
つ
の
要
因
が
推
定
さ
れ
て

お
り
︑国
土
交
通
省
で
は
﹁
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂（
関
連
11
面
）

を
展
開
し
︑
運
送
事
業
者
に

対
し
て
タ
イ
ヤ
交
換
時
の
確

実
な
作
業
の
実
施
と
適
切
な

保
守
管
理
の
徹
底
を
強
く
呼

ル
ト
や
ナ
ッ
ト
に
亀
裂
や
損

傷
が
な
い
か
の
点
検
な
ど
を

確
実
に
行
う
︒
そ
れ
と
と
も

に
︑
ホ
イ
ー
ル
を
取
り
付
け

た
後
の
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の

締
め
付
け
の
際
に
は
︑
規
定

の
締
め
付
け
ト
ル
ク
を
確
認

し
た
上
で
︑
ト
ル
ク
レ
ン
チ

を
使
っ
て
適
切
に
締
め
付
け

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

規
定
ト
ル
ク
で
締
め
付
け

を
行
っ
て
も
︑
走
行
す
る
と

必
ず
緩
み
が
発
生
す
る
こ
と

か
ら
︑
車
輪
脱
落
を
防
ぐ
た

め
に
︑
必
ず
ト
ル
ク
レ
ン
チ

で
増
し
締
め
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
︒
同
社
で
は
︑

タ
イ
ヤ
を
交
換
し
て
か
ら
１

０
０
㌔
㍍
走
行
後
に
増
し
締

め
を
行
う
よ
う
に
定
め
た
上

で
︑
作
業
実
施
記
録
を
付
け

　

同
社
で
は
こ
れ
ま
で
︑
従

業
員
と
車
両
の
安
全
管
理
を

徹
底
し
︑
安
全
対
策
に
力
を

入
れ
て
き
た
︒
平
成
23
年
に

安
全
性
優
良
事
業
所
（
Ｇ
マ

ー
ク
事
業
所
）
に
認
定
さ
れ

て
か
ら
も
︑
安
全
性
向
上
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

同
社
で
は
︑
こ
れ
ま
で
重
大

事
故
の
発
生
は
な
い
と
い
う
︒

　
﹁
整
備
課
を
中
心
と
し
た

適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の

徹
底
と
︑
作
業
ミ
ス
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
チ
ェッ
ク
体
制

の
確
立
に
よ
り
︑
車
輪
脱
落

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
︒
当
社
と
し
て
は
︑
車

輪
脱
落
事
故
が
増
加
す
る
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
の
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
︑
今
一
度
気
を
引

き
締
め
て
確
実
な
点
検
・
整

に
︑
ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
緩

み
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は

整
備
課
の
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
︑

運
行
前
に
増
し
締
め
を
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑
３
か
月
点
検
︑
６

か
月
点
検
︑
12
か
月
点
検
に

つ
い
て
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
整
備

備
作
業
を
実
施
し
︑
車
輪
脱

落
に
よ
る
重
大
事
故
を
何
と

し
て
も
防
い
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
鎌
田
物
流

サ
ー
ビ
ス　

鎌
田
大
将
代
表

取
締
役
、
鎌
田
則
之
取
締
役

会
長

工
場
で
行
う
と
と
も
に
︑
点

検
・
整
備
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
は
︑
整
備
課
で
確
認
し

た
上
で
記
録
を
付
け
て
︑
実

施
漏
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
し
て

い
る
︒

　﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
の
各
企
業
で
の
優
良
な
交
通
事
故
防
止
対
策
の
様

子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
︒

　
今
回
は
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の
徹
底
と
︑

作
業
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
に

よ
り
︑
車
輪
脱
落
事
故
の
防
止
を
図
る
︑
岐
阜
県
の

有
限
会
社
鎌
田
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
︒

企業プロフィール
■ 社　　　名	 ㈲鎌田物流サービス
■ 本社所在地	 岐阜県中津川市坂下1991-1
■ 代　表　者	 代表取締役　鎌田　大将 
■ 設　　　立　平成4年2月14日
■ 資　本　金	 1,500万円
■ 社　員　数	 28人（うちドライバー23人）
■ 車　両　数	 27台

タ
イ
ヤ
交
換
作
業
で
求
め
ら
れ
る
適
切
な
作
業

記
録
を
徹
底
し
﹁
作
業
忘
れ
﹂
を
防
ぐ

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
車
輪
脱
落
事
故
が
増
加

今
一
度
気
を
引
き
締
め
て
確
実
な
作
業
実
施
を

車
両
の
不
具
合
を
い
ち
早
く
察
知
す
る
日
常
点
検

整
備
課
の
担
当
者
が
適
切
な
点
検
方
法
を
指
導

11
月
初
旬
か
ら
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
を
開
始

新
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
に
チ
ェ
ー
ン
講
習
を
実
施

同社では、自社整備工場内にタイヤチェンジャーを導入。二級自動車整備士やタイヤ
メーカーの講習を受講した整備担当者が、車輪脱落事故防止の徹底を図っている

タ
イ
ヤ
交
換
の
際
に
は
、ま
ず
ホ
イ
ー

ル
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
に
亀
裂
や
損
傷

な
ど
が
な
い
か
、点
検
し
て
か
ら
作
業

に
入
る

デ
ィ
ス
ク
ホ
イ
ー
ル
取
り
付
け
面
や

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
当
た
り
面
、
ホ

イ
ー
ル
ボ
ル
ト
な
ど
を
丁
寧
に
清
掃

す
る

ホ
イ
ー
ル
ナ
ッ
ト
の
締
め
付
け
の
際

に
は
、対
角
線
順
に
数
回
に
分
け
て
行

い
、最
後
に
規
定
の
ト
ル
ク
で
締
め
付

け
る

同
社
で
は
タ
イ
ヤ
交
換
後
、１
０
０
㌔

㍍
走
行
を
目
安
に
、ト
ル
ク
レ
ン
チ
に

よ
る
増
し
締
め
を
徹
底
し
て
い
る

鎌田　大将
代表取締役

　
有
限
会
社
鎌
田
物
流
サ
ー
ビ
ス
（
岐
阜
県
中
津
川
市
）

第
36
回

「大型車の車輪脱落事故」を何としても食い止める !!「大型車の車輪脱落事故」を何としても食い止める !!
「適切なタイヤ交換作業」と「チェックの徹底」に力を注ぐ「適切なタイヤ交換作業」と「チェックの徹底」に力を注ぐ

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
低
い
と
車
輪
脱

落
事
故
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、乗
務

前
に
は
空
気
圧
の
点
検
も
行
う

乗
務
前
の
日
常
点
検
で
は
点
検
ハ
ン

マ
を
用
い
て
、ナ
ッ
ト
の
緩
み
や
ボ
ル

ト
の
折
損
が
な
い
か
確
認
す
る
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別れ系アプリ……「スッキリさわやかに別れることができるらしい」……!?

※
解
答
は
、
11
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 〜緊急自動車編〜
 【解 答】3面に問題
❶ ×（法第39条第1項、令第13条第1項第6
号）電気事業、ガス事業その他の公益事業
において、危険防止のための応急作業に使
用する自動車は緊急自動車として定義され
ている。
❷ ○（法第39条第2項）緊急自動車は「法
令の規定により停止しなければならない場
合においても、停止することを要しない。た
だしこの場合は、他の交通に注意して徐行し
なければならない」と定められている。
❸ ×（法第40条第1項）交差点やその付近
で緊急自動車が接近してきたときは、「車両
は交差点を避け、かつ、道路の左側に寄っ

て一時停止しなければならない」と定められ
ている。
❹ ×（法第40条第1項）一方通行路におい
て緊急自動車が近づいてきたときは、「左側
に寄ることが緊急自動車の通行を妨げるこ
ととなる場合にあっては、道路の右側」と定
められており、必ずしも左側に寄って進路を
譲らなければならないということではない。
❺ ×（法第40条第2項）交差点やその付
近以外で緊急自動車が接近してきたときは、
「車両は道路の左側に寄って、これに進路を
譲らなければならない」と定められており、
一時停止までは義務づけられていない。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①自車の前に電動キックボードが走行していることか
ら、その動静に注意を払う必要があります。電動キ
ックボードは、車体が小さく見落としやすい、小回り
が利かない、交通ルールを守る意識が希薄などの
特性があります。前方に駐車車両があることから、
この場面では駐車車両を避けようとして、自車の前
に出てくることが考えられます。「電動キックボード
は自車の接近に気づいているだろう」と安易に考え
て漫然と運転していると、自車の前に出てきた電動
キックボードと衝突する危険があります。電動キッ
クボードと距離をとり、その動静をしっかり見きわ
めましょう。

②駐車車両が死角を作っており、左前方の様子がは
っきり分かりません。漫然と側方を通過しようとす
ると、駐車車両の死角から歩行者が飛び出してき
たり、駐車車両が突然発進して衝突するおそれが
あります。駐車車両の側方を通過する時は、手前で
しっかり安全確認をした上で、十分な側方間隔をと
って通過してください。
③この時期は、まぶしい西日が視界の悪化を招き、歩
行者や自転車などを見落としたり、発見が遅れるお
それがあります。人通りの多い場所を通行する時は、

①駐車車両を避けようとして、自車の前に出てきた電
動キックボードと衝突する危険があります（図１）。

②駐車車両の死角から出てきた歩行者と衝突する危
険があります（図2）。

③西日に目がくらみ、道路を横断してきた歩行者を
見落とし衝突する危険があります（図3）。

　あなたは、西日のまぶしい片側１車線道
路を走行しています。自車の前方には電動
キックボードが走行しています。また、その
前には駐車車両が見えます。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険を
避けるためにはどのような運転をすればよ
いでしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

特に注意しましょう。西日がまぶしい時の対
策として、サンバイザーを活用しましょう。た
だし、上方の視界を遮り、信号機や標識を見
落とす危険もあるので、注意してください。

調
査
・
分
析
検
討
会
「
中
間
取
り
ま
と
め
」
で

整
備
管
理
者
管
理
権
限
の
明
確
化
な
ど
を
提
言

1
車
輪
脱
落
事
故
発
生
件
数
は
過
去
最
多
に

車
輪
脱
落
事
故
が
行
政
処
分
の
対
象
に

整
備
管
理
者
に
よ
る
指
導
・
管
理
の
徹
底
を
呼
び
か
け

2
さ
ら
な
る
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
と
し
て

　

令
和
４
年
度
に
お
け
る
大

型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
の
発

生
件
数
は
１
４
０
件
（
対
前

年
比
17
件
増
）
で
︑
平
成
25

年
に
統
計
を
開
始
し
て
以
来

史
上
最
多
と
な
っ
た（
図
１
）︒

　

国
土
交
通
省
で
は
︑
近
年

大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
︑
４
年
２
月
に
﹁
大
型

車
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止
対

策
に
係
る
調
査
・
分
析
検
討

会
﹂を
設
置
︒同
年
12
月
に
︑

今
後
の
車
輪
脱
落
事
故
防
止

対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
︑

﹁
中
間
取
り
ま
と
め
﹂
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
︒

　

同
中
間
取
り
ま
と
め
で

は
︑
車
輪
脱
落
事
故
を
撲
滅

す
る
た
め
に
は
︑
大
型
車
の

使
用
者
や
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業

者
自
ら
が
︑
適
正
な
タ
イ
ヤ

脱
着
作
業
や
増
し
締
め
等
の

保
守
管
理
に
つ
い
て
自
覚
を

持
ち
︑
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
大
型
車
の
車
輪
脱
落
事
故

防
止
策
を
講
ず
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
と
提
言
︒
速
や
か

に
実
施
す
べ
き
対
策
と
し
て
︑

﹁
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業

や
増
し
締
め
等
の
保
守
管
理

に
係
る
周
知
・
啓
発
﹂や﹁
動

画
を
活
用
し
た
作
業
手
順
の

啓
発
﹂︑﹁
車
輪
脱
落
事
故
防

止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継
続
的

　

国
交
省
で
は
同
取
り
ま
と

め
を
受
け
︑﹁
道
路
運
送
車

両
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
等
の
施
行
に
伴
う
整
備
管

理
者
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
﹂

（
平
成
15
年
自
動
車
交
通
局

長
通
達
︹
国
自
整
第
２
１
６

号
︺）
に
つ
い
て
所
要
の
改
正

を
行
い
︑
10
月
１
日
に
施
行

し
た
︒

　

同
改
正
で
は
︑
車
両
総
重

量
８
㌧
以
上
の
大
型
車
を
保

有
す
る
運
送
事
業
者
に
所
属

す
る
﹁
整
備
管
理
者
﹂
に
関

し
て
︑
業
務
お
よ
び
役
割
を

明
記
す
る
こ
と
と
併
せ
︑
車

輪
脱
落
事
故
を
発
生
さ
せ
た

違
反
に
つ
い
て
新
た
に
行
政

処
分
の
対
象
に
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
（
図
２
）︒
こ
れ
に

よ
り
︑
不
適
切
な
タ
イ
ヤ
脱

着
作
業
や
保
守
に
よ
っ
て
車

輪
脱
落
事
故
を
引
き
起
こ
し

た
運
送
事
業
者
や
整
備
管
理

者
は
︑
10
月
よ
り
行
政
処
分

の
対
象
と
な
る
︒

　

行
政
処
分
の
対
象
と
な
る

の
は
︑
大
型
車
の
ホ
イ
ー
ル

ボ
ル
ト
折
損
等
に
よ
る
車
輪

脱
落
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

運
送
事
業
者
で
︑
初
違
反
で

20
日
車
︑
再
違
反
で
は
40
日

車
の
処
分
が
科
せ
ら
れ
る
こ

と
な
っ
た
︒

実
施
﹂
の
ほ
か
︑﹁
整
備
管

理
者
管
理
権
限
の
明
確
化
﹂

を
挙
げ
た
︒
ま
た
︑
中
・
長

期
的
に
実
施
す
べ
き
抜
本
対

策
と
し
て
︑﹁
整
備
管
理
者

に
対
す
る
指
導
強
化
﹂
を
盛

り
込
ん
だ
︒

　

さ
ら
に
︑
３
年
以
内
に
事

故
を
２
回
引
き
起
こ
し
た
運

送
事
業
者
の
整
備
管
理
者
に

対
し
て
は
︑
国
交
省
が
解
任

命
令
を
発
出
す
る
︒

　

ま
た
︑
整
備
管
理
者
の
業

務
お
よ
び
役
割
に
︑
タ
イ
ヤ

脱
着
時
の
作
業
管
理
表
等
を

用
い
る
よ
う
求
め
た
ほ
か
︑

同
作
業
に
関
す
る
自
家
整
備

作
業
要
領
を
定
め
る
こ
と
も

明
記
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
大
型
車
の

冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
時
期

に
車
輪
脱
落
事
故
が
急
増
す

る（
図
１
）こ
と
を
踏
ま
え
︑

10
月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け

て
︑﹁
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂

を
展
開
し
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
大
型
車
を

使
用
す
る
運
送
事
業
者
︑
運

転
者
お
よ
び
整
備
作
業
者
等

に
対
し
て
︑
適
切
な
タ
イ
ヤ

脱
着
作
業
や
保
守
管
理
の
重

要
性
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発

を
図
る
︒
ま
た
︑
例
年
車
輪

脱
落
事
故
の
発
生
は
冬
用
タ

イ
ヤ
へ
の
交
換
な
ど
車
輪
脱

着
作
業
か
ら
１
~
２
か
月
後

が
大
半
を
占
め
て
お
り
︑
積

雪
予
報
直
後
に
交
換
作
業
が

集
中
し
︑
不
適
切
な
脱
着
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
︑
早
期
に
冬

用
タ
イ
ヤ
に
交
換
す
る
な

ど
︑
余
裕
を
持
っ
て
正
し
い

脱
着
作
業
を
行
え
る
よ
う
︑

冬
用
タ
イ
ヤ
交
換
作
業
の
平

準
化
を
推
進
し
て
い
く
︒

　

国
土
交
通
省
で
は
、
大
型
車
の
車
輪
脱
落

事
故
の
発
生
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、車
輪
脱
落
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、

事
業
用
車
両
の
管
理
を
行
う
﹁
整
備
管
理

者
﹂
に
対
し
、
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
や
増
し
締

め
な
ど
確
実
な
作
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
タ

イ
ヤ
脱
着
作
業
者
へ
の
指
導
・
管
理
の
徹
底

を
求
め
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
﹁
道
路
運
送
車
両
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
整
備
管

理
者
制
度
の
運
用
に
つ
い
て
﹂
を
一
部
改
正

（
５
年
10
月
１
日
施
行
）。
こ
れ
に
よ
り
、
不

適
切
な
タ
イ
ヤ
脱
着
作
業
や
保
守
に
よ
り
車

輪
脱
落
事
故
を
惹
起
し
た
運
送
事
業
者
や

整
備
管
理
者
は
、行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
。

　

な
お
、
今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に
、

車
輪
脱
落
事
故
防
止
対
策
を
ま
と
め
た
﹁
お

と
さ
な
い
﹂
ポ
ス
タ
ー
を
刷
り
込
ん
で
い
る
。

図１　車輪脱落事故発生状況（令和４年度）

図２　改正概要（関連３面）
▼�「道路運送車両法の一部を改正する法律等の施行に伴う整
備管理者制度の運用について」等、以下の改正を行い、違
反を新たに行政処分の対象に追加する。

①整備管理者の業務及び役割に以下を明記
ア�大型車※を保有する場合のタイヤ脱着作業や増し締め
等の保守管理を実施すること又は整備工場等に実施さ
せること

イ�点検整備記録簿、タイヤ脱着時の作業管理表（大型車）、
その他の記録簿を管理すること

※車両総重量 8㌧以上または乗車定員 30人以上の自動車
②�整備管理規程にタイヤ交換等の自家整備作業要領を具体的
に記載することを明記

③�整備管理者選任前・選任後研修カリキュラムに大型車の車
輪脱落事故の事例及びその防止対策を追記

④�大型車のホイールボルト折損等による車輪脱落事故を惹起
した運送事業者に対し、行政処分を実施（道路運送車両法
第 47条第 1項関係）
・初違反　20日車、再違反　40日車

⑤�一定期間に複数回の上記事故を惹起した整備管理者に対
し、解任命令を発令
・④による再違反の処分となる場合

複
数
回
事
故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
は
整
備
管
理
者
の
解
任
命
令
も

車
両
使
用
停
止　

初
回
20
日
車
・
再
違
反
40
日
車

大
型
車
に
よ
る
車
輪
脱
落
事
故
が
行
政
処
分
の
対
象
に
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第６回  物資流動調査 

・掲載形式：横1/2×縦3段の案 
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調調査査機機関関：：国国土土交交通通省省・・東東京京都都市市圏圏交交通通計計画画協協議議会会 

 

  

・物流の実態を把握し、総合的な都市交通計画を検討するための公的な調査です 
・統計的に抽出した物流に関連する事業所約８,６万件に、調査票を郵送します 
・調査票が届いた際には回答にご協力をお願いします 

東 京 

都 市 圏 

調査結果は物流施設の立地支援や物資輸送
の効率化等、さまざまな施策を検討するため
に活用されます 

調査期間：令和５年１０月~11月 

【東京都市圏交通計画協議会 HP】 

https://www.tokyo-pt.jp 

 

安全運行のオアシス
トラックステーション

全国23か所のトラックステーション（TS）は全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない長距離運行に欠かせない
休憩施設です。休憩施設です。

全国23か所のトラックステーション（TS）は
トラックドライバーの安全運行を支える、
長距離運行に欠かせない
休憩施設です。

❶
❷

❸

❹

❺

❻

❼
❽

❾

11

1213
14

10

1718
19

15
16

22 23

2021

名称 所在地 電話番号 駐車台数

❶ 札　幌 北海道札幌市厚別区厚別東 5 条 1-1-2　 011-897-9101 39

❷ 苫小牧 北海道苫小牧市ウトナイ北 11-11-33 0144-55-7491 80

❸ 仙　台 宮城県仙台市宮城野区苦竹 4-1-15 022-232-9336 39

❹ 白河の関 福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字夏針 15-1 0248-21-7167 45

❺ 茨　城 茨城県小美玉市西郷地字新田 1390 0299-48-3455 30

❻ 矢　板 栃木県矢板市乙畑 440-2　 0287-48-1919 46

❼ 大　宮 埼玉県さいたま市西区三橋 6-699-1 048-623-6815 41

❽ 東　神 神奈川県大和市上草柳 588 046-261-1100 97

❾ 新　潟 新潟県新潟市西区山田 196-1　 025-233-6961 52

� 金　沢 石川県金沢市千木町ル 21-1　 076-257-2755 56

� 浜　松 静岡県浜松市東区流通元町 2-3 053-421-5311 116

� 名古屋 愛知県名古屋市港区藤前 3-601 052-303-2188 97

� 亀　山 三重県亀山市小野町桜口 586-4 0595-82-3935 82

� 彦　根 滋賀県彦根市鳥居本町字むさ満 2337-1 0749-26-0156 45

� 大　阪 大阪府寝屋川市木屋元町 20-1 072-832-2362 80

� 奈良・針 奈良県奈良市針町 487-1　 0743-82-0622 60

� 岡　山 岡山県岡山市中区倉富 285-19 086-277-4055 35

� 尾　道 広島県尾道市高須町字才ケ久保 21193-3 0848-46-1882 37

� 三　次 広島県三次市西酒屋町船所 1468 0824-63-0025 30

� 北九州 福岡県北九州市小倉北区東港 1-3 093-581-5031 70

� 鳥　栖 佐賀県鳥栖市永吉町 617-1 0942-83-7035 48

� 諫　早 長崎県諫早市貝津町 1051-12 0957-26-8228 45

� 大　分 大分県大分市大字上戸次字宇土ノ口 6045-2 097-597-6233 43

※ 駐車台数は大型車とトレーラの台数の合計。なお、諫早TSは5台の中型車を含む。

2023・10・20

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｅ
テ
レ
で

再
放
送
中

の
﹃
や
ま

と
尼
寺 

精
進
日
記
﹄
は
︑
奈
良
県

桜
井
市
に
あ
る
尼
寺
・
音
羽
山
観

音
寺
に
暮
ら
す
後
藤
密
榮
住
職
ら

尼
僧
た
ち
の
︑
季
節
ご
と
の
暮
ら

し
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
紹
介

す
る
︑
何
と
も
ほ
っ
こ
り
す
る
番

組
で
す
︒
奥
深
い
山
中
に
ひ
っ
そ

り
と
佇
む
小
さ
な
こ
の
尼
寺
に

は
︑
住
職
の
ほ
か
に
佐
々
木
慈
瞳

副
住
職
と
お
手
伝
い
の
﹁
ま
っ
ち

ゃ
ん
﹂
の
３
人
の
女
性
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
︒
▼
四
季
を
通
じ
て
︑

お
寺
の
近
く
で
自
生
す
る
様
々
な

植
物
や
果
樹
を
調
理
し
︑
３
人
が

感
想
を
言
い
あ
い
な
が
ら
食
べ
る

シ
ー
ン
は
微
笑
ま
し
く
︑
私
も
そ

こ
に
同
席
し
た
い
と
い
う
思
い
に

駆
ら
れ
ま
す
︒
住
職
の
﹁
食
べ
る

事
は
生
き
る
事
や
﹂
と
︑
自
然
か

ら
得
た
食
材
を
余
す
こ
と
な
く
使

い
切
り
︑
独
自
の
調
理
を
施
し
て

い
く
過
程
は
ま
る
で
魔
法
の
よ
う

で
す
︒
毎
月
17
日
の
観
音
様
の
縁

日
に
は
︑
険
し
い
山
道
を
40
分
ほ

ど
か
け
て
全
国
か
ら
沢
山
の
人
々

が
お
寺
に
集
ま
り
︑
そ
れ
は
賑
や

か
な
１
日
に
な
り
ま
す
︒
そ
こ
で

振
る
舞
わ
れ
る
精
進
料
理
は
︑
見

た
目
も
鮮
や
か
で
︑
滋
養
た
っ
ぷ

り
で
す
︒
▼
現
在
は
︑
慈
瞳
副
住

職
と
ま
っ
ち
ゃ
ん
の
２
人
が
下
山

し
︑
密
榮
住
職
お
一
人
に
な
り
︑

寂
し
い
限
り
で
す
が
︑
常
に
笑
み

を
絶
や
さ
な
い
住
職
の
人
柄
に
惹

か
れ
︑
人
々
は
誰
彼
と
な
く
こ
の

お
寺
に
集
ま
り
ま
す
︒﹁
こ
の
番
組

に
魅
入
っ
て
し
ま
う
の
は
何
故
だ

ろ
う
﹂
と
︑
自
問
自
答
す
る
私
で

す
︒
▼
番
組
の
中
で
は
︑
住
職
を

慕
う
里
の
人
達
が
︑
前
触
れ
も
な

く
野
菜
や
牛
乳
な
ど
を
さ
り
気
な

く
届
け
に
来
て
︑
談
笑
し
て
帰
り

ま
す
︒
傍
か
ら
見
れ
ば
静
寂
の
中

で
呼
吸
す
る
よ
う
な
︑
静
か
で
何

の
変
哲
も
な
い
こ
の
お
寺
に
︑
多

く
の
人
が
集
う
の
は
不
思
議
で
す

が
︑
こ
の
場
所
に
は
人
と
人
と
を

結
び
付
け
る
﹁
絆
﹂
が
あ
る
か
ら

で
し
ょ
う
︒
▼
住
職
は
︑
巡
る
季

節
を
慈
し
み
︑
不
便
さ
を
逆
手
に

取
り
︑
そ
れ
を
快
適
さ
に
仕
上
げ

る
術
を
︑
こ
の
寺
で
暮
ら
す
中
で

自
ず
と
身
に
付
け
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
︒
番
組
の
中
で
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
︑
住
職
が
仲

の
良
い
里
の
女
性
と
作
る
﹁
芋
ぼ

た
﹂
で
す
︒
里
芋
と
お
米
を
一
緒

に
炊
い
た
後
で
潰
し
︑
あ
ん
こ
を

ま
ぶ
し
て
食
べ
る
︑
素
朴
で
あ
た

た
か
み
の
あ
る
郷
土
料
理
で
す

が
︑
垂
涎
の
一
品
で
し
た
︒
▼
都

会
で
は
忘
れ
ら
れ
た
︑﹁
四
季
を
感

じ
る
暮
ら
し
﹂︒
都
会
に
生
ま
れ
都

会
に
暮
ら
す
︑
故
郷
を
持
た
な
い

人
々
に
と
っ
て
︑
こ
の
小
さ
な
お

寺
は
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま

す
︒
住
職
の
﹁
山
の
恵
み
に
生
か

さ
れ
て
い
る
﹂
と
い
う
言
葉
は
︑

何
と
も
素
敵
で
す
︒
私
も
一
度
︑

密
榮
住
職
に
会
い
に
行
っ
て
み
た

く
な
り
ま
し
た
！

 

（
山
崎　

薫
）

こ
ち
ら
広
報
室

  

257

図１

図２

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 吉津　直樹 北海道センコー㈱苫小牧車輌センター
岩 手 県 千葉　丈二 日通岩手運輸㈱盛岡営業所
宮 城 県 吉田　尭之 日本通運㈱仙北支店
山 形 県 岩間　　航 結城運輸倉庫㈱仙台支店酒田営業所
福 島 県 近藤　正行 菱化ロジテック㈱東北支店
茨 城 県 野口　佐知雄 センコー㈱茨城支店茨城車輌センター
栃 木 県 古口　喜之 ㈱バンテックイースト栃木営業所
群 馬 県 本多　健二 ㈱バンテックイースト太田営業所
埼 玉 県 黒田　祥之 ㈱バンテックイースト東松山営業所
千 葉 県 小宮根　尚 センコー㈱千葉支店車輌センター営業所
東 京 都 星野　　巧 日本通運㈱東京海運支店自動車事業所
神奈川県 荒井　有一 常盤海運㈱本牧営業所
富 山 県 村瀬　良和 日産物流㈱富山支店
石 川 県 新蔵　雅樹 西濃運輸㈱金沢港営業所
岐 阜 県 若山　和也 日本通運㈱岐阜支店

静 岡 県 伝法谷　光輝 センコー㈱名古屋主管支店静岡ハウス営
業所

三 重 県 雲井　敏幸 センコー㈱三重支店鈴鹿車輌センター

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名

京 都 府 益池　良和 大友ロジスティクスサービス㈱京都営業
所

大 阪 府 米谷　恵輔 センコー㈱大阪主管支店新流センター

兵 庫 県 永光　利成 センコー㈱阪神主管支店西神戸車輌セン
ター

和歌山県 島本　真平 日本通運㈱和歌山支店中央事業所インタ
ーロジスティクス営業課

山 口 県 原井　郁哉 山口コーウン㈱
香 川 県 中平　淳一 日本通運㈱四国支店坂出物流課

愛 媛 県 山本　英司 住化ロジスティクス㈱愛媛事業所運輸部
輸送課

福 岡 県 福田　　崇 ㈱バンテック九州輸送部輸送課
佐 賀 県 石井　太将 協業組合九州ロジテックカーゴ
長 崎 県 木下　周一 ヤマト運輸㈱長崎主管支店
熊 本 県 尾方　大輔 南九州センコー㈱宇土営業所
宮 崎 県 一ノ瀬　真 センコー㈱延岡支店延岡車輌営業所
鹿児島県 海江田　義倫 日通鹿児島運輸㈱南栄事業部
沖 縄 県 德田　龍太 沖縄西濃運輸㈱豊見城物流センター

ト
レ
ー
ラ
部
門

ト
レ
ー
ラ
部
門
（（
3131
人
）
人
）

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 千葉　静香 ヤマト運輸㈱小樽営業所
青 森 県 福田　　瞳 ㈱共同物流サービス第２営業所
宮 城 県 村上　美奈子 SBSフレックネット㈱岩沼センター
福 島 県 齋藤　理英 日本郵便輸送㈱東北支社郡山営業所
群 馬 県 原田　　恵 ㈱トーハイ高崎営業所

東 京 都 大幡　留美 セイノースーパーエクスプレス㈱西東京
引越センター

神奈川県 齋藤　　慈 西濃運輸㈱座間支店
新 潟 県 谷津　尙子 センコー㈱埼玉主管支店新潟営業所
富 山 県 佐野　美津江 ㈱スリーティ運輸本社
静 岡 県 奈良　由香 日本郵便輸送㈱浜松営業所
愛 知 県 伊藤　早苗 ㈱イトー急行尾張営業所

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
三 重 県 真弓　陽子 ㈱水谷運輸倉庫本社
滋 賀 県 山野　美智子 江洲運輸㈱石部営業所

京 都 府 藤本　小梨絵 日本通運㈱京都支店ロジスティクス営業
部京都中央事業所鉄道コンテナ課

大 阪 府 小嶋　朋美 一宮運輸㈱大阪営業所
岡 山 県 近藤　かおる 岡山スイキュウ㈱泉田営業所
山 口 県 上島　美由紀 日本通運㈱下関支店

愛 媛 県 竹田　紗穂里 一宮運輸㈱四国支社オペレーションサー
ビス部愛媛新居浜

福 岡 県 森永　幸恵 日本通運㈱福岡支店福岡南物流事業所
長 崎 県 坂本　奈保美 ㈲丸野バンライン東彼杵営業所
鹿児島県 黒木　　恵 ㈱ランテック鹿児島支店
沖 縄 県 宮里　睦美 沖縄西濃運輸㈱宜野湾支店

女
性
部
門

女
性
部
門
（（
2222
人
）
人
）

４
ト
ン
部
門

４
ト
ン
部
門
（（
4343
人
）
人
）

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 岡田　直晃 F-LINE ㈱札幌物流センター
青 森 県 稲場　脩太 日本通運㈱青森支店青森物流センター
岩 手 県 島田　雄也 西濃運輸㈱盛岡支店
宮 城 県 佐藤　将士 東北鉄道運輸㈱仙台営業所

秋 田 県 須田　優幸 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱東北
支店秋田センター

山 形 県 川越　　知 日本通運㈱山形支店
福 島 県 国分　勇治 西濃運輸㈱福島支店

茨 城 県 髙野澤　明良 ロジスティード東日本㈱水戸営業部水戸
輸送営業所

群 馬 県 吉田　新吾 日通群馬物流㈱本社営業所
埼 玉 県 松永　竜一 センコー㈱浦和支店浦和車輌センター
千 葉 県 髙橋　圭輔 西濃運輸㈱千葉支店
東 京 都 伊藤　圭将 西濃運輸㈱深川支店
神奈川県 石岡　義啓 F-LINE ㈱南関東支店厚木物流センター
山 梨 県 田村　龍一 日本郵便輸送㈱甲府営業所
新 潟 県 坂上　　慎 新潟運輸㈱新潟支店

長 野 県 荻原　　彰 セイノースーパーエクスプレス㈱信越エ
リア長野航空営業所

富 山 県 佐伯　　晋 日本通運㈱北陸東支店富山物流事業所営
業１課

石 川 県 佐賀野　浩一 ㈱シンクラン北陸支店石川営業所
福 井 県 白崎　　孝 ラニイ福井貨物㈱区域事業部

岐 阜 県 加藤　　光 濃飛倉庫運輸㈱岐阜支店岐阜輸送センタ
ー営業所

静 岡 県 水谷　　友 西濃運輸㈱静岡支店

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名

愛 知 県 脇田　直幸 日本通運㈱名古屋フォワーディング支店
国内航空貨物部名南航空営業所

三 重 県 落合　浩幸 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱中日
本支店三重センター

滋 賀 県 吉澤　宣昭 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱京滋
支店大津センター

京 都 府 横井　宏彰 ロジスティード西日本㈱大山崎AE営業
所

大 阪 府 北口　正昭 西濃運輸㈱堺支店
兵 庫 県 前畠　一成 西濃運輸㈱尼崎支店
和歌山県 木村　瞭太 西濃運輸㈱和歌山支店
岡 山 県 小見山　航輝 両備トランスポート㈱岡山営業所
広 島 県 上蔀　　誠 西濃運輸㈱福山支店
山 口 県 上田　　大 日本郵便輸送㈱山口営業所
徳 島 県 三浦　敏裕 NX徳通㈱徳島支店
香 川 県 杉峰　　巧 ロジスティード西日本㈱四国AE営業所
愛 媛 県 門田　雄司 宇和島自動車運送㈱松山営業所
高 知 県 市川　　勝 日本通運㈱四国支店高知営業課
福 岡 県 古川　将泰 福岡ひまわり運送㈱本社事業所
佐 賀 県 横山　宜弘 日本通運㈱福岡航空支店佐賀航空営業所
長 崎 県 野田　豊彦 ㈱丸野大村富の原営業所
熊 本 県 林田　拓海 日本通運㈱熊本支店熊本中央事業所

大 分 県 藤本　益美 セイノースーパーエクスプレス㈱大分営
業所

宮 崎 県 河野　　徹 センコープランテック㈱大武機工営業所
鹿児島県 高山　寛之 九州西濃運輸㈱加治木支店
沖 縄 県 宇榮原　雄 沖縄郵便逓送㈱本社営業所

1111
ト
ン
部
門

ト
ン
部
門
（（
4343
人
）
人
）

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
北 海 道 牧　　勇次 日本通運㈱札幌コンテナ支店
青 森 県 岡田　　哲 ㈱共同物流サービス本社営業所
岩 手 県 鈴木　健太郎 日本通運㈱水沢物流事業所
宮 城 県 佐藤　健弘 西濃運輸㈱仙台支店
秋 田 県 髙槗　善幸 日本通運㈱大館支店
山 形 県 那須　涼太 日通山形運輸㈱米沢営業所
福 島 県 富樫　慎也 日通郡山運輸㈱本社営業所
茨 城 県 渡邉　　智 ㈱ナルキュウ茨城営業所
栃 木 県 永田　達二 西濃運輸㈱佐野支店
群 馬 県 庭野　智彦 日本通運㈱群馬支店群馬引越センター課

埼 玉 県 阿部　寛之 日本通運㈱深谷支店東日本医薬品センタ
ー事業所

千 葉 県 山野邉　繁 日通千葉貨物運送㈱茜浜事業所

東 京 都 浦部　雄大 NXキャッシュ・ロジスティクス㈱東日
本支店田町センター

神奈川県 岩﨑　英一 ㈱ナルキュウ神奈川営業所
山 梨 県 齊藤　由朗 西濃運輸㈱甲府支店
新 潟 県 貝瀨　　滋 センコー㈱埼玉主管支店長岡営業所
長 野 県 柳瀬　貴之 西濃運輸㈱松本支店
富 山 県 田邊　　誠 ㈱アイザック・トランスポート本社
石 川 県 吉村　拓也 日本郵便輸送㈱金沢営業所
福 井 県 吉岡　孝雄 日本通運㈱北陸西支店福井支店
岐 阜 県 藤原　雅弘 西濃運輸㈱大垣支店
静 岡 県 寺内　正樹 ダイオーロジスティクス㈱東日本支店

都道府県名 氏　　　名 所　　属　　事　　業　　所　　名
愛 知 県 山本　尊宣 西濃運輸㈱豊川支店
三 重 県 加藤　龍二 三重西濃運輸㈱四日市支店
滋 賀 県 佐々木　良平 日本通運㈱滋賀支店長浜営業課
京 都 府 中山　賢人 日本通運㈱京都支店京都中央事業所

大 阪 府 岩﨑　優也 日本通運㈱大阪支店西日本医薬品センタ
ー事業所

兵 庫 県 岡田　　聡 日本通運㈱神戸支店加古川事業所営業課
和歌山県 山本　貴洋 鴻池運輸㈱和歌山支店
鳥 取 県 大嘉　駿希 日本通運㈱山陰支店鳥取事業所倉吉営業
岡 山 県 一岩　雅人 岡山スイキュウ㈱瀬戸内物流センター
山 口 県 岡崎　優介 センコー㈱広島支店山口営業所
徳 島 県 金岡　良児 四国西濃運輸㈱徳島支店
愛 媛 県 飯尾　富矢 四国西濃運輸㈱松山支店
高 知 県 野﨑　広之 日本郵便輸送㈱四国支社高知営業所

福 岡 県 浮津　光二 日鉄物流㈱九州支店構外物流部高圧ガス
輸送課

佐 賀 県 杉本　拓人 九州センコーロジ㈱
長 崎 県 町田　裕史 ㈲丸野バンライン大村営業所
熊 本 県 永田　　卓 日通熊本トラック㈱本社営業所
大 分 県 松本　育雄 九州西濃運輸㈱北大分営業所
宮 崎 県 髙山　涼太 日本通運㈱宮崎支店宮崎事業所
鹿児島県 春山　泰志 日本通運㈱鹿児島支店
沖 縄 県 當山　清紀 ㈱沖食商事

全国トラックドライバー・コンテスト出場選手一覧全国トラックドライバー・コンテスト出場選手一覧第55回

　全日本トラック協会では、10月21日㈯～ 23日㈪の３日間、第 55 回「全国
トラックドライバー・コンテスト」を開催する。
　同コンテストは、社会的責務を担うトラックドライバーとしての自覚と誇りをもたせ、
業界を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止活動の推進に資することを目的

に、昭和 44 年から開催されているもの。今回は、都道府県地区大会を勝ち抜
いてきた１39 人（うち女性 22 人）の精鋭ドライバーが参加し、10月21日・
22日の２日間にわたって、実科競技（運転技能・点検）と学科競技（法規・
構造機能・運転常識）に挑戦する。
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「トラックＧメン」躍動！「トラックＧメン」躍動！
発
足
か
ら
２
か
月
間
で
「
働
き
か
け
」
１
２
０
件
、
「
要
請
」
５
件
実
施

発
足
か
ら
２
か
月
間
で
「
働
き
か
け
」
１
２
０
件
、
「
要
請
」
５
件
実
施

　

適
正
な
取
引
を
阻
害
す
る
疑
い
の
あ
る
荷

主
企
業
・
元
請
運
送
事
業
者
の
監
視
を
強

化
す
る
た
め
、
今
年
７
月
に
国
土
交
通
省
が

創
設
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂
に
つ
い
て
、

発
足
後
２
か
月
間（
７
月
21
日
~
９
月
29
日
）

の
活
動
実
績
が
10
月
６
日
に
ま
と
ま
っ
た
。

　

発
足
後
２
か
月
間
で
、﹁
ト
ラ
ッ
ク
Ｇ
メ
ン
﹂

に
よ
る
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
に
基
づ
く

﹁
働
き
か
け
﹂
を
１
２
０
件
、﹁
要
請
﹂
を

５
件
実
施
し
、
発
足
前
に
比
べ
大
幅
な
伸
び

を
示
し
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
11
月
・
12
月
を
﹁
集
中

監
視
月
間
﹂
と
位
置
付
け
、
荷
主
企
業
等

へ
の
監
視
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。

（令和５年10月 11日現在）
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